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債
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(
第
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第

肖
號
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A

二

緒

言

こ
ゝ
に
徳
川
時
代
に
於
け
る
債
権
及
び
債
務
の
移
転

と
云
ふ
標
題
を
禍
げ
た
が
、
此
種
の
法
律
関
係

の
全
般
に
亘
る
研
究
を
、
目

論
む
も
の
で
は
な
い
。

即
ち
先
づ
、
債
権
或
は
債
務
の
移
転

な
る
法
律
関
係

は
、
當
時

の
相
続
法
の
上
に
も
或
ば
反
財
産
法
に
於

て
も
、
之
を
見
る
こ
と

が
出
來
る
の
で
あ
る
が
、
(
一
)此
両
者
に
亘
る
研
究
は
、
本
篇

の
如
き
小
文
の
到
底
な
し
能

ふ
所
で
な
く
、
(
二
)更
に
又
當
時
の
債

権
債
務

の
移
転
性
に
關
す
る
、
相
続
法
上
の
法
理
と
財
産
法
上
の
そ
れ
と
は
、
夫

々
相
異
る
庭
が
存
す
る
て
ふ
二
つ
の
理
由
か
ら
、

今

こ
ゝ
に
は
単
に
財
産
法
関
係

だ
け
の
研
究
を
、
試
み
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

更
に
、
徳
川
時
代
の
債
権
も
亦
、
指
名
債
権

と
指
圖
債
権

及
び
無
記
名
債
権

即
ち
證
券

的
債
権
と
に
分
ち
得
る
が
、
以
下
に
は
指

名
債
権

に
就
て
の
み
説
述
し
、
證
券

的
債
権

に
は
及
ぱ
な
い
。
我
證
券
的
債
権

は
、
既

に
早
く
中
世
に
そ
の
発
達
を
見
、
徳
川
時
代

の

に
於
、て
も
手
形
或
は
切
手
叉
は
札
な
ど
の
形
式
で
存
続
し
,
且
つ
格
段
の
発
展
を
な
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
此
種
證
券
的
債
権

の

移
転

に
關
し

て
は
、
研
究
未
だ
熟

せ
ざ
る
を
以
て
、
こ
ゝ
に
之
を
割
愛
す
る
所
以
で
あ
る
。
尚
ほ
(
一
)
當
時
の
法
制
上
に
て
も
、
指

名
債
権

の
移
転

と
證
券

的
債
権

の
移
転

と
は
、
明
ら
か
に
別
個

の
取
扱
を
受
け
て
居
た
も
の
で
、
例

へ
ば
指
名
債
権

の
移
転
中
、
そ



の
代
表
で
あ
り
し
か
も
最
も
普
通
に
行
は
れ
て
居
た
所
の
、
貸
金
債
権

の
契
約
上
の
移
転
を
呼
ぶ
に
、
特
に

『
證
文
護
』
或
は

『
貸

金
銀
譲
」
な
ど
の
名
を
以
て
し
、
手
形
な
ど
の
転
々
に
依
る
場
合
と
匠
別
し
て
居
た
の
で
あ
り
、
更
に
(
二
)
證
文
譲
な
る
行
爲
が
、

徳
川
時
代

一
般

に
普
及
す
る
に
至
つ
た
の
は
、
此
種
法
律
関
係

に
關
す
る
法
規
の
現
れ
る
に
至
る
の
が
、
公
事
方
御
定
書
時
代
即
ち

享
寛
時
代
以
降
で
あ
り
、
叉
指
名
債
権

の
譲
渡
な
る
行
爲
は
、
中
田
博
士
の
説
か
る
曳
が
如
く
翼
我
古
代
法
上
既
に
中
世
室
町
時
代

の

に
発
現
は
し
て
居
る
も
の
㌧
、
證
券
的
債
権

の
移
転
制
の
そ
れ
に
比
較
す
る
時
、
そ
の
発
達
極
め
て
遅
々
た
り
し
も
の
、
如
く
で
あ

る
所
な
ど
か
ら
見

て
、
證
券
的
債
権

の
移
転
制
よ
り
遙
か
に
遅
れ
て
、
徳
川
も
そ
の
中
葉
以
降
の
こ
と
で
あ
つ
た
と
考

へ
ら
れ
る
の

で
あ
る
が
,
以
上
の
二
點
は
、
叉
本
稿
に
於

て
證
券
的
債
権

の
移
転
制
に
、
筆
を
及
ぼ
さ
な
か
つ
た

一
理
由
で
も
あ
る
。

之
を
要
す
る
に
、
本
稿
に
於
て
問
題
と
す
る
所
は
、
徳
川
時
代
に
於
け
る
財
産
法
上
の
,
指
名
債
権

即
ち
普
通
の
債
権
並
び
に
債

務
の
移
転

に
關
す
る
、
法
制

の
み
に
限
る
の
で
あ
る
。

、

最
後
に

一
言
す
べ
き
は
、
蒐
集
せ
る
史
料
の
内
容
か
ら
、
以
下
に
は
徳
川
幕
府
法
上
の
此
種
制
度

の
考
察
を
試
み
る
に
止
ま
り
、

諸
藩
の
そ
れ
の
記
述
を
企
て
る
も

の
で
な

い
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
尤
も
本
稿
の
目
的
と
す
る
事
項
に
就

て
、
幕
府
法
と
諸
藩
法
と

の
…
関
係が
如
何
な
る
も
の
で
あ
つ
た
か
と
云
ふ

こ
と
は
、
今
後
の
研
究
に
倹
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
少
く
と
も
幕
府
法
の
数
力
が
常

に
そ
の
ま
N
、
諸
藩
に
迄
及
ぶ
も
の
で
な
か
つ
た

こ
と
だ
け
は
分
明
な
の
で
あ
る
。
例

へ
ば
後
述
す
る
様
に
天

明
八
年
に
幕
府
は
、

徳
川
時
代
に
於
け
ろ
債
権
及

び
債
務

の
移
輔

(
第

一
巷
第

一
號

)

A

三



徳
川
時
代
に
於

け
ろ
債
権

及
び
債
務

の
移
転

(
第

一
谷

第

一
號
)

A

四

譲
渡
さ
れ
た
債
権

が
裁
判
上
保
護
さ
る
ゝ
た
め
に
は
、
そ
の
譲
渡
當
事
者
が
親
子
兄
第
た
る
を
要
す
と
云
ふ
制

令
を
発
し
、
し
か
も

之
は
幕
末
迄
行
は
れ
た
の
で
あ
る
が
、
之
と
異
な
り
、
文
化
十
二
年
及
び
嘉
永
五
年
の
實
例
に
徴
す
る
と
、
阿
波
藩
に
於

て

は
譲

渡

の
當
事
者
に
就
て
、
全
く
自
由
な
制
度
を
布

い
て
居
た
こ
と
を
知
り
得
る
。
こ
は
明
ら
か
に
、
少
な
く
と
も
此
點

に
就
て
、
阿
波

藩
内
の
此
種
法
律
関
係

が
、
幕
府
法
の
適
用
を
受
け
な
か
つ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
即
ち
阿
波
藩
民
政
史
料
(大
正
五
年
版
)

一
五
八
五
頁
所
牧
米
借
用
証
文
に

『
一
元
米
五
拾
武
石
　

右
之
通
　

借
用
申
處
實
正
・:
・其
方
勝
手
を
以
此
借
用
證
文
何
方

へ

譲
渡

候
共
裏
判

人

承
知
之
上
は
此
方
へ
不
及
案
内
如
何
様
共
了
簡
可
被
致
候

:
:
文
化
十
二
年
亥
年
六
月
西
川
玄
甫
　

五
島
兵

藏
受
持
も
ん
と
の
』
、
同
上

一
五
九
六
頁
所
牧
指
紙
質
物
證
文

に

『
一
銀
萱
貫
百
目
・:
・右
致
借
用
候
所
實
正
・
・
:
此
證
文

勝
手
を

以
外
方
江
譲
渡
候

口
(共
力
)
裏
判
之
方

承
知
之
上
は
此
方
江
不
及
案
内
如
何
様
只

共
ヵ
)了
簡
可
有
之
候

…

棄

五
子
年
六

月
山
内
理
兵
衛
富
田
…幾
太
郎
受
持
た
み
と
の
』
と
あ
る
が
如
く
で
あ
る
。

○
藩
吏
也

宮
崎
先
生
法
制
史
論
集

四
五
頁

以
下
日
本
支

那
古

代
の
爲
替
制
度
、
横
井

時
冬
氏
日
本
商
業
史

流
通
手
形
、
手
形
諸
式

の
條
。

中
田
博
士
増
訂
徳
川
時
代

の
文
學

に
見
え
れ
る
私
法
爲
替
手
形
、
振
手
形
、
預
手
形

の
條

.
前
掲
日
本
商
業
史

全
上
條
。
幸
田
成
友

氏

日
本
経
済
史
研
究
米
切
手

の
條
。

中

田
博
士
東
京
帝
・國
大

學
法
學
部
大
正
十

三
年
度
講
義
。



σ

宮
崎
先
生
法
制
史
論
集
前
掲
條
。

●

第
一

節

債
権

の
移
転

第

一

項

法

律

行

爲

に

依

る

移
転

法
律
行
爲
就
中
契
約
上
の
債
権
移
転

、
即
ち
債
権

の
譲
渡
と
云
ふ
法
律
関
係

が
、
前
記
の
如
く
中
世
以
來
の
法
慣
習
と
し
て
、
徳

川
時
代
に
も
存
在
し
た
こ
と
は
云
ふ
迄
も
な
い
が
、
此
種
の
制
度
は
叉
當
時
法
律
上
も
公
認
さ
れ
た
も
の
で
あ

つ
た
か
ど
う
か
o
先

㊥

づ
此
種
法
律
関
係
に
關
し
て
、
徳
川
根
本
法
公
事
方
御
定
書
下
巻
借
金
銀
取
捌
之
事
の
條
は
、

『
一
家
質
金
質
地
金
井
諸
借
金
宛
所

違
之
證
文
を
以
於
訴
出
候
者
右
同
断

但
證
文
譲
請
候
由

候
共
藻

於
無
之

ニ
ハ
取
上
申
間
敷
事
』
と
規
定
し
て
居
る
が
、
之

は
反
面
に
於
て
、
家
質
金
質
地
金
或
は
普
通
の
借
金
な
ど
の
證
文
譲
講
の
證
據

が
あ
れ
ば
、
譲
請
債
権

の
出
訴

を
裁
判
所
に
於
て
受

理
す
る
と
云
ふ
旨
の
規
定
と
、
解
す
べ
き
も

の
で
あ
る
所
か
ら
し
て
、
當
時
価
権

の
譲
渡
な
る
も

の
が
、
原
則
と
し
て
何
等
法
律
上

の
拘
束
を
加
へ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
公
認
さ
れ
て
居
た
こ
と
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
徳
川
中
葉
末
來
、
此
證
文
譲
を
悪
用
し
,
債
務
者
に
迷
惑
を
掛
け
、
或
は
不
當

の
利
益
を
牧
む
る
所

の
、
恰
も
後
の
明
治

徳
川
時
代

に
於
け
ろ
債
樽
及
び
債
務
の
移
転

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

五



徳
川
時
代
に
於
け
ろ
債
権

及
び
債
務

の
移
転

(
第

一
谷
第

一
號
)

A

六

以
降
の
所
謂
譲
渡
屋
に
似
た
徒
輩

の
籏
出
と
云
ふ
世
態
に
艦
み
、
證
文

譲
に
就
て
、
前
記
御
定
書
の
條
件
以
外

、
更
に
種

々
の
條
件
、

が
法
定
さ
る
玉
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
尤
も
そ
の
各
條
件
と
て
、
後
段
に
論
證
す
る
様
に
、
御
定
書
の
そ
れ
と
同
…標
、
原
則
と
し
て

軍
に
出
訴
の
條
件
た
る
に
止
ま
り
、
譲
渡
行
爲
の
成
立
叉
は
有
数
要
件
と
云
ふ
が
如
き
も
の
で
な
く
、
債
権

譲
渡
自
由

の
原
則
に
、

何
等
影
響
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

以
下
各
條
件
を
列
挙

す
る
に
先
だ
ち
、
此
種
規
定
の
生
ま
れ
る
に
至
る
當
時
の
世
態
を
、
そ

の
立
法
理
由
な
ど
を
通
し
て
、

一
慮

概
親
し
て
置
き
た

い
。
各
條
件
の
立
法
理
由
と
し
て
、
天
明
八
申
年
五
月
金
銀
出
入
譲
受
之
出
訴
取
計
方
申
合
候
趣
申
上
候
書
付
評

定
書

一
座
に
、

「

:
・然
腱
其
筋
巧
者
成
も
の
と
も
在
方
等
江
参
り
古
證
文

帳
面
等
買
求
譲
受
之
積
り
相
封
致

し
裏
判
願
受
相
手
取

候
も
の
之
内

ニ
ハ
至
而
古
借
叉

ハ
租
父
代
之
焼

二
而
費
掛
等

一
向
催
促
も
不
受
故
不
存
も
有
之
叉

ハ
致
返
濟
受

取
書
等
所
持
致
し
詮

文
不
受
戻
差
置
吟
味
之
上
者
不
及
濟
方
候
得
共
少
分
之
儀
御
當
地
迄
罷
出
路
用
相
懸
り
其
上
農
業
之
妨

二
も
相

成
候
間
申
分
有
之
候

而
も
出
府
不
致
方
勝
手
故
少

々
金
銀
差
出
内
濟
致
候
儀
を
見
込
古
誰
叉
帳
面
等
護
受
候
類
近
來
相
聞
申
候
依
之
:
:
』
、
安
永
元
辰

の

年
支
配
所
之
も
の
よ
り
他
所
の
も
の
江
諦
文
井
帳
面
等
相
護
候
儀

二
付
相
伺
候
書
付
に
、

『室
賀
山
城
守
紳
谷
大
和
守
當
三
郷
町
内

井
私
共
支
配
國
之
も
の
同
士
之
預
銀
證
文

井
責
掛
帳
面
類
江
戸
表
町
人
江
借
銀
之
代
リ

ニ
譲
候
由

二
而
江
戸
町

人
よ
り
右
借
方
之
も

の
粗
手
取
於
彼
地
出
訴
仕
三
奉
行
裏
判
之
訴
状
持
参
致
し
候
も
の
近
頃
多
有
之
叉

ハ
當
表
之
も
の
よ
り
證
文

帳
面
等
譲
受
候
由

二
而



江
戸
表
之
も
の
催
促

二
罷
越
難
儀
之
旨
願
出
候
も
の
間
≧
有
之
當
表

二
而

ハ
拾
ケ
年
過
候
滞
銀
は
取
上
不
申
且
三
郷
町
嵐
之
も
の
相

手
取
候
畠
入
は
金
萱
雨

銀
拾
匁
鳥
目
壼
貫
文
在
方

ハ
金
壷
爾
銀
六
拾
目
饒
五
貫
文
以
上
は
取
上
右
以
下

ハ
是
叉
取
上
不
申

定
法
二
御
座
候
右
裏
判
訴
欣
持
参
仕
候
内

二
而
拾
ヶ
年
過
候
滞
銀
井
右
銀
以
下
も
御
座
候
尤
相
手
之
内
銀
高
相
違
其
外
申
分
も
有
之

出
入

二
而
も
聯
之
銀
子

二
而
所
之
も
の
召
連
江
戸
表
江
封
決
に
罷
出
候
路
用
失
却
を
相
厭
本
人
井
所
之
も

の
よ
り
取
曖
出
入
相
濟
候

様
相
成
難
義
仕
候
趣
相
聞
申
候
共
上
此
節
江
戸
表
之
も
の
當
表
江
罷
越
古
證
文

古
帳
類
銀
子
を
以
買
講
候
も
の
有
之
先
達
而
大
和
守

御
役
所
江
呼
出
相
尋
候
上
相
伺
吟
味
之
上
江
戸
町
奉
行
江
掛
合
申
候
井
返
濟
銀
分
ヶ
取
候
を
巧
を
以
證
文

取
集
訴
歌

二
は
爲
替
銀
滞

之
代
り
受
取
候
趣

三
奉
行
裏
判
願
受
持
参
仕
候
も
の
も
有
之
右
巧
之
趣
相
願

レ
山
城
守
御
役
所

二
而
吟
味
仕
罷
在
候
右
之
通
當
表

二

而
無
取
上
出
入
慰
他
所
之
も
の
江
譲
渡
江
戸
表

二
而
相
願
三
奉
行
裏
判
願
受
罷
越
候
様
相
成
候
而
も
當
表
定
法
も
不
相
立
様
相
成
申

候
間
・:
・』
と
あ
り
、
或
ぱ
叉
聞
傳
叢
書
春
十

「
の
八

一
二
頁
所
出
金
公
事
之
事
の
條
に
、

『
:
:
近
年
は

一
向
縁
も
無
之
も
の
少

し
金
子
を
差
出
、
證
文

或
ば
附
込
帳
等
貰
請
致
渡
世
候
族
有
之
不
坪
に
候
、
:
・
・』
、
地
方
落
穗
集
追
加
巻
四

の
四
六
二
頁
所
出
文

二

一

レ

政
十
年
村
々
中
合

の
條

々
中
に
、

『
一
村
々
の
内

へ
公
事
師
と
唱

へ
他
の
貸
金
を
引
受
、
俄
之
下
人
に
被
抱
御
差
紙
を
願
,
叉
は
出

レ

入

の
腰
押
等
致
し
、
村
方
を
騒
立
候
も
の
有
之
由
、
右
者
不
届
之
儀
に
付
、
右
躰
之
者
有
之
候
は
野
,
不
隠
置

密
々
可
申
上
候
事
』

レ

ニ

一

二

一

な
ど
あ
る
は
、
當
時
の
世
態
並
び
に
各
條
件
法
定
の
滑
息
を
、
如
實
に
示
す
所
の
も
の
で
あ
る
。

、原

文
壼

、

〆の
字

鉄

徳
川
時
代
に
於
け
ろ
債
櫨
及
び
債
務

の
移
輔

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

七



徳
川
時
代

に
於
け

る
債
権

及
び
債
務
の
移
転

(第

}
巻
第

一
號
)

A

八

徳
川
禁
令
後
聚
第

二
候

三
〇
五
頁
。

全
上
四

=
二
頁
。

東
京
帝
國
大
學
法
學
部

研
究
室
藏
目
安
秘
書
四
護
受
證
文

井
證
據

物
取

用
有
無
之
事
、
尚

ほ
以
下
に
目
安
秘
書
と

云
ふ
に
、
特
記

あ

ろ
も
の

Σ
外
全
部

同

一
本
o

日
本
経
済

叢
書
巻

十
。

同

上
巻
九
。

一

扱
て
此
の
如
き
事
情

の
下
に
、
債
権

の
譲
渡
に
就
て
定
め
ら
れ
た
條
件
は
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
つ
た
か
。

ゆ

「

先
づ
第

一
段
に
設
け
ら
れ
た
條
件
と
見
る
べ
き
は
、
安
永
四
年
親
よ
り
譲
受
候
證
文

親
出
奔
も
の

二
付
不
取
上
な
る
文
に
、

(『安
永
四
未
年
月
安
藤
弾
正
少
弼
持
参

一
武
州
騨
田
村
幸
吉
願
山
川
下
総
守
組
御
徒
關

口
津
兵
衛
外
六
人
貸
金
出
入
是

ハ
幸
吉
親
三

上
叉
六
回
國

二
罷
出
候
節
證
文

譲
受
候
段
申
立
候
庭
曲
淵
甲
斐
守
吟
味
中
叉
六

ハ
出
奔
い
た
し
候
も
の
二
付
無
取
上
」
と
、
即
ち
吟

味
中
に
出
奔
せ
る
親

の
債
権
は
、
之
を
譲
受
け
て
出
訴
す
る
も
、
裁
判
所

に
於

て
受
理
し
な

い
と
云
ふ
制
度
で
あ

る
。
只
此
の
如
き

制
度
が
、
親
子
に
就
て
の
み
な
ら
す
、

一
般
に
も
適
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
か
否
か
に
就

て
は
、
こ
」
に
掲
げ
た
も
の
以
外
、
そ



の
資
料
を
今
全
然
欠

い
で
居
る
の
で
、
い
つ
れ
と
も
制
定
し
得
な

い
の
で
あ
る
。
し
か
し
徳
川
時
代
の
法
制

上
に
は
、

一
定

の
刑
罰

を
科
せ
ら
れ
た
者
に
關
し
、
彼
が
自
己
に
属
す
る
債
権

に
就

て
訴
権

を
行
使
す
る
場
合
に
,
或
種
の
制
限
が
附

せ
ら
れ
、
或
は
そ
の

働

債
権

そ
の
も
の
」
消
滅
を
來
す
と
云
ふ
制
度
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
如
き
制
度
の
法
理
を
以
て
見

る
時
は
、
吟
味
中
出
奔

と
云
ふ
が
如
き
犯
行
あ
り
し
者
に
属
す
る
債
権
を
、
譲
受
け
出
訴
す
る
も
受
理
せ
す
と
云
ふ
制
度
は
、
必
す

し
も
親
子
間
の
譲
渡
の

場
合
に
の
み
限

つ
た
も
の
で
は
な
く
、

一
般
に
通
じ
て
用
ゐ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
と
、
推
測
し
得
ら
る
　
様

に
思
ふ
の
で
あ
る
。

目
安
秘
書
四
譲
受
證
文
井
読
豫
物
取
用
有
無
之
事
。

拙
稿
徳
川
時
代
の
特
別
民
事
訴
訟
法
國
家
學
會
雑
誌
四
三
巻
二
號

一
四
二
頁
。

二

次

い
で
安
永
六
年
に
、
寺
院
社
人
修
験
等
が
百
姓
町
人
よ
り
債
権

を
譲
受
け
る
場
合
に
就

て
、

「
定

の
條
件
が

法

定

さ

る

(
製
に
至
つ
た
。
安
永
六
酉
年
十
二
月
十

一
日
の
、

『
一
寺
院
修
験
等
之
類
町
人
百
姓
よ
り
費
懸
り
帳
面
證
文
共
外
借
金
銀
證
文

譲
受

出
訴
致
候
分
者
取
上
申
間
敷
哉
之
事
是

ハ
費
懸
帳
面
證
文

譲
受
出
訴
致
候
分
者
不
取
上
借
金
井
質
地
作
徳
之
證
文

譲
受
候

ハ
始
末
吟

働

味
之
上
初
判
差
出
候
積
リ
:
:

一
座
評
議
之
上
極
ル
』
な
る
、
評
定
所

「
座
の
評
決
が
そ
れ
で
あ
る
。
即
ち
寺
院
修
験
等
が
百
姓
町

人
か
ら
譲
受
け
た
債
権

中
、
只

『
借
金
井
質
地
作
徳

』
即
ち
所
謂
普
通
の
貸
金
償
椹
と
小
作
料
債
権
だ
け
を
、
裁

判

所

は

受
理
し

徳
川
時
代

に
於
け
る
債
権

及
び
債
務

の
移
輔

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

九



徳
川
時
代

に
於
け
ろ
債
権

及
び
債
務

の
移
転

(
第

一
巻
第

一
競
)

A

一
〇

働

(
『
初
判
差
出
」
)
、

『
賞
懸
帳
面
證
文

」
即
ち
費
掛
代
金
債
権

の
出
訴
は

『
不
取
上
」
る
こ
と
」
な
つ
た
の
で
あ
る
。
只
右
の
文
に

は
社
人
の
名
目
が
挙
げ
て
な
い
が
、
中
田
博
士
藏
公
裁
録
上
訴
歌
糺
方
之
部

「
部
寺
社
修
験
等
之
貸
金
訴
歌
糺

方
の
條
に
は
、
同
旨

の
文
を
載
せ
て
、

『
寺
院
社
人

修
験
等

・:
」

と
な
す
に
依
り
・
社
人
又
寺
院
修
験
と
共
に
、
安
永
六
年
制

の
適
用
を
受
け
た
も

の

で
あ
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
o

尚
ほ
右
の
評
決
文
に

『
百
姓
町
人
』
と
あ
る
は
、
例
示
的
な
意
義

の
も
の
で
は
な
く
、
限
定
的
用
例
で
あ

つ
て
、
町
人
百
姓
以
外

の
者
か
ら
譲
受
け
た
債
権

に
就

て
は
、
本
條
件
は
全
く
適
用
が
な
か
つ
た
と
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
少
く
と
も
武
家
之
扶
持
人
に

就
て
は
・
此
點

に
關
し
次
の
如
き
明
證

が
存
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
前
段

に
掲
げ
た
評
定
所

一
座

の
評
決
が
な
さ
れ
た
翌
年
、
安
永

七
年
に
於
け
る
牧
野
豊
前
守
懸
の
事
件
は
明
ら
か
に
、
修
験
が
武
家
之
扶
持
人
よ
り
貸
金

)
債
権
を
譲
受

け
て
訴
出
で
た
場
合

・
裁
判
所
之
を
受
理
す
る
の
制
で
あ
つ
た

こ
と
を
示
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
目
安
秘
書

三
金
銀
出
入
之
事
の
部

武
家
之
扶
持
人
よ
り
譲
受
候
證
文

右
扶
持
人
義
主
人
役
筋
江
不
申
聞
譲
渡
候
義

二
付
不
取
上
の
條
に
、

『安

永
七
戌
年
収

野
豊
前
守

懸

一
元
数
寄
屋
町
壼
丁
目
修
験
自
元
院
江
浪
人
猪
狩
杢
左
衛
門
よ
り
右
證
文

譲
受
候
由
申
立
證
文

所
持

い
た
し
候
得
共
杢
左
衛
門
義

備
後
守
よ
り
扶
醤

受
乍
罷
在
同
人
役
人
精

談
も
不
致
譲
受
候
に
付
無
取
上
齢

・と
あ
る
が
そ
れ
で
あ
ろ
・
尚
ほ
本
文
接

つ
て
・

武
家
之
扶
持
人
よ
り
の
譲
受
債
権
は
、
そ
の
者
支
配
の

『
役
人
』

へ

『
相
談
』
を
な
し
、
然
る
後
譲
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、

、當

時
貸

金

と

云

ふ
は

、

原

則

'と

・し
て
責

掛

代
金

な
含

ま
す



そ
の
出
訴
條
件
と
す
る
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。

徳

川
禁

令
考
後

聚
第

二
帳
四

一
二
頁
。

徳
川
時
代
に
於

け
ろ
各
種
金
銭
債
権

の
種
類

名
稽
、
叉
は
初
到
其

他
訴
訟

上
の
用
語
な

ざ
に
就

て
に
、
國
家
學
會
雑

誌
四

二
巻

一
】

號

以
下
に
載

ぜ
れ
ろ
前
掲
拙
稿
徳
川
時
代
の
特
別
民
事
訴
訟
法
参

照
。

律
令
要
鑑
巻
之
二
譲
證
文

々
以
願
出
候
者
之
事
勢
照
。

三

翌
安
永
七
年
に
は

一
般
的
規
定
と
し
て
、

『貸
金
銀
井
萱
懸
金
銀
等
譲
請
出
訴
譲
請
證
文
有
之
候
與
も
護
主
呼

出
護
候
繹

(
相
糺
紛
敷
義
無
之
候
ハ
・
可
取
上
若
紛
敷
筋
候
ハ
・
其
品
に
寄
無
取
上
旨
申
渡
或
は
不
埼
之
取
扱
等
有
之
趣
相
聞
候
と
も
其
諜
不
及

働

'

吟
味
無
取
上
旨
可
中
渡
候
』
な
る
も
の
が
見
え
る
が
、
之
に
依
る
と
譲
渡

の

『鐸
」
が
紛
数
き
こ
と
な
く
、
明
白
で
あ
る
こ
と
を
必

要
と
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
然
ら
ば

『
譯
」
と
は
何
を
意
味
す
る
か
と
云

ふ
こ
と
に
な
る
が
、
今
そ
の
年
代
を
欠

い
て
は
居

る
が
,
右
の
制
令
磯
布
後
と
推
定
し
得

べ
き
、
し
か
も
此
制
令
の
要
領
を
代
官
に
指
令
し
た
も
の
と
見
ら
る
べ
き
文
に
、
『
一
古
き
貸

金

の
證
文
、
亦
者
附
込
帳
は
譲
受
濟
方
願
出
候
節
、
親
類
縁
者

へ
謂
有
之
譲
渡
候
哉
、
叉
は
貸
金
の
方
に
講
取

濟
方
願
出
候
鰍
、
右

レ

之
類
は
無
撫
事
に
候
得
共
、
:
:
當
人
に
無
之
譲
請
候
證
文

を
以
て
、別
人
濟
方
願
出
候
て
は
、
近
年
は
御
取
上
無
之
由
に
付
.
御
代

レ

し

徳
川
時
代
に
於

け
ろ
債
櫨

及
び
債
務
の
移
転

(
第

一
谷
第
二

號

)

A

一
一
.



徳
川
時
代

に
於
け
ろ
債
樒
及
び
債
務

の
移
輔

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

一
二

⑯

官
之
取
計
も
右
に
准
じ
可
然
事
』
と
あ
り
、
又
そ
の
内
容
か
ら
推
し
て
少
く
と
も
天
明
元
年
以
後
天
明
八
年
以
前
の
も
の
と
考

へ
ら

レ

)σ

れ
る
、
他
よ
り
費
掛
證
文

譲
請
願
出
候
類
之
事
に
、

『
是

ハ
内
≧
金
子
を
出
買
受
候
金
公
事

二
而
表
面
貸
金
之
代

二
費
買
帳
面
或

ハ

證
文

譲
請
候
由
申
立
濟
方
願
出
候
瑚
リ

ニ
先
譲
渡
候
も
の
被
召
出
若
當
入
不
快

二
候

ハ
・
名
代

=
而
被
召
出
得

と
御
糺

二
相
成
申

口

符
合
致
候
得

ハ
差
紙
被
遣
候
・
:
・天
明
元
丑
年
頃
・:
・』
と
あ
る
所
か
ら
見
る
と
、
課
と
は
當
該
譲
渡
が
親
類
縁
者
聞
の
誘
渡
で
あ

る
こ
と
、
或
は
所
謂
古
帳
買
な
ど
で
は
な
く
、
實
際
に
債
務
の
辨
濟

に
代

へ
て
の
譲
渡
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
を
、
意
味
す
る
も
の
で

あ
つ
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。
即

ち
安
永
七
年
、
譲
請
債
権

の
出
訴
が
取
上
ら
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の
譲
渡
が
親
類
縁
者
間
に
行
は
れ

た

こ
と
、
然
ら
ざ
れ
ば
債
務
の
緋
濟
に
代

へ
て
の
譲
渡
で
あ
る

こ
と
を
、
必
要
と
す
と
規
定
さ
る
」
に
至
つ
た
も
の
玉
如
く
で
あ
る

の
で
あ
る
。

中
田
博

士
藏

公
裁
録
上
訴
駅
糺
方
之
部
譲
請
候

出
訴

の
條

.

一
座
議
論
上
廿
八
條
、
古
事
類
苑
法
律
部
第

三
、
五
二
〇
頁
所

牧
記

事

條
例
文

。

前
掲
聞
傳
叢
書
巷
十
一

の

八

=

一
頁
金
公
事
之
事
、
此
文
が
少
く
と
も
延
享
三
年
後
寛
政
前

の
も
の
で
あ
ろ
こ
と
は
、
本
文
ミ
前
掲

附
家
學
會
雑
誌
四
三
巻

二
號

一
五
三
頁
所
攻
文
と
だ
野
照
す
る
時
、
自

ら
分
明
す
る
。

聞
詔
秘
鑑

巷
之
中
。



四

し
か
し
尚
ほ
債
権
譲
渡
悪
用
の
弊
風

止
ま
ざ
り
し
た
め
、
天
明
八
年
更
に
條
件
は
加
重
せ
ら
れ
て
,
譲
渡
債
棲
に
就
て
は
・

(
親
子
兄
弟
聞
に
於
て
譲
渡
さ
れ
た
も
の
㌧
出
訴
だ
け
が
、
受
理
さ
れ
る
こ
と
、
な
つ
た
の
で
あ
る
。
郎
ち

『
…
以
來
親
兄
弟
よ
り
譲

受
候

ハ
格
別
貸
金
費
懸
等
之
代
リ
證
文
帳
面
譲
受
願
出
候
類
假
令
證
文

髄

二
候
と
も
當
人
よ
り
直

二
不
相
懸
分
者
取
上
不
申
且
親
児

㈹

弟
之
外
親
族
之
護
受
も
不
取
上
積
リ
申
合
候
此
段
申
上
置
候
』

こ
と
玉
な
つ
た
の
で
あ
る
。

尚
ほ

此
天
明
八
年
の
令
條
に
,

『親
兄
弟

』
と
云
ふ
は
、
極
め
て
嚴
格

に
字
義
通
り
の
親
子
兄
弟
で
あ
つ
た

の
で
あ
る
。
即
ち
右

の
文
に
云
ふ
如
く
、

『親
兄
弟
之
外
親
族
之
譲
受
も
不
取
上
』
る
も
の
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
が
、
次
に
掲
ぐ
る
二
文
に
依
る
と
、
組

■

父
母
よ
り
譲
受
け
た
債
権
の
出
訴
す
ら
.

『
不
取
上
』
る
法
意
で
あ
つ
た

こ
と
を
知
り
得
て
、

『
親
兄
弟
』
の
文
字
の
如
何
に
嚴
格

な
る
用
法
に
從

つ
た
も
の
で
あ
る
か
f
,
一
暦
明
瞭
に
な
る
の
で
あ
る
。
即
ち
文
政
九
戌
年
二
月
廿
八
日
譲
證
文

を
以
出
訴
之
儀

二
付

働

町
奉
行
組
與
力
申
立
候
書
付
に
、『
本
所
清
水
町
吉
兵
衛
店
喜
市
代
嘉
兵
衛
信
州
更
級
郡
丹
波
島
村
彦
五
郎
外
拾
萱
人
相
手
取
貸
金
出

入
主
計
頭
殿
御
役
所
江
及
出
訴
候
塵
組
父
よ
り
金
子
相
譲
候
趣
親
よ
り
之
譲
歌

二
而
御
裏
判
願
出
候

二
付
右
振
合
御
問
合
御
座
候
間

先
例
取
調
可
申
上
尤
先
例
無
之
候
ハ
・
取
計
方
を
も
評
議
仕
可
申
上
旨
被
仰
渡
候
二
付
別
紙
訴
状
井
證
文
爲

「
覧
仕
種
々
先
例
取
調

候
得
共
類
例
も
見
當
不
申
御
見
合
可
相
成
書
留
等
も
無
御
座
依
之
評
議
仕
候
膿
願
人
喜
市
親
幾
作
よ
り
右
喜
市
江
差
入
置
候
譲
状
之

徳
川
時
代
に
於
け
る
債
権
及

び
債
務

の
移
輔

(
第

一
巷
第

一
號
)

A

二
二



徳
川
時
代
に
於
け

ろ
債
権

及
び
債
務

の
移
輔

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

一
四

趣

二
而

ハ
租
父
惣
兵
衛
儀
貸
附
置
候
金
子
證
文
を
相
譲
候
趣

一一
ハ
無
之
金
子

二
而
租
父
よ
り
孫
喜
市
江
相
譲
候
虎
親
幾
作
儀
右
金
子

爾
名
又
ハ
一
名

二
而
夫

々
貸
附
右
證
文

を
伜
喜
市
江
相
譲
候
趣
之
文
段

二
有
之
候
聞
天
明
八
申
年
御

一
座
被
仰
合
之
親
兄
弟
之
外
貸

金
費
掛
等
譲
證
文

を
以
願
出
候
共
御
取
上
無
之
旨
之
取
極
と

ハ
趣
意
違
ひ
可
申
候
間
此
度
及
出
訴
候
喜
市

一
名

之
證
文
者
勿
論
幾
作

喜
市
爾
名
幾
作

一
名
之
證
文

も
外

二
故
障
も
無
之
候

ハ
・
御
裏
判
被
遣
候
方

二
可
有
御
座
哉

二
奉
存
候
依
之
御
下
ク
被
成
候
書
物
返

上
此
段
申
上
候
以
上
・
:
』

と
あ
る
が
、之
は
祀
父
よ
り
貸
金
設
文
を
譲
受
け
た
の
で
は
な
く
、
租
父
よ
り
譲
渡

さ
れ
た
金
鐘
を
父
が

他
に
貸
附
け
、
そ
の
貸
附
詮
文
を
子
が
譲
受
け
出
訴
し
た
も
の
で
、
天
明
八
年
の

悶、親
兄
弟
云

々
』
の
規
定
に
抵
燭
す
る
も

の
で
な

い
と
あ
る
も
の
で
、
本
文

の
反
面
解
釈

に
依
つ
て
、
天
明
八
年
制

の

『親
兄
弟
』

の

『親
」
は
、
文
字
通
り
に
親
で
直
系
奪
属
で
あ㈲

つ
て
も
組
父
は
、
之
を
包
含
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。更
に
嘉
永
三
戌
年
九
月
家
質
譲
證
文

之
儀

一一付
伺

鋤

は
、
こ
た

萎

所
有
の
家
纂

文

(

)
ゼ
、
そ
の
死
籍

母
某
が
萎

の
弟
に
譲
渡
し
た
事
例
が
あ

り
、
此
場
合

『
租
母
よ
り
之
譲
歌
に
不
拘
』
、
實
は
組
母
の
所
有
に
か
㌧
る
家
質
證
文

を
譲
り
渡
し
た
も
の
で
は
な
く
、
組
母
が
死

亡
せ
る
某
女
に
代
つ
て
譲
渡
し
た
に
止
ま
り
、
事
實
は
姉
よ
り
弟

へ
の
譲
渡
で
あ

つ
た

の
で
あ
る
が
、
此
種
の
譲
渡

に
あ
つ
て
も
術

ぼ
弟
に
訴
権
が
附
與
さ
れ
る
も
の
で
あ

つ
た
か
否
か
を
質
問
し
て
居
る
が
、
之
は
當
時
祀
母
よ
り
護
受
け
た
債
権

は
、
之
を
出
訴
し

て
も
裁
判
所
に
於

て
受
理
し
な
か
つ
た
と
云
ふ
こ
と
の
誰
櫨
と
な
し
得
る
で
あ
ら
う
。
尚
ほ
右
の
伺
文
に
依
り
、

『
兄
弟

』
と
は
、

家
質
識
文
ご
は
家
質

な
ろ
不
動
産

携
保
附

の
貸
金
證
文

に
外

な
ら

沁



廣
義
に
兄
弟
姉
妹
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
明
す
る
の
で
あ
る
。

天
明
八
年
制
は
、
前
段
に
掲
出
し
た
嘉
永
三
年

の
伺
書

の
文
意
か
ら
す
る
も
、
少
く
と
も
嘉
永
前
後
迄
存
続

し
た
こ
と
は
確
か
な

の
で
あ
る
。
否
徳
川
末
迄
實
際
に
施
行
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
ふ
の
で
あ
る
が
、
明
治
年
問
に
入
る
と
既
に
早
く
消
滅
に

讐

た
こ
と

が
明
瞭

で
あ
る
.
民
轟

録
甲
篇
五
〇
三
頁
所
出
同
渤
明
七
年
七
月
扁二
十
日
指
令
同
年
六
月
九
日
黎

川
裁
判
所
伺

の
條
下
の
指
令
に
、

『
原
告
後
藤
勝
五
部
請
求

ス
ル
庭
ノ
金

ハ
本
諦
書

ハ
廣
瀬
常
吉
名
宛
ナ
リ
ト
難
ト
モ
既

二
勝
五
郎

二
於
テ
譲
受

ヶ
タ
ル
上

ハ
最
早
常
吉

ノ
手

ハ
離

レ
タ
ル
潜
ナ
リ
然

レ
ハ
被
告
中
川
兵
助

二
於
テ
山

口
久
米
藏

ヨ
リ
譲
受
タ

ル
證
書
右
常
吉

二
掛
り

請
求

ス
ヘ
キ
金
ア
ル
テ
以
テ
原
告
勝
五
郎

二
封
シ
彼
是
苦
情
等
申
立
ル
筋

ハ
之

レ
ナ
キ
筈

二
付
速

二
舞
濟

ス

ヘ
キ
様

裁

判

及

フ
ベ

ク
:
:
』
と
あ
る
は
、
そ
の
例
誰
で
あ
る
。
蓋
し
本
件
に
於
け
る
後
藤
勝
五
郎
と
廣
瀬
常
吉
,
或
は
中
川
兵
助
と
山
口
久
米
藏
と
が
、

夫

々
親
子
兄
弟
の
績
柄
に
あ
つ
た
も
の
と
は
、
考

へ
ら
れ
な

い
か
ら
で
あ
る
。

扱
て
以
上
の
如
く
天
明
八
年
以
降
は
、
譲
渡
債
権
が
裁
判
上
保
護
さ
る
㌧
た
め
に
は
、
當
該
譲
渡
が
親
子
兄
弟

の
聞
に
於

て
行
は

れ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
が
、
此
原
則
は
次
の
如
き
三
つ
の
例
外
規
定
を
俘
ふ
て
居
る
の
で
あ
る
。

第

一
の
例
外
は
、

『
度
懸
り
公
事
残
金
」
な
る
も
の
を
召
仕
に
譲
渡
す
る
場
合
で
あ
る
。
當
時
の
訴
訟
法
上

『
度
懸
り
公
事
」
或

は

『
度
掛
公
事
』
な
る
名
目
が
存
し
た
が
、
之
は
原
則
と
し
て
判
決
確
定
後
の
債
務
の
執
行
を
意
味
す
る
も

の
で
あ
り
、
日
限
證
文

徳
川
時
代
に
於
け

る
債
権
及
び
債
務

の
移
軸

(
第

一
谷
第

一
號
)

A

一
五



徳
川
時
代

に
於
け
る
債
権

及
び
債
務

の
移
輔

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

一
六

な
る
形
式
で
日
限
濟
方

(
一
定
日
限
内
の
緋
濟
)
を
申
附
け
た
後

に
於
け
る
、
執
行
を
云
ふ
も

の
で
あ
つ
た
ら
し
く
思

へ
る
が
,
さ

す
れ
ば
度
懸
り
公
事
淺
金
な
る
も
の
は
、
日
限
證
文

な
る
形
式

で
表
現
さ
れ
た
る
債
権

に
し
て
、
當
時
未
だ
満
足
を
得
ざ
る
部
分
を

恥

意
味
し
た
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
ぶ

扱
て
天
明
八
年
制
に
対
す

る
例
外
と
見
る
べ
き
は
、
少
く
と
も
前
記
の
如
き
内
容
の
度

懸
り
公
事
淺
金
な
る
も
の
に
就
て
、
そ
の
譲
渡
が
親
子
兄
弟
間
に
限
ら
す
,
主
人
よ
り
召
仕
に
対
し

て
行
は
れ
た
場
合
に
も
亦
,
そ

の
訴
権
行
使
に
支
障
を
來
す
が
如
き
結
果
を
招
來
す
る
も
の
で
は
な

い
と
云
ふ
、
寛
政
八
年
度
の
規
定
で
あ

る
。
尚
ほ

此
寛
政
八
年

制
は
・
譲
渡

の
目
的
が
判
決
確
定
後
の
債
罹
で
あ
る
と
云
ふ
、
特
殊
な
事
情
か
ら
出

で
た
も
の
で
あ
り
、
叉
譲
渡

の
形
式
た
る
名
義

書
替
が
、
裁
判
所
に
於

て
行
は
れ
る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
鮎
な
ど
か
ら
見
る
時
は
、
之
を
以
て
天
明
八
年
度

の
制
規
の
例
外
と
な
す

こ
と
に
就
て
・
多
少
の
疑
問
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
寧
ろ
之
は

一
の
訴
訟
上
の
塵
分
た
る
性
質
を
帯
び
る
も
の
で
、
法
律
行
爲
に

依
る
債
権

の
譲
渡

で
は
な
い
と
、
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
と
も
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
次
段
掲
出
文
に
依
つ
て
知
り
得
る
様

に
、
よ
し
そ
れ
が
訴
訟
上
の
庭
分
に
近
い
性
質
で
あ
つ
た
に
し
て
も
、
當
事
者

の
願
出
に
基
づ
い
て
講
渡

(
日
限
證
文

名
義
書
替
)

が
行

は
れ
る
も
の
で
あ
る
所
か
ら
し
て
、
先
づ
實
饅
法
上
の
債
権
譲
渡
の

一
場
合
な
り
と
解
し
て
、
差
支
な

い
と
思

ふ
の
で
あ
る
。

予
所
持
目
安
秘
書
百
十
八
條
度
懸
り
公
事
残
金
召
仕
江
譲
渡
し
願
出
名
前
時
替
遣
し
候
義
評
議
に
、

『
肥
前
守
懸
り
松
平
侶
之
丞
知

行
下
総
國
千
葉
郡
土
谷
村
安
兵
衛
煩

二
付
藤
助
芝
源
助
町
家
主
金
右
工
門
右
安
兵
衛
3
本
堂
大
和
守
懸
貸
金
出
入
去
丑
年
日
限
濟
方



申
付
置
候
處
度
懸
リ
淺
金
安
兵
衛
召
仕
金
右
工
門
江
譲
渡
旨
相
願
候

二
付
願
之
通
申
付
名
前
書
替
遣
し
尤
金

右
工
門
義
は
町
方
佳
居

之
義

二
付
以
來
町
奉
行
懸

二
而
取
遣
可
致
旨
申
渡
大
和
守
家
來
津
久
非
六
郎
江
も
令
聞
之
右
は
寛
政
八
辰
年
三
月
十

一
日

一
座
評
義

之
上
極

ル
」
と
あ
る
は
是
で
あ
る
。
但
し
前
掲
東
京
帝
國
大
學
法
學
部
藏
目
安
秘
書
三
金
銀
出
入
之
事
の
部
度

懸
淺
金
譲
渡

の
條
所
禺

の
祠
旨
文
(但
し
訣

年
號

)
は
、
更
に
そ
の
前
段
に
・

『
此
張
紙

ハ
不
用

二
成
主
人
よ
り
之
譲
受

ハ
不
取
上
積
委
細

ハ
帳

二
朱

入

有

之

候

佛

事
』
と
、
叉
そ
の
最
後
段
に
、

『
張
紙
戴
百
十
八
」
な
る
文
と
が
附
加
さ
れ
て
居
る
が
、
之
に
依

つ
て
見
る
と
寛
政
八
年
の
例
外
規

定
は
、
そ
の
後
何
時
し
か
年
代
は
判
然
し
な
い
が
、
廃
止
さ
れ
る
に
至
つ
た

の
で
あ
る
。

第
二
の
例
外
は
、享
和
二
年
に
於
け
る
、
所
払
に
虚
せ
ら
れ
た
者
に
属
す
る
債
権

の
移
転

に
關
す
る
規
定
で
あ
る
。
元
來
所
払

は
居

住
地
追
放
で
、
所
佛
に
塵
せ
ら
れ
た
者
は
元
居
住
地
に
立
蹄
る
こ
と
を
禁
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
享

和
二
年
被
追
放
者
の

元
居
住
地
在
佳
人
に
対
す

る
債
権
は
、
裁
判
上
の
保
護
を
受
け
得
な
い
と
云
ふ
制
度
が
設
け
ら
る
」
に
至
つ
た

の
で
あ
る
が
、
し
か

し
此
場
合
若
し
も
被
追
放
者
に
し
て
、
そ
の
債
権
を
親
類
下
人
そ
の
他
由
緒
あ
る
者
な
ど
に
譲
渡
し
、
之
等

の
譲
受
人
よ
り
出
訴
す

る
時
に
は
、
裁
判
所
之
を
受
理
す
る
と
云
ふ
こ
と
が
、
同
時
に
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
之
は
所
佛
に
庭
せ
ら
れ
た
者
の
債
樫

に
就

て
は
、
必
す
し
も
親
子
兄
弟

に
止
ま
ら
す
,
更
に
親
類
下
人
そ
の
他
由
緒
あ
る
者
な
ど
が
譲
受
け
て
出
訴
す
る
も
、
省
ほ
之
を
受
理

す
る
と
云
ふ
定
め
で
あ
つ
て
、
明
ら
か
に
前
記
天
明
八
年
制
の
例
外
で
あ
る
と
云
ひ
得
る
の
で
あ
る
。
即
ち
所
佛

二
相
成
候
も
の
元

徳
川
時
代

に
於
け

ろ
債
権
及

び
債
務

の
移
輔

(
第

一
巻
第

一
號

)

A

一
七
'



徳
川
時
代
に
於
け
ろ
債
梅
及
び
債
務

の
移
転

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

一
八

勘

居
町

二
貸
銀
有
之
濟
方
願
出
候
節
取
計
方
評
議
之
事
に
、

『
所
梯
相
成
候
も
の
元
居
町

二
貸
銀
有
之
濟
方
之
儀
願
出
候
節
右
町
江
願

人
難
立
入
候
儀

二
付
共
所
之
も
の
を
相
手
取
願
出
候
と
も
取
上
申
筋

一一
ハ
無
之
然
共
親
類
下
人
杯
共
外
由
緒
有

之
も
の
江
譲
渡
候
上

譲
請
人
よ
り
願
出
候
節

ハ
取
上
吟
味
之
上
裁
許
可
致
事
右
者
享
和
二
戌
年
五
月
二
日
町
奉
行
持
参

一
座
評
議
之

上
極

ル
』
と
あ
る
が

倒

如
く
で
あ
る
。

第
三
の
例
外
は
、
後

に
詳
述
す
る
通
り
、
座
頭
官
金
弟
子
譲
に
就

て
は
、
少
く
と
も
寛
政
五
年
か
ら
天
保
十
四
年
迄
は
、
そ
の
當

事
者
が
親
子
兄
弟
で
あ
る
こ
と
を
、
必
す
し
も
譲
受
債
権
出
訴
の
條
件
と
す
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
こ
と
で
あ
る
(次
段
二
の
二
)
o

(

註
㊧
所

引
評
定
所

一
座

の
申

合
書

の
後
段
。

(
徳
川
禁
令
考
後
聚
第
三
秩
四
三
六
頁
。

全
上
四
五
六
頁
。

家
質

に
就

て
は

中
田
博
士
徳
川
時
代

ノ
不
動
産
担
保

法
法
學
協
會
雑
誌
三
六
巷
六
號
参
照
。

度
懸

公
事
な
う
も
の
な
、
前
記

の
如
く
推
量

也
・し
に
、
以
下
列
基

の
史
料

に
依

つ
た

の
で
あ
る
。
徳
川
警
察
沿
革
誌
下
巻
八

二
五
頁

所

攻
文
に

『
享
保
四
年
八
月
十
六
日

一
…
…

一
公
事
訴
訟
に
罷

出
候
者
近
來
當

人
に
不
罷
出
名
代
斗
り

差
出
不
届
至
極

に
候
自
今

に

當
人
に
不
及
申
家
主
五
人
組

の
内
差
添
可
罷
出
候
但
度
懸

り
公
事
に
は

常
人

ご
家
主
計
可
罷
出
候
事
』

、
評
定
物
手
形
帳

(
古
事
類

苑
法
律
部
第

三
、
五
三
三
頁
)
に

『
一
私
共
儀

、
今

四
日
、
度
掛
訴
訟

ニ
テ
、
御
評
定
所

江
可
罷

出
虜
、
相
流
候

二
付
、
明

五
日
、

二

一



御
聞
被
成
候

二
付
、
同
日
朝
六
時
、
御
評
定
所
江
可
罷
出
旨
被

仰
渡
奉
畏
候
、
尤
差
出
御
用

二
相
成
候
旨
、
是
叉
被

仰
渡
奉
畏
候
.

レ

ニ

「

二

一

レ

ニ

一

し

潟
暖
』
傍
如
件
、
丑

九
月

四
日

(
以
下
略
)
』
、
類
例
秘
録

二
巷
之

三
に

『
午

四
月
大
貫
次
右
衛
門

出

一
武
州
寺
嶋
村

蓮
花
寺
江
下
千
葉
村
正
王
寺
江
可
濟
出
金

一
件
願
方
伺
書
書
面
貸
金
度
掛
り
之
儀

双
方
無

申
分
内

濟

い
れ
す
上
は
濟
口
之
趣
承
届

訴

訟
人
被
爲
指
遣
日
限
證
文

は
其
方

役
所
江
取

上
可
被
申
候
以
上
午
四
月
』
、
予
所
持
目
安
秘
書
五
四
條
貸

金
銀
出
入
御
改
正
被

仰
出
候

二
付
申
合
之
事
に

『
一
三
奉
行
掛

二
而
吟
味
中
之
出
入
井
三
十
日
限
濟
方
申
付
候
分
且
切
金
度
懸
公
事
共
…
…
』
、
全
上

百
六
條
度

懸
公
事
取
遣

之
義
取
扱
井
名
前
書
替
評
定
所
押

切
焼
失
之
節

智
有
無

二
寄
取
斗
等
之
事

に

『
度
懸

公
事

切
金
之
儀
…
…
』
、

『
一
評

定
所

度
懸
り
金
銀
出

入
・…
…
』
な
ご
の
名
目
が
見
え
、
叉
全
上
百
十
五
條

に
も

『
度
懸
り
出

入
…
…
』
な
ご

」
あ

リ
、
叉
徳
川
禁
令

考
後
聚
第

二
峡

四
四
〇
頁
所
出
文
政
十
亥
年
十

一
月
金
子
借
生
所
梯

二
相
成

候
節
濟
方
之
事

の
條

下
に
叉
度
掛
公
事

の
名
目
が
見
え

ろ
。
尤
も
此
文
は
債
務
の
相
続

に
關

す
ろ
記
事
で
あ
ろ
が
、
そ

の
中

に

『
…
…
度
掛

公
事
相
手
方
欠
落

い
六
・し
候
節
是
迄
妻

子
江
日

限
證
文

書

替
等

…
…
』
、
叉
そ
の
附
紙
中
に

『
…
…
前
書
及
御
相
談
候
も
の

ハ
度
掛
り
公
事

ニ
ハ
無

之
初
到
差
出
候
相
手
方

之
も

の

二
有
之
…
…
』
と
あ
る
参
照
。
評

定
所
書
留
三
御
相
談
書

(
古
事
類
苑
法
律
部
第

三
、
五

三
三
頁
)
に

『
一
御
政
事
向
御
改
ロ

ニ
付

式
日
立
合
御
用
向
取
扱
順
立

、
寛
政

二
戊
年

二
月
申
合

候
趣

、
其
頃

ハ
何
分

金
公
事
多
く
.
訴
訟

二
も
度
掛

り
公
事
訴
訟

、
差

紙
願
等

、
品

々
取
計
振
有
之
候
得
共
、
當
時

ハ
右
躰
之
廉

々
先

ハ
無
之
候
間

,
訴
訟
可
致
爲

、
注
進
状

差
出
候
前
、
洌
段

二
評
席
江

出

候

二
も
及
間
数
候
間
、

…
…

汲

碑
相
談
候
.
戊

十

二
月
』
。
尚
ほ

前
褐
拙
稿
参
照
。
然
う
に
全
國
民
事

慣
例
類
集

(
明
治

文
化
全
集

八
巻
所

牧
本
、
以
下
全
部
全

一
本

、
三
二
九
頁
及
び
三
五
二
頁
所

出
の
武
藏
國
萱
島
郡

に
於
け

る
慣
例

に
、
少
し
く
度
掛

○
中

略

O
文
化

十
四
年

○
嘉
永

二
年

0
文
政

五
年

徳

川
時
代
に
於
け

る
債
権

及
び
債
務
の
移
転

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

一
九



徳
川
時
代
に
於
け
る
債
権

及
び
債
務

の
穐
輻

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

,

二
〇

公
事

に
就

て
趣
き
秘
異
に
し
六
記
蓮
を
な

し
て
居
る
G
或
は
同
名
異
事

か
、
或

は
幕
末

に
至
り
度
掛

公
事

の
内
容
が
変
化

し
れ
も
の

炉
な

ご
考

へ
ら
れ
も

す
る
が
、
此
鮎
は
全
く

後
考

に
譲
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
o
只
参
考

の
た
め
該
慣
例

旭
こ

、
に
併
記
し

て
置
く
。

q
從

前
借

用
金
滞
町
奉
行

へ
出
訴

ス
〃
ト
キ
平
民

ニ
テ
家
出
叉

ハ
大
借

ニ
テ
濟
方
手
段

ナ
キ
分

ハ
親
戚

ノ
内
助
金

ス
ヘ
キ
費

力
ア
ル
者

へ

理
解

ア
リ
村
役
人
取
扱
吟
味

下
ケ
チ
願

叉
助
力

ス
ヘ
キ
者
ナ

ク
貸
主

一
同
分
散
配
當
承
諾

・ソ
或

ハ
迫

テ
勇

代
持
直
次
第
掛

ル

ヘ
キ
旨

一=
ア
過
半

吟
味
下

ケ

ニ
ナ
リ
タ

レ
ト
モ
武
家
方
借
用
金
公
裁

ノ
内

ニ

ハ
評
定
所

(
廻

り
裁

許

ノ
上
切
金

ト
唱

へ
高

二
慮

シ
年

々
割
渡

ト
ナ
リ
或

ハ
町
奉
行
所
手

限

ニ
テ
度
掛

リ
ト
唱

(
金
子
調
達
出
來

マ
テ
相
手
方
拘

留

ス
ル
事

毛
ア
サ
均

代
限
,ノ
成
規

ハ
民
間

ニ
テ
了

知

ス
ヘ
カ

ラ
サ
ツ
事

ナ

リ
』
o

本
朱

書
は
古
事
類
苑
法
律
部
第
三
、
五
三
四
頁
所
牧
目
安

秘
書

の
文
に
も
見
え

ろ
。
倫

ほ
前

註
に
も
掲
げ
六
予
所

持
目
安
秘
書
百
六

條

一
評
定
所
度
懸

リ
金
銀
出
入
名
前
書
替

之
も

の
書
替
申
付
候
上
云

々
の
條

な
通
讃

す
ろ
と

、
此
寛
政

八
年
制
以
前

よ
り
、
既

に
日

限
證
文

の
形
式
で

現
ぼ
さ
れ

れ
債
権

の
移
靱

に
就

て
は
、

一
般
的

に
天
明
八
年
制

の
適
用
な
受
け
な

か
つ
れ
の
で
あ
つ
六

も
の

、
如

く

に
も
解

ぜ
ら
れ
そ
う
で
あ

る
、
・し
か
・し
寛
政

八
年
制

が
評
定
所

一
座

の
改

め

て
の
評
決

に
出
で
六
も

の
で

あ
り
、
叉
予
所
持
目
安

秘
書
百
十
五
條
な

ざ
に
俵

つ
て
知
り
得

ろ
様
に
、
此
種
債
権

は
相
続

人
に
移
転

す

る
の
で
あ

ろ
が
、
之
等

の
関
係

よ
り
推
し

て
、
右

百

六
條

の
一
文
は
尚
ほ
相
続

の
場

合
の
名
義
書
替
な
意

味
ず
う
に
止
ま

る
も
の
と
、
解
す

べ
き
で

あ
ら
う

ミ
思
ふ
の
で
あ
る
。

徳
川
禁
令
考
後
聚
第
二
峡

四

一
九
頁
。

前
掲
拙

稿
國
家
學
會
雑
誌
四

三
巻
二
號

一
四
二
頁

ハ
参
照
。

(



二

以
上
に
述
べ
た
所
は
、
徳
川
時
代
債
権

の
譲
渡
に
關
す
る

一
般
的
規
定
で
あ
る
が
、
或
特
種
な
債
権

に
就
て
は
、
更
に
以
下

に
墨
ぐ
る
が
如
き
特
別
規
定
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
大
坂
町
奉
行
の
支
配
管
内
居
佳
者
間
に
成
立
し
た
債
権

、
及
び
座
頭
の

貸
附
金
た
る
所
謂
官
金
を
、
譲
受
け

て
訴
出
す
る
に
際
し
て
の
條
件
が
そ
れ
で
あ
る
。

)

働

一

徳

川

時

代
債
権

の
出
訴
期
間
制
は
、
既
に
早
く
元
禄
十

一
年
に
二
十
年
と
定
め
ら
れ
た
が
、
之
に
対
し
、
前
段
に
掲
出
せ

(
る
安
永
元
辰
年
支
配
所
之
も
の
よ
り
他
所
之
も
の
江
證
文

井
帳
面
等
相
譲
候
義

二
付
相
伺
候
書
付
(註
①
)
に
云

ふ
如
く
、
大
坂
に
て

⑳

は
少
く
と
も
安
永
元
年
代
よ
り
、
滞
銀
即
ち
金
公
事
債
権

の
出
訴
期
間
を
十
年
と
改
定
し
て
居
る
。
然
る
に
江

戸
方
に
於

て
は
天
保

恥

十
三
年
に
至

り
、
初
め
て
金
公
事
債
権

(

)(
中
の
費
掛
代
金
債
権

就

て
の
み
、
そ
の
出
訴
期
間
十

年
と
法
定
す
る
に
至
つ
た
も
の
で
、
た
め
に
少
く
と
も
金
公
事
債
権

に
蘭
し
て
は
、
安
永
元
年
以
降
,
江
戸
大
坂
に
共
通
な

一
般
的

働

出
訴
期
間
制
が
存
在
し
な
か
つ
た
の
で
、
此
時
代
以
後
、
大
坂
方
の
法
制
上
に
て
は
既
に
出
訴
期
間
を
室
過
し

て
了
つ
た
債
権
で
あ

つ
て
も
、
江
戸
方
に
於
て
出
訴
す
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
之
を
受
理
す
る
と
云
ふ
奇
現
象
を
見
る
こ
と
に
な

つ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
此
の
如
き
當
時
の
法
規
の
不
統

一
不
備
に
乗
す
る
徒
が
、
現
は
れ
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
が
、
此
問

の
消
息

は
、
之
叉
既
に
本
項

初
段

に
掲
げ
た
安
永
元
年
の
書
付
に
依
つ
て
充
分
明
瞭
で
あ
ら
う
。
こ
ゝ
に

於
て
大
坂
に
於
て
は
、
安
永
元
年
以
來

『
私
共
支
配
所

同
士
之
預
銀
證
文

其
外
費
懸
帳
類

二
而
も
他
所
之
も
の
江
相
譲
間
敷
候
是
非
可
相
譲
筋
も
御
座
候

ハ
・
其
節
断
出
奉
行
所
之
差
圖
受

大
牛
清
費
貸
借

上
の
債
権

で
あ
り
,

無
澹

保

の
金
銭
債
模
で
あ
る

徳
川
時
代
に
於
け
る
債
模

及
び
債
務

の
移
転

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

二

一



徳
川
時
代
に
於
け
ろ
債
権

及
び
債
務
の
移
転

(
第

』
巻
第

一
號
)

A

二
二

鋤

候
様
可
致
旨
大
坂
三
郷

井
癬
州
河
州
播
州
在

々
江
相
鰯
・:
・版
れ
る

こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
原
則

と
し
て
大
坂
町
奉
行
の

粉

支
配
に
屡
す
る
者

の
間
に
成
立
し
た
債
権

は
、
大
坂
町
奉
行
支
配
外

の
者

に

『
相
譲
聞
数
候
』
と
、
定
め
ら

る
」
に
至
つ
た
の
で
あ

る
・
尚
ほ
こ
」
に
云
ふ

口、相
譲
牌
卿
』
は
・
そ

の
普
通
の
語
義
か
ら
し
て
、
叉
大
坂
市
史
第

三
の
八
〇
四
頁
所
牧
六
月
廿
日
撮
●
河

●
播
同
士
之
預
銀
證
文

帳
面
類
、
他
所
之
者

へ
相
譲
間
敷
事
は
右
と
同
旨
の
文
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
依
る
と

『
:
二
近
頃
右
證
文

書

面
類
他
所
之
者

へ
相
譲
候
義
聞
≧
有
之
・
和
埋
控
靭

二
候
・
以
來
決
而
相
譲
聞
敷
候
。
:
:
』
な
る
語
句
の
見
え
る
所
な
ど
よ
り
し

て
、
債
権

の
此
種
の
譲
渡
を
禁
止
す
る
意
味
の
如
く
に
も
考

へ
ら
れ
る
が
、
之
は
後
段
に
於
て
論
證
す
る
様
に
譲
渡
を
禁
止
す
る
と

か
・
或
は
此
種
の
譲
渡
を
無
効

と
す
る
と
云
ふ
が
如
き
も
の
で
は
な
く
、

『
不
取
上
』
と
同
様
、
此

の
如
き
譲
渡
は
単
にに
出
訴
條
件

の
欠
缺
を
招
ぐ
の
謂
に
外
な
ら
な
い
も
の
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
扱

て
此
規
定
も
、
前
記
の
如
く
江
戸
方
に
て
も
大
坂
と
同
様

に
、
天

保
十
三
年
以
後
は
費
掛
代
金
債
権

出
訴
期
間

十
年
制
が
施
行
せ
ら
る
、
に
至

つ
た
の
で
、
此
時
以
來
少
く
と
も
江
戸
の
者

へ
譲
渡
す

費
掛
代
金
債
権

に
關
し
て
は
、
自
然
そ
の
適
用
を
見
な
く
な

つ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
し
か
し
本
規
定
は
、
そ
の
他
の
金

公
事
債
権

に
就

て
は
.
依
然
と
し
て
後
來
ま
で
適
用
さ
れ
.
前
記
の
如
く
安
永
四
年
以
降
各
條
件
が
法
定
さ
る
」
に
至
つ
た
後
に
於

て
も
、尚
ほ
並
び
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
天
明
八
年
以
降
、親
子
兄
弟
間
に
於
て
譲
渡
さ
れ
た
債
権

の
み

を
、
裁
判
上
保
護
す
る
と
云
ふ
最
も
嚴
格
な

一
般
的
規
定
が
、
施
行
さ
る
、
に
至
つ
た
後
に
於
て
す
ら
も
、
尚
ほ
且

つ
安
永
元
年
の



制
度
は
、
存
立
し
て
居
た
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
親
子
兄
弟
間
の
債
権
護
渡
で
あ

つ
て
、
そ
の
間
先
づ

以
て
奸
計

の
介
在
を
考
ふ
べ
か
ら
ざ
る
性
質
の
も

の
で
あ
つ
て
も
、
大
坂
町
奉
行
支
配
下
の
土
地
に
於

て
成
立

し
た
債
権

を
、
他
支

配
地
居
佳

の
親
子
兄
弟
に
移
転

す
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
出
訴
期
間
制
の
統

一
さ
れ
ざ
る
限
り
、
債
権
者

の
交
替

に
つ
れ
て
、
出
訴
期

間
が
左
右
さ
れ
る
と
云
ふ
結
果
を
生
す
る
こ
と
に
な
り
、引

い
て
は
債
務
者
に
不
當
な
不
利
益

を
被
ら
し
む
る
と
云
ふ
、不
合
理
に
陥

り
易

い
乏
見
る
こ
と
が
出
來
る
と
思
ふ
が
、
此
の
如
き
見
解
に
從
ふ
時
は
、
よ
し
安
永
元
年
制
が
出
訴
期
間
制

の
不
統

一
に
乗
す
る

奸
策

を
抑
歴
す
る
こ
と
を
以
て
、
そ
の
直
接
の
目
的
と
し
た
と
は
云
へ
、
そ
の
實
質
上
の
立
法
理
由
は
、
債
務
者
保
護
に
あ
つ
た
こ

と
は
云
ふ
を
侯

た
な
い
所
で
あ
ら
う
か
ら
し
て
、
即
ち
安
永
元
年
の
制
度

の
精
神

か
ら
推
し
て
、
た
と

へ
當
事
者
が
親
子
兄
弟
で
あ

つ
た
に
し
て
も
、
大
坂
町
奉
行
支
配
地
と
そ
れ
以
外
の
土
地
と
に
在
佳
す
る
者
共
の
間
に
於
て
譲
渡
さ
れ
た
債
権

は
、
尚
ほ
訴
権

を

以
て
保
護
さ
れ
る
も
の
に
あ
ら
す
と
解
す
る
の
が
、
そ
の
當
を
得
た
も
の
と
考

へ
る
か
ら
で
あ
る
。
尚
ほ

こ
ゝ

に
以
上
の
如
き
推
量

を
、
幾
分
か
裏
付
け
る
と
思
は
れ
る
資
料
が
存
す
る
。
即
ち
年
代
は
不
詳
で
あ
る
が
、
目
安
秘
書
が
前
掲
安
永
元
年
の
書
付
の
次
段

に
牧
録
し
て
居
る
所
か
ら
見

て
、
先
づ
安
永
元
年
制
以
後

の
も
の
と
推
定
し
得
ら
れ
る
、

『
大
坂
支
配
國
之
も

の
親
之
貸
銀
を
借
方

和
封

二
而
書
替
銀
主

二
成
候
後
分
家

二
而
江
戸
表
江
出
人
別
入
い
た
し
候
上
右
貸
銀
出
入
願
出
證
文

譲
受
候
類
與

ハ
課
違
候
故
を
以

⑨

取
上
」
な
る
文
が
そ
れ
で
あ
る
。
本
文
は
、先
づ
親
か
ら
諦
文
を
譲
受
け
て
後
江
戸
に
韓
佳
し
た
場
合

、そ
の
證
文

を
以
て
子
が
出
訴

徳
川
時
代
に
於
け

ろ
債
権

及
び
債
務
の
移
転

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

二
三



徳
川
時
代
に
於
け
ろ
債
樒

及
び
債
務

の
移
転

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

二
四

す
る
も
・
裁
判
所
は
之
を
取
上
な

い
と
云
ふ
制
度

の
存
在
し
た

こ
と
を
示
す
も
の
と
、
解
し
て
差
支
な
か
ら

う
が
と
思
ふ
の
で
あ
る

が
、
若
し
果
し
て
然
り
と
す
れ
ば
、
よ
し
之
は
譲
渡
後

の
転
住
を
問
題
と
し
て
居
る
も
の
で
、
韓
住
後
の
譲
渡
で
は
な
く
、
必
す
し

も
こ
、
に
適
當
す
る
例
誰
で

な
い
と
は
云

へ
、
又
以
て
間
接
の
推
測
資
料
と
な
し
得
は
し
ま
い
か
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
尤
も
之
を
讃

ん
で
・
子
が
江
戸
に
転
住
後
、
親

の
債
権
を
譲
受
け
出
訴
し
た
の
で
な
く
、

『
借
方
相
封

二
而
書
替
」
の
上
親
に
代
つ
て
債
権
者
に

な
り
、
然
る
上
訴
出
た
の
で
あ
る
か
ら
、
此
訴
を
取
上
る
も
の
な
り
の
意
味
と
、
即
ち
親
子
の
間
で
も
転
住

後
に
譲
渡
し
た
債
権

な

ら
ば
、
之
が
出
訴
を
受
理
し
な

い
の
意
味
を
含
む
も

の
と
解
釈

す
る
な
ら
ば
、
前
段
の
推
量
が
全
く
そ
の
當
を
得
て
居
る
こ
と
を
立

證
す
る
に
.
充
分
な
資
料
た
る
を
失
は
な
い
が
、
此
解
釈

は
そ
の
文
献
全
體

か
ら
見
て
、
少
し
く
無
理
が
あ
る
様
に
考

へ
ら
れ
る
の

で
、
今
は
姑
く
此
意
味
に
採
る
こ
と
を
見
合
し
て
置
き
た

い
。

前

掲
拙
稿
國
家
學
會
雑
誌

四
三
巻
二
號

一
四
八
頁
。

全
上
に
於
て
、
大
阪

に
於
け
ろ
金
公
事
債
権

出
訴
期
間
十
年
制
に
、
天
明

五
年
創
定

の
如
く
記

し
六
が

、
之
に
金
く
研
究
粗
漏

の
結

果
で
あ
ろ
。

前
揚
拙
稿
國
家
學
會
雑
誌

四
二
巻

一
一
號
第

一
節
金
公
事
の
客
體

参
照
。

前

掲
拙

稿
全
上
誌

四
三
巻

二
號

一
四
八
頁
。



註
σ
所
引
安

永
元
年

の
書
付
。

當
時

の
裁
判
管
轄

に
就
て
に
前
掲
拙
稿

國
家
學
會
雑
誌
四

二
巻

一
一
號
第
二
節
参

照
。

目
安
秘
書

囚
註
σ
所
引

の
條
次
段
。

二

次
に
座

頭

が
貸
附
け
た
所
の
所

謂

官
金
に
就
て
は
、
寛
政
五
丑
年
座
頭
官
金
當
人
相
果
跡
相
続

人
等
よ
り
濟
方
願
出
候
節

(

)31

毒

取
計
方
之
事
を
以
て
、

脚、
一
座
頭
共
貸
金
證
文

宛
所

二
弟
子
叉

ハ
仲
間
中
杯
と
書
加
有
之
官
金
跡
相
続

人
井
譲
受
人
等
座
頭

昌
候

ハ

・
定
例
之
通
取
計
素
人
よ
の
右
躰
之
證
文

を
以
願
出
候

ハ
・
假
令
座
頭
之
縁
有
之
も
の

二
候
と
も
濟
方
之
不
及
沙
汰
積
り
』
と
定
め

ら
れ
て
、
官
金
證
文

に
於

て
、
そ
の
債
権
者
名
義
欄
に
座
頭
自
身
の
名
と
並
ん
で
、

『
弟
子
』
叉
は

『
仲
間
中
』
な
ど
の
名
義
が
書

働

加

へ
ら
れ
て
あ
る
場
合
、
即
ち
師
匠
た
る
座
頭
が
、
將
來
そ
の
弟
子

へ
の
譲
渡
所
謂
弟
子
譲
、
或
は
仲
間

へ
の
譲
渡
を
な
す
こ
と
あ

る
べ
き
旨
を
,
前
以
て
表
示
し
て
居
る
官
金
債
権

に
就
て
は
、
そ
の
譲
渡
債
権

の
出
訴
は
、
必
す
座
頭
た
る
譲
受
人
に
依

つ
て
の
み

な
さ
る
べ
き
で
、
如
何
な
る
事
情
あ
る
に
せ
よ
、

『
素
人
』
即
ち
座
頭
た
る
身
分
を
有
せ
ざ
る
者
に
此
種
債
権

を
移
弊
し
、
素
人
よ

り
訴
出
る
こ
と
が
あ
つ
て
も
、
裁
判
所
之
を
受
理
し
な
い
と
云
ふ
制
規
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
此
弟
子
譲
或
は

仲
間

へ
の
譲
渡
を
表
示
せ
る
官
金
債
権

に
就
て
は
、
既
に
之
よ
り
以
前
磯
布
さ
れ
て
居
る
所

の
前
記
天
明
八
年
度
の
、
親
子
兄
弟
以

徳
川
時
代
に
於
け

ろ
債
樒
及
び
債
務

の
移
輔

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

二
五



徳
川
時
代
に
於

け
ろ
債
権

及

び
債
務

の
移
転

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

二
六

外
の
者
に
譲
渡
さ
れ
た
債
権
は
.
訴
権
を
以
て
保
護
さ
れ
な
い
と
云
ふ
規
定
の
数
力
が
、そ
の
當
初
例
外
ど
し

て
及
ば
な
か

つ
た
も

の

で
、
漸
く
天
保
十
四
年
以
降
初
め
て
そ
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
Q
こ
れ
之
を
以
て
、
天
明
八
年
制
に
対
す

る
例

外
規
定
の
第
二
と
し
て
墨
げ
た
所
以
で
あ
る
。
即
ち
天
保
十
三
寅
年
十
月
朔
日
越
前
守
殿
江
御
直
上
ル
金
銀
出
入
取
捌
之
儀

二
付
勘

恥

排
仕
候
趣
申
上
候
書
付
中
の

一
家
質
金
質
地
金
諸
借
財
宛
所
違
之
證
文

の
條

に
、

『
…
親
子
兄
弟
之
外
護
渡
不
相
成
旨
天
明
八

串
年

五
月
評
定
所

一
座
申
合
有
之
右
之
趣
申
上
置
候
以
來
親
子
兄
弟
之
外
證
文

取
用
不
申
候
間
是
迄
之
通
取
捌
可
申
座
頭
官
金
弟
子
譲
之

儀

ハ
是
迄
取
上
來
候
得
共
取
計
雨
端

一一
渉
候
間
以
來

ハ
官
金
之
儀
も
右
同
様
取
捌
可
申
候
・
:
・卯
五
月
昔
五
日
越
前
守
御
渡
』
と
あ

る
が
如
く
で
あ
る
。
天
保
十
四
年
以
降

の
、即
ち
天
明
八
年
制
が
此
種
官
金
譲
渡

に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

つ
た
後
の
、座
頭
官
金

に
關
す
る
右
寛
政
五
年
の
例
外
的
特
別
規
定
の
運
命
は
ど
う
な
つ
た
か
が
問
題
に
な
る
が
、
此
點

に
就

て
は
今
全
く
明
讃
を
知
り
得

な
い
た
め
に
、
断
定
的
見
解
を
有
ち
得
な
い
が
、
天
明
八
年
制
の
適
用
を
受
け
つ
、
、
尚
ほ

そ
れ
に
祇
鰯
し
な

い
範
囲
で
存
続

し
た

も
の
と
、
語
を
換

へ
て
詳
し
く
云
へ
ば
、
此
種
官
金
の
護
受
人
は
、
座
頭
に
し

て
し
か
も
更
に
譲
渡
人
の
親

子
兄
弟
た
る
を
要
す
と

の
制
度
が
存
在
し
た
も
の
と
、

「
鷹

の
推
定
が
な
し
得
ら
る
』
様
に
思
ふ
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
前
掲
寛
政
五
年
の
文
に
云
ふ
如
く
、

こ
ゝ
に
挙
げ
た
様
な
特
殊
の
形
式
を
備
ふ
る
官
金
債
権

に
あ
つ
て
は
、
そ
の
相
綾

の
場
合
に
於
て
も
、
座
頭
た
る
承
縫
人
だ
け
が
當

該
債
権

の
出
訴
を
な
し
得
た
も

の
で
あ
つ
て
、
此
の
如
き
相
続

制
度
は
後

々
ま
で
も
即
ち
天
保
十
四
年
似
後

も
、
尚
ほ
存
立
し
た
も



の
と
推
定
し
得
ら
れ
る
様
に
思
ふ
が
、
果
し
て
然
り
と
す
れ
ば
、
相
続

の
場
合
に
於
て
す
ら
此
種
形
式
の
官
金

に
就
て
は
、
座
頭
た

る
相
綾
人
の
出
訴
の
み
が
裁
判
上
保
護
さ
れ
得
た
に
止
ま
る
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
の
に
、
之
に
反
し
て
財
産
法

上
の
譲
渡
に
あ
つ
て

は
、
當
事
者
は
単

に
親
子
兄
弟
た
る
を
以
て
足
り
、
譲
受
人
の
座
頭
た
る
を
必
要
と
し
な
い
も
の
で
あ
つ
た
と
す
る
と
、
そ
の
間
多

少
均
衡
を
失
す
る
も
の
が
あ
る
標
に
、
考

へ
ら
れ
る
が
故
で
あ
る
。

前
掲
拙
稿
國
家
學
會
雑
誌

四
二
巻

一
一
號
第

一
節
金

公
事

の
客
腰
。

徳
川
禁
令
考
後
聚
第
二
峡

四

一
索
頁

、
予
所
持
目
安

秘
書

六
五
號
座
頭
共
貸
金
當
人
相

果
跡
相
続

之
も
の
〃
願

出
候
節
取
斗
之
事

の

條
は
同
旨

の
文
で
あ
る
が

,
特

に

『
捻
校
勾
常
等
誰
與
其

哨
人
之
宛

叉
に
官
金
之
文
意

有
之
候
與
も
弟
子
或
は
仲
間

中
等
書

加
無
之

候

ハ
、
素
人

二
而
も
可
譲

受
筋
之
も

の
二
候
得
は
可
願
出
候
得
共
…
…
』

と
あ

る
、
尚

ほ
目
安
秘
書

二
寺
辻
座
頭
之
事

の
部

に
も
同

文
が
見

え
る
。

次
段
掲
出

の
天
保
十
三
年
の
書
付

に
こ
の
名
目
が
見
え

ろ
。

徳
川
禁
令
考
後
聚
第

二
秩
三
三
〇
頁
o

扱
て
以
上
を
以
て
、
徳
川
時
代
契
約
上
の
債
権
移
転

に
關
す
る
、
法
制
の
大
要
を
述
べ
絡

つ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
全
部
が
訴
訟

法
規
で
あ
り
、
而
し
て
そ
の
内
容
は
誕
濾
億
樺
、の
.融
、諦
峻

催
を
規
定
せ
る
も
の
の
み
で
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

さ
れ
ば
先
に
,

一

徳
川
時
代
に
於
け

ろ
債
樽
及
び
債
務

の
移
転

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

二

七



徳
川
時
代
に
於
け
る
債
橿
及
び
債
務

の
移
転

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

二
八

徳
川
時
代
契
約
上
の
債
権
移
転

は
、
何
等
の
拘
束
を
加

へ
ら
れ
る
こ
と
な
く
公
認
さ
れ
。
剰

へ
債
権
移
転

に
關
し
て
存
す
る
諸
法
規

は
、
全
て
出
訴
條
件
を
規
定
す
る
に
止
ま
り
、
移
転

契
約
そ
の
も
の
」
成
立
或
は
有
敷
要
件
に
關
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を

=
言
し

て
置
い
た
の
で
あ
る
が
、
今
以
下
に
そ
の
然
る
所
以
を
論
證

ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

右
に
説
述
し
た
如
く
、
債
権

の
譲
渡
印
ち
謎
文
譲
に
し
て
、
夫
々
の
法
定
條
件
を
歓
く
場
合

に
は
、
當
該
譲
受
債
権

の
出
訴
を
,

裁
判
所
に
於
て

『
無
取
上
』

『
不
取
上
」
の
致
果
を
生
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
前
段
に
例
示
せ
る
各

々
の
文
に
依
つ
て
知
り
得
る

通
り
で
あ
る
。
所
で
徳
川
時
代
の
法
律
に
於
て

『
取
上
」
な
し
と
云
ふ
は
、
原
則
と
し
て
軍
に
當
該
法
律
行
爲
よ
り
、
何
等
の
訴
権

㈲

が
発
生
せ
ざ
る
こ
と
を
意
味
す
る
に
止
ま
り
、
別
に
法
律
行
爲
自
身
を
無
効
と
す
る
の
謂
で
な
い
の
で
あ
る
が
、
此
の
如
き
當
時
の

法
律
用
語
例
の
原
則
に
照
し
て
考
ふ
る
も
、
前
記
債
権
譲
渡

に
關
す
る
各
條
件
が
出
訴

の
條
件
た
る
に
止
ま
り
、
證
文

譲
行
爲
そ
れ

自
體

の
成
立
叉
は
有
効

要
件
で
な
か
つ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
、
只

一
つ
大
坂
町
奉
行
支
配
下
の
地
に
成
立
し
た
債
権

に
就
て
は
、

他
支
配
下
の
者
に

『
相
護
間
敷

』
或
は

『相
譲
義
・
:
・不
将
之
事
』
と
の
法
令
が
行
は
れ
、
而
し
て
之
は
恰

も
譲
渡
そ
の
も
の
を
禁

止
す
る
意
味
か
と
も
解
せ
ら
れ
、
此
規
定
に
違
反
せ
る
護
渡
は
當
然
無
数
で
あ
つ
た
か
の
如
く
に
も
考

へ
ら
れ

る
こ
と
は
、之
叉
先
に

述

べ
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
少
し
く
考
究
を
試
み
る
時
は
、

『
相
護
間
敷
』
叉
は
護
渡

『
不
将
』
は
、
伺

ほ

『
取
上
』
な
し
の
敷

果
を
生
す
る
に
止
ま
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
當
時

の

一
書
付
が
、
前
記
の
如
く
明
ら
か
に

『
不
取
上
』
る
の
致
果



を
俘
ふ
に
過
ぎ
な
い
天
明
八
年
度
の
規
定
を
引
用
し
て
、

『
親
子
兄
弟
之
外
譲
渡
不
相
成
旨
天
明
八
申
年
五
月
評
定
所

}
座
申
合
拠

6り

之
…
』
と
記
し
て
居
る
が
、
之
に
依

つ
て

『
相
譲
間
敷

[
相
譲
義
…
不
坪
』
必
す
し
も
譲
渡
禁
止
を
意
味
す

る
も
の
で
な

い
こ
と

を
、
知
り
得
る
の
で
あ
る
。
更
に
御
定
書
以
來
の
原
則
に
照
し
て
考
ふ
る
も
、
こ
ゝ
に

述
べ
た
見
解
が
、
最
も
妥
當
で
あ
る
と
云
ふ

こ
と
が
出
來
よ
う
o

の

尚
ほ
前
出
安
永
七
年
の
文
に
、

『
・
:
・不
将
之
取
扱
等
有
之
趣
相
聞
候
と
も
其
譯
不
及
吟
味
無
取
上
旨
可
申
渡
候
』
と
あ
る
。
扨

て

　、譯
』
と
は
先
に
論
證

せ
る
如
く
、
親
類
縁
者
間
の
譲
渡
、
或
は
債
務
の
辨
濟

に
代

へ
て
の
譲
渡
と
云
ふ
こ
と
を
意
味
す
る
が
、

そ
こ
で
今
右
に
禍
げ
た
文
を
見
る
時
、
之
は
問
題
の
債
権
譲
渡
に
就

て
、
譲
渡

の
當
事
者
或
は
そ
の
縁
由
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る

か
と
示
ふ
點
は
、

『
不
及
吟
味
」
即
ち
法
律
上
問
題
に
せ
す
、
只
右
の

『
譯
』
即
ち
條
件
が
欠
歓
し
て
居
る
場
合
は
、
そ
れ
を
理
由

と
し
て
裁
判
所
は
、
消
極
的
に

『
無
取
上
』
の
庭
分
を
な
す
に
止
ま
る
の
意
義
と
解
す
べ
き
で
あ
る
が
、
以
上
は
債
権

譲
渡
に
關
す働

る

『
取
上
』
な
し
が
、
叉
當
時
の
法
律
用
語
例
の
原
則
に
從

へ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
.
實
證
す
る
も
の
で
あ

ら
う
。
叉
目
安
秘
書

は

『
都
而
座
頭
共
貸
金
證
文
宛

二
何
捻
校
勾
當
仲
間

中
叉
は
弟
子
杯
輿
認
メ
文
言
内

二
官
金
之
趣
認
有
之
:
:
分
は
其
弟

子
筋
江
可

譲
證
文

二
有
之
候
価
㈱
麹
肺
ゆ
酌
柿
榔
麺

紛
無
⑳
悌
得
共
…
座
頭
之
手
を
離
れ
候
素
人
よ
り
可
相
願
筋

二
無
之
候

:
』
な
る
文
を
載

せ
て
居
る
が
、
叉
以
て
實
誰
の

一
資
料
と
な
し
得
ら
れ
よ
う
。

徳
川
時
代

に
於
け
ろ
債
権

及
び
債
務

の
移
転

(
第

一
谷
第

一
號
)

A

二
九



徳

川
時
代
に
於
け

ろ
債
権

及
び
債
務
の
移
転

(
第

吋
谷
第

一
號
)

A

三
〇

前
掲
中

田
博
士
徳
川
時
代

ノ
不
動
産
携
保
法

一
六
頁
、
前
掲
拙

稿
國
家
學

曾
雑
誌

四
三
巻

二
號
第

三
節
。

註
36
所
引
天
保
十
三
年
の
書
付
o

X
詮
15
所
引
。

(
目
安
秘
書
註
34
所
引
條
o

(

本
項
を
絡
る
に
常
り
、
上
來
説
述
せ
る
證
文
譲
貸
金
銀
譲
叉
は
弟
子
譲
な
ど
の

『
譲
』
、
即
ち
本
項
に
於
て
債
権

の
移
転
と
云

ひ

或
は
債
権

の
護
渡
と
稻
し
て
來
た
移
転
行
爲
叉
は
譲
渡
行
爲
は
、
法
律
上
如
何
な
る
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
ら
う
か
、
就
中
今
日

謂
ふ
所
の
債
権
譲
渡
と
、
如
何
な
る
対
照
を
な
す
も
の
で
あ
ら
う
か
と
云
ふ
瓢
に
就
て
、
吟
味
を
試
み
て
置
き

た
い
。

し
か
し
此
吟
味
に
入
る
前
に
、
先
づ
以
て
解
決
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
疑
問
が
、
二
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

そ
の

}
つ
は
、
座
頭
官
金

の
弟
子
譲
が
双
方
行
爲
で
あ
っ
た
か
、
或
は
軍
濁
行
爲
で
あ
つ
た
か
と
云
ふ
問
題
で
あ
る
。
弟
子
護
に

就

て
此
の
如
き
疑
問
の
生
す
る
の
は
、
元
來
座
頭
官
金
弟
子
譲
な
る
も
の
が
、
遺
贈
の
性
質
を
有

つ
も
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
が
起

⑨

き
う
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
確
誰
を
有
す
る
課
で
は
な
い
が
、
例

へ
ば
公
裁
録
上

一
座
頭
貸
金
之
訴
歌
糺
方
の
、

『
・:
・官
金
之
趣
認

有
之
證
文

を
以
當
人
相
果
候

二
付
弟
子
叉
ハ
仲
間
中
杯
と
書
加

へ
有
之
官
金
…
譲
請
人
等
座
頭

二
候

ハ
・
定
例
之

通

濟

方
申
付
け



・.・』
な
る
文
に
依
つ
て
見
ら
る
㌧
様
に
、
原
則
と
し
て
弟
子
譲
な
る
も
の
は
、
師
匠
た
る
座
頭
の
死
亡
を
、
或
種
の
條
件
と
し
て
居

●

る
も
の
、
如
く
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
此

の
如
き
推
定
の
上
に
立

つ
限
り
,
弟
子
譲
は
遺
贈

の
性
質
を
有

す
る
も
の
で
は
な
か

働

つ
た
か
と
考
ふ
る
の
は
、

一
慮
無
理
の
な
い
こ
と
で
は
あ
る
ま

い
か
。
呪
ん
や
諸
商
人
世
帯
氣
質
三
、
形
見
を
見

て
頭
を
か
い
た
書

置
の
目
録
の
段
に
、

『
六
人
の
手
代
ど
も

へ
五
十
爾
づ

㌧
譲
中
都
合
三
百
爾
の
金
は
、
五
年
以
前
に
預
ヶ
置
候

多
田
屋
新
五
衛
門
と

云
ふ
金
山
師
の
三
百
爾
の
手
形

「
枚
、
今
新
五
衛
門
近
江
の
金
山
に
か
」
り
居
申
候
、
髄
に

マ
ブ
に
取
付
候

へ
ど
も
,
排
水
あ
し
く

掘
入
難
く
,
見
合
居
申
由
断
に
て
延
引
、
金
山
盛
次
第
此
金
を
取
て
、
五
十
爾
づ
㌧
配
當
す
べ
し
、
;
』
と
、
師
ち
主
人
が
そ
の
手

代
共
に
、
自
己
に
属
す
る
三
百
南
の
債
僅
を
,
遣
言
を
以
て
與

へ
た
も
の
と
見
ら
る
べ
き
實
例

の
、
存
す
る

に
於
て
お
や
で
あ
る
。

然
ら
ば
此
弟
子
譲
を
以
て
、
輩
猫
行
爲
た
る
逡
贈
な
り
と
解
し
て
差
支
な
い
か
と
云
ふ
に
、
更
に

一
歩
吟
味
を
進
め
る
時
は
、
此
見

解
に

慷
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
徳
川
時
代
遺
言
は
、
普
通
書
置
叉
は
遺
状

或
は
譲
状
な
ど
と
呼
ば
れ
る
遺
言
歌
に

㈹

記
載
し
、
遺
言
者
自
身
判
封
を
施
し
て
、
之
を
町
内
に
寄
託
す
る
の
が
慣
、例
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
が
、
此
慣
例

を
以
て
考

ふ
る
時
は

単
に

官
金
證
文

に
弟
子
叉
は
仲
間
中
な
ど
の
名
義
で
、
官
金
債
権

の
譲
受
人
を
書
き
記
る
す
形
式
を
以
て
す
る
に
過
ぎ
な
か
つ
た
ら

し
い
弟
子
譲
を
、
遺
言
に
依
る
債
権

の
移
転

で
あ
つ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
見
る
こ
と
に
、
少
な
か
ら
ざ
る
疑
を
、
掛
け
ざ
る
を

得
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
と
は
云
ふ
も
の
」
官
金
證
文

或
は
弟
子
譲
證
文

な
ど
の
實
例
を
知
ら
す
、
そ
の
他
本
問
題
を
解
決
す
べ

徳
川
時
代

に
於
け
る
債
樽

及
び
債
務
の
移
輔

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

吋一=



徳
川
時
代

に
於
け
ろ
債
櫨
及

び
債
務
の
移
転

(
第

一
巷
第

一
號
)

A

三
二

き
関
係

史
料
を
、
全
然
持
合
さ
な
い
現
在

に
於
て
は
、
到
底
そ
の
断
定
的
見
解
に
到
達
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
が
、
上
の
如
き

観
察
よ
り
し
て
、
先
づ
弟
子

議
は
遺
購
に
あ
ら
ず
し
て
、
双
方
行
爲
で
あ
る
所
の
贈
與
の
性
質
を
帯
び
る
も

の
と
解
す
る
な
ら
ば
、

そ
の
本
質

に
近
い
も
の
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
既
に
中
田
博
士
の
論
證

せ
ら
る
」
が
如
く
、
我
王
朝
時
代
末
よ
り
中
世
の
半

ば
迄
行
は
れ
た
、
羅
馬
法
系
の
死
因
贈
輿
(
D
o
n
a
t
i
o
 
m
o
r
t
i
s
 
c
a
u
s
a

)或
に
日
耳
曼
法
系

の
死
後
贈
與
(
D
o
n
a
t
i
o
 
p
o
s
t
 
o
b
i
t
i
u
m

)に

似
た
る
死
後
譲
與
な
る
も
の
は
、
徳
川
時
代
に
至
つ
て
も
京
都
附
近
に
於
て
、
死
後
譲

の
名
を
以
て
存
続
し
て
居
た
も
の
で
あ
り
、

鋤

而
し
て
之
は
譲
與
者
の
死
亡
を
條
件
と
し
た
贈
與
契
約
で
あ
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
が
、
若
し
果
し
て
前
記

の
如
く
弟
子
譲
を
、
贈

與
契
約
な
り
と
な
す
見
解
に
し
て
そ
の
當
を
得
た
も
の
と
す
れ
ば
,
一
応

は
遺
贈
に
あ
ら
ざ
る
か
と
云
ふ
疑

問
を
起
し
得
る
様
に
、

護
渡
人
た
る
師
匠
の
死
亡
を
條
件
と
す
る
も

の
～
如
く
見
え
る
、
弟
子
譲
或
は
叉
同
性
質
の
仲
間

へ
の
譲
渡

は
、
我
王
朝
末
來
の
死

後
譲
與
の
流
れ
を
汲
む
、

一
場
合
で
は
あ
る
ま
い
か
。

そ
の
二
の
疑
問
は
、前
記
天
明
八
年
度
の
、
債
権
譲
渡
は
親
子
兄
弟
間
に
於

て
行
は
れ
た
場
合

に
の
み
、
訴
権

を
発
生

す
る
も
の
と

す
る
制
度
は
、
或
は
相
続
法
上

の
債
権
移
転

だ
け
が
訴
権

を
発
生

し
、
財
産
法
上
の
譲
渡
に
対
し

て
は
、
裁

判
上
保
護
を
與

へ
な

い

と
云
ふ
原
則
を
樹
立
し
た
も
の
と
、
考

へ
ら
れ
は
し
ま
い
か
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
徳
川
時
代
に
於
け
る
相
続

の
當
事
者
は

働

必
す
し
も
親
子
兄
弟
に
限

つ
た
も
の
で
な
く
、
或
は
そ
の
他

の
選
定
相
続

人
も
あ
り
得
た
の
で
あ
り
、
且
つ
叉
相
続

の
目
的
中
に
は



鋤

債
権

も
入
つ
て
居
た
の
で
あ
る
所
な
ど
か
ら
し
て
、
天
明
八
年
度
の
制
規
は
、
尚
ほ
財
憲

構
護
渡
だ
け
に
關
し
て
、
発
布

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
断
定
し
得
の
で
あ
る
。

中
田
博

士
藏
公
裁

録
上
訴
状
糺
方

の
部
。

元

文
元
年

の
作
で
あ
ろ
、
帝
國
文
庫
績
氣
質

全
集
。

前
掲
増

訂
徳
川
時
代
の
文
學

に
見
え
た
る
私

法
遺
言

の
條

、
中
田
博
士
法
制
史
論
集
第

一
巻

六
〇
五
頁
以
下
。

中
田
博
士
法
制
史
論
集

第

一
巷

一
八
五
頁
以
下
六

一
二
頁
以
下
。

全
上
五
三
五
頁
。

中
田
博
士

法
制
史

論
集
第

一
巷

一
九

五
頁

に
依
つ
て
、

既

に
我
中
世
債
権

相
繧
制

の
崩
芽

が
発
生

す
る
に
至

つ
れ

こ
と
な
知
り
得
る

が
、
徳
川
時
代
に
於

て
は
明

ら
か
に
債
椛
が
相
続

の
目
的

こ
な

つ
て
居
ろ
o

中
田
博
士
前
掲
論
集

⊥ハ
〇

八
頁
所

出
譲
状
文
案

(
遺

言

状

)

の
申
前
段

の
も

の
に
、

『
一
我
等
跡
式
之
内

、
…
…

金
子
何
百
爾
其
外
商
責
取
引
貸
付
金

一
式
帳

面
之
通
者
、
惣

領
誰
江
譲
置

申
候
處
實

正
也
、
…
…
』
.
次

段

の
も

の
に
、
『
一
我
等
跡
式
之
儀

、
…
…
大
算

用
帳

面
金
高
何
干
何
百
爾
銀
何
百
貫
目
、

並
商
責
方

物
相
添

、
惣
領
何
之
助

へ
譲
與
申
所
實
正
也
、
…
…
』
と
あ
ろ
に
、
當
時

の
債
権
相
続

の
慣
例

な
示
す
も

の
で
あ
る
が
、
法
律
上
も

目
安
秘
書
三
金
銀
出
入
之
事
の
部

度
掛

之
訴
訟
人
下
手
人
御
仕
置

二
成
候
跡

の
條

に
、
『
甲
斐
守
懸

一
紳
田
久
右
衛
門

町
壼
丁
目
藏
地

勘
兵
衛
店

平
十
郎

よ
り
佐
竹
次
鄭
井
野
州
高
輪
村

利
兵
衛
外
大
勢
江
相
懸
候
貸
金

度
掛

公
事
有
之
候
塵
右
訴
訟

人
平
十
郎
下
手
人
御

徳
川
時
代
に
於
け

る
債
権

及
び
債
務

の
移
転

(
第

一
巷
第

一
號
)

A

三

三



徳

川
時

代
に
於
け
る
債
権
及

び
債
務
の
移
輔

(
第

一
巷
第

一
號
)

A

三
四

仕
置
相
成
候
問
取
斗
方
評
義
是

ハ
下
手
人
御
仕
置

ハ
欠
所

附
不
申

平
十
郎
跡
株
之

も
の
よ
り
別
段
可
相

願

ハ
格

剃
之
旨
申
渡

先
蓬
而

渡

・し
置

候
押
切
書

付
日
限
手
形
與
も
取
上
候
積
右
之
通
天
明
六
午
年

四
月

廿

一
日
評

決
』

(
跡
株
の

も

の
は
尚

ほ
跡
式

の
も

の
で
あ

り
相
続

人
で
あ
る
が
、
之
等

に
就
て

は
前
掲
増

訂
徳
川
時
代
の
文
學
に
見

え
お
る
私
法
相
続

の
條
参
照
)

守、
あ
リ
、
日
本
財
政
経
済

史
料
第

六
巻
八
八
八
頁
天
保
十
三
年
壬
寅

四
月

五
日

の
條
下
に
、

『
一
、
貸
主
死
失

い
た
し
候
に

ゾ
、
早
速
相
続

人
名
義

に
書
替

河

申
庭
、
無

其
儀
捨
置

候
は
等
閑

之
儀

に
候
故
、
後
年
に
至
紛
敷
儀
出
來
候
、

以
來
に
貸
主
代
替
之
節

に
時
日

々
不
移
、
直

二
澄
文
名

二

一

レ

宛
繊
書

い
れ
し
相
改
可
申

候
、
…
…
』
と
あ
る
が

如
く
で
あ
ろ
。
倫

ほ
参
考

の
れ
め

に
、
明
治
初
年

の
法
源
に
も
債
権

の
相
続
は
見

レ

ら
れ

る
こ
と
な
附
記

し
て
置
く
、
即
ち
民
事
要
録
甲
編
四
四
五
頁
同
(明
治
)
⊥ハ
年

七
月

二
日
指
令
同
年

六
月
九
日
新
潟
縣
伺
。
債
権

相
続

の
詳
細
は
、

別
個

の
研
究

に
譲
ら
ね
ば
な
ら

沿
o

扱
て
以
下
に
・
徳
川
時
代
財
産
法
上
の
債
権
移
転

を
目
的
と
す
る
行
爲
は
、
法
律
上
如
何
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
つ
た
か
と
云
ふ

問
題

の
、
究
明
を
試
み
る
の
で
あ
る
が
、
上
來
詳
述
し
た
如
く
、
當
時
価
権

の
移
転
は
、
遺
言
を
以
て
な
さ
れ
る
場
合

も
あ
り
、
双

方
行
爲
を
以
て
す
る

こ
と
も
あ

つ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
此
遺
言
は
勿
論
単
独

行
爲
で
あ
る
こ
と
、
疑
の
な

い
所
で
あ
る
が
故
に
、

そ
の
法
律
上
の
性
質
極
め
て
明
瞭
で
、之
以
上
特
別

の
考
究
を
必
要
と
し
な
い
も
の
で
あ
る
(第
二
項

胴
一
末
段
参
照
)。
そ
れ
故
に
、

(

以
下
に
は
債
椎
移
転

の
最
も
普
通
の
方
法
で
あ
つ
た
と
云
ふ
こ
と
の
勘
來
る
、
双
方
行
爲

に
依
る
場
合

、
即
ち
證
文

譲
の
性
質
に
就



て
の
み
、考
察
す
る

こ
と
に
な
る
が
、今
日
の
契
約
上
の
債
権
移
転

た
る
債
模
譲
渡
と
対
比

し
つ
㌧
、
そ
の
本
質
を
窺

つ
て
見
よ
う
。

債
槽
の
内
容
の
同

一
性
を
害
す
る
こ
と
な
く
博
軍
に
債
権
者
の
交
替
を
來
す
に
止
ま
る
、
新
奮
爾
債
櫻
者

間
の
契
約
な
り
と
云
ふ

今
口
の
債
権
護
渡

の
本
質
に
対
し
、
證
文

譲
な
る
法
律
関
係

の
本
質
は
、
如
何
な
る
も
の
で
あ

つ
た
か
を
最
先

に
吟
味
し

て
見
る
こ

萄

と
に
す
る
。
先
づ
天
保
七
年
丙
申
七
月
廿
七
日
町
奉
行

へ
差
出
候
盧
、
同
廿
三
日
御
附
札
に
、

笛、書
面
貸
金
銀
譲
之
儀
、親
兄
弟
之
外

は
譲

受
候
と
も
容
易
に
難
取
上
筋
に
違

、
尤
譲
受
儀

借
申
漂

存
候
と
も
、
親
兄
弟
之
分
事
實
甦

候
薫

製

上
は
、
取
上

に
可
和
成
儀
と
存
候
、
以
上
』
と
あ
り
て
、
少
く
と
も
譲
受
債
権
の
出
訴
條
件
と
し
て
は
、
そ
の
貸
金
銀
譲
即
ち
證
文

譲
が
、

『
借

二

一

申
者
』
師
ち
債
務
者
の
關
與
の
下
に
成
立
す
る
こ
と
を
、
必
要
と
せ
ら
れ
な
か
つ
た
も
の
で
あ
る
の
を
知
る
の
で
あ
る
。
尚
ほ

『
…

證
文

帳
面
等
譲
受
及
出
訴
候
分

ハ
右
譲
人
者
勿
論
在
方

二
候
得

ハ
村
役
人
も
呼
出
再
應
相
糺
怪
数
筋
不
相
聞
譲
受
候
後

及
催
促
候
而

尚

も
不
相
濟
段
無
相
違
相
見
譲
證
文

等
髄

二
候
分
在
方
者

一
座
裏
判
を
以
相
手
方
呼
出
吟
味
之
上
定
例
之
濟
方
申
付

・:
・』
る
、
即
ち

譲
受
債
権

の
裁
判
に
當
り
、
譲
渡
人
の
出
頭
は
求
め
る
が
、
債
務
者
の
出
頭
ぱ
必
す
し
も
之
を
必
要
と
し
な
か

つ
た
も
の
」
如
く
見

え
る
、
手
續

規
定
が
存
在
す
る
が
、
之
は
右

『
借
申
者
不
存
候
と
も
』
、
譲
渡
債
権
の
出
訴
條
件
を
欠
く
も

の
に
あ
ら
す
と
云
ふ
、

レ

原
則
に
出
で
た
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
が
出
來
よ
う
。
こ
㌧
に
述
ぺ
た
通
り
債
務
者
の
關
與
の
下
に
成
立
し
た
債
権

譲
渡
で
あ
る

と
云
ふ
こ
と
は
、
護
渡
債
権

の
出
訴
條
件
と
し
て
、
何
等
要
請
さ
る
」
所
で
な
か
つ
た
こ
と
は
充
分
明
白
で
あ
る
が
、
同
様
に
實
體

徳
川
時

代
に
於
け

る
債
権
及

び
債
務
の
移
転

(
第

一
谷
第

一
號
)

A

三
五



徳
川
時
代
に
於
け
ろ
債
権

及
び
債
務
の
移
転

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

三

六

法
上
に
て
も
債
務
者

の
不
關
與
が
・
詳
言
す
れ
ば
譲
渡
契
約
當
事
者
の

「
且
と
し
て
容
加
し
な
い
こ
と
が
、
債
権

譲
渡

の
成
立
に
何

等
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
な
か
つ
た
か
ど
う
か
の
鮎
に
就
て
は
、
之
を
判
定
す
べ
き
積
極
的
な
法
律
的
資
料
を
見
出
し
得
な
い
。
し

か
し
乍
ら
・
右
に
掲
げ
た

、借
申
者
不
存
候
と
も
,
云
々
』

の
文
を
精
讃
味
讃
す
る
時
、
債
務
者
の
關
與
と
云

ふ
こ
と
は
、
出
訴
條

レ

件
と
し
て
要
請
さ
れ
ざ
る
ば
か
り
で
な
く
、
護
渡
契
約

の
成
立
要
件
と
し
て
も
、
當
然
必
要
と
さ
れ
な
か

つ
た
も

の
と

解

し

て
大

過
な
き
も

の
㌔
如
く
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
之
を

一
般
慣
例
に
徴
す
る
も
、
證
文

譲
は
新
蕾
爾
債
権
者
聞
の
契
約

で
あ
つ
た
の
で
あ

紛

る
・
即
ち
商
事
慣
例
類
集
第

一
篇
第
四
章

一
五
三
頁
乃
至

一
五
七
頁
及
び
第
二
篇
下
春
第
四
章
五
三
九
頁
乃
至

五
四
九
頁
の
記
載
に

依
れ
ば
・
必
す
し
も
全
國
に
亘
つ
て
璽
は
な
い
が
、
多
く
の
地
方
に
債
樫
譲
渡
の
慣
例
が
、
存
在
し
た

こ
と
明

ら
か
で
あ
り
、
而
も

そ
の
譲
渡
契
約
締
結
に
、
債
務
者
の
参
加
せ
し
例
は
、

一
も
見
當

ら
な

い
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
す
、
當
時
価
権

譲
渡
は
最
も
普
通

に
そ
の
債
権
を
表
示
す
る
證
書

の
移
転
を
俘

ふ
償
例
で
あ
る
が
、
そ
の
證
書
移
転

に
際
し
、
該
債
権
證
書
移
転

の
旨
を
記
載
せ
る
譲

獅

狛

鋤

諦
交
を
別
に
添

へ
て
交
付
す
る
か
《

或
は
債
権
證
書

に
移
転

の
旨
を
添
諏
し
・
叉
時
に
は
裏
書
を
な
す

の
慣

習
が
行
は
れ
、
而
し
て

此
譲
證
文

の
作
成
交
付
或
は
添
書
裏
書
な
る
行
爲
た
る
や
、
軍
に
債
権
證
書

そ
の
も
の
」
移
転
の
み
を
意
味
す
る
に
止
ま
ら
す
、
事

實
上
此
種
行
爲
は
、
債
権

の
譲
渡
行
爲
そ
の
も
の
を
表
示
し
且
つ
意
味
す
る
の
で
あ
つ
た
と
、
解
せ
ら
る
」
の
で
あ
る
が
、
少
く
と

も
そ
の
譲
證
文

及
び
添
書
面
に
は
、
債
務
者
名
の
記
載
が
な
か
つ
た
も
の
と
推
定
し
得
ら
る

、
、
次
段
掲
出
の
如
き
文
案
が
見
ら
れ



る
以
上
ぱ
、
債
務
者
が
證
文

譲
に
於
て
、
契
約
當
事
者
と
し
て
参
加
し
な
い
の
が
、
當
時
の

一
般
慣
例
で
あ

つ
た

こ
と
を
、
充
分
明
.

瞭

に
了
解
し
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
護
證
文
案
文
は
、
商
事
慣
例
類
集
第

一
篇
第
四
章

一
五
四
頁
大
阪
の
答
申
の
條
に
、

『
一
此
度

貴
殿
方
に
て
曳
」
」
」
」
」
金
何
爾
(或
は
銀
何
百
目
)
借
用
致
し
候
庭
、
梯
方
差
支
候
に
付
、
我
等
よ
り
何
町
何
の
誰

へ
」
曳
、
」

」
㌧
玉
玉
に
因
り
貸
付
候
(
或
は
預
け
た
る
)
金
銀
何
程
の
借
用
證
文

(或
は
預
り
證
文
)
何
通
譲
渡
候
聞
,
御
勝
手
に
御
取
立
可
被
成

レ

レ

候
爲
後
日
譲
り
證
文

伍
て
如
件
』
、
添
書
に
就

て
は
、
全
上
第
二
篇
下
巻
第
四
章
五
四
二
頁
千
葉
縣
安
房
郡
平
郡
朝
夷
郡
長
狭
郡
の

二

「

レ

答
申
の
條
に
、

『。:
:
買
主
た
る
権
利

を
行
は
し
む
る
類
:
:
ロバ
別
紙
買
受
證
書

に
記
載
せ
る
何
品
若
干
何
某
に
取
引
せ
し
む
る
に

付
御
渡
蓬

下
等
の
数
語
を
添
書
し
、
印
章

舗

袈

用
を
押
捺
す
る
の
み
-
-
、
」
と
あ
る
が
如
き
も
の
で
あ
る
。
尚
ほ
此
謹

就
て
、
本
稿
緒
言
末
段
に
引
用
し
た
阿
波
藩

の
實
例
に
.

『
・
:
・此
方
(債
務
者
)
へ
不
及
案
内
如
何
様
共
了
簡
可
有
之
候
』
と
の
契
。

約
を
な
せ
る
事
實
参
照

。
之
を
要
す
る
に
、
徳
川
時
代
の
證
文
譲
は
,
現
行
の
債
権
譲
渡
と
同
様
に
、
新
蕾
爾
債
権

者
聞
の
契
約
で

あ
つ
た
と
理
解
し
て
、
誤
り
な
き
も
の
と
云

ふ
こ
と
が
出
來
よ
う
o

叉
債
権

の
内
容
は
過
半
債
務
者
に
依
つ
て
定
ま
る
の
で
あ
る
が
、
證
文

譲
に
於
て
債
務
者
の
關
與
を
必
要
と
し
な

い
こ
と
は
、
換

言
す
れ
ば
證
文

譲
に
依
つ
て
債
務
者

の
変
更
を
來
す
と
云
ふ
こ
と
は
な
く
、
依
然
と
し
て
薔
の
如
く
な
る
は
、
證
文

譲
が
そ
の
本
質

上
、
債
椛
の
内
容
の
同

一
性
を
害
す
る
も
の
で
な
か
つ
た
こ
と
を
,
充
分
に
表
示
し
て
居
る
も
の
と
云
ひ
得

よ
う
。
前
記
債
権
證
書

律
川

辱
代
に
於

け
る
債
樒

及
び
債
務

の
移
転

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

三
七



徳
川
時
代

に
於
け
ろ
債
権
及

び
債
務

の
移
輔

(
第

一
雀
第

一
號

)

A

三
八

の
移
転
の
慣
例
を
以
て
考
ふ
る
時
、
證
文
譲
が
内
容
の
同

一
性
を
害
す
る

こ
と
な
き
.
債
権

の
移
榑
で
あ
つ
た
こ
と
更
に
明
白
で
あ

ら
う
◎

證
文

譲
か
債
権
そ
の
も
の
」
移
転
で
あ
つ
て
、
奮
債
権

の
消
滅
新
債
権

の
発
生
で
な
い
と
云
ふ
観
念
は
、
證
文

譲
弟
子
譲
貸
金
銀

譲
な
ど
の
語
法
か
ら
し

て
も
、
當
時
既
に
意
識
的
に
把
握
さ
れ
て
居
た
も
の
で
あ
る
と
、
想
像
し
得
る
と
思

ふ
が
、
先
に
掲
げ
た
如

く

」、大
坂
支
配
國
之
も
の
親
之
貸
銀
を
借
方
粗
豊
マ一而
書
替
銀
主
二
成
候
後
分
家
二
而
江
戸
表
江
出
人
別
入
い
た
し
候

上

右
貸
銀

出

ψり

入
願
出
證
文

譲
受
候
類
與

ハ
課
違
候
故
を
以
取
上
」
と
、
即
ち
債
務
者
と
合
意
の
上

(
『
借
方
相
封

二
而
」
)
、
契
約
を
改
締

(
『
書

替
』
)
し
て
債
権
者
(
営、銀
主
』
)
に
な
る
場
合
と
、
證
文

譲
と
は
そ
の
性
質
を
異
に
す
る
(
『
課
違
候
」
)
と
あ
る
如
く
、
當
時
の
法

理
.上
も
明
ら
か
に
、
債
権

者
の
交
替
に
依
る
更
改
と
,
債
権
譲
渡
と
が
辮
別
さ
れ
て
居
る
こ
と
は
、
右
の
想
像
の
當
れ
る
こ
と
を
讃

明
し
て
、
飴
り
あ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
蓋
し
債
模
者
の
交
替
に
依
る
更
改
と
債
権
譲
渡
と
は
、
元
來
そ

の
法
律
上
の
性
質
を
異
に
す

る
も
の
で
あ
る
と
は
云

へ
、
債
権

者
の
交
替
な
る
目
的
を
達
す
る
手
段
と
云
ふ
側
か
ら
見
る
時
は
、
両
者

全

く
同

一
で
あ
り
、
叉
原

期
と
し
て
債
権

の
譲
渡
を
認
め
な
か
つ
た
羅
馬
法
の
如
き
に
あ
つ
て
は
、
債
権

譲
渡

の
目
的
を
達
す
る
の
に
、
債
権

者

の
交
林

に
依

ろ
更
改

(
Z
。轟
江
。)
を
以
て
し
た
位
、
此
両
者

の
目
的
と
す
る
所
、
及
び
そ
の
事
實
上
の
効
果

は
全
く
同
様

で
あ

つ
て
、
得
て
混
同

さ
れ
易
き
傾
き
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
、
徳
川
時
代
此
二
概
念
を
、
判
然
と
塵
別
し
対
立

せ
し
め
て
居

た
こ
と
は
、
當
時
価
権



譲
渡
な
る
概
念
が
・
如
何
に
明
確
に
把
握
さ
れ
て
居
た
か
を
粉
語

つ
て
・
鯨
り
あ
る
も
の
が
あ
る
と
考

へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
為
。

紛
露
債
権
譲
渡

は
、
債
権

移
弊

の
義
務
を
成
立
せ
し
め
る
契
約
で
な
く
、
直
接
に
移
転
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
恰
も
物

椹
移
転

そ
の
も
の
を
内
容
と
す
る
物
権
契
約
に
似
て
居
る
の
で
、
今
日
の
法
學
上
或
は

一
に
之
を
準
物
椹
契
約

と
云
ふ

の

で

あ

る

が
、
徳
川
時
代
債
椛
譲
渡
を
構
し
て
證
文
譲
と
な
し
た

こ
と
は
、
極
め
て
原
始
的
な
表
現
で
は
あ
ら
う
が
、
證
文

の
譲
渡
即
ち

一
の

物
樒
移
転

を
思
は
せ
る
語
法
で
あ
つ
て
、
自
ら
證
文
譲
の
此
方
面
の
本
質
を
、
極
め
て
直
裁
簡
明
に
表
現
し
て
居
る
も
の
と
云
ひ
得

よ
う
。

現
行
法
上
指
名
債
権
の
譲
渡
は
、
そ

の
第
三
者

へ
の
対
抗

要
件
と
し
て
、
譲
渡
あ
り
た
る
事
實
を
債
務
者

に
通
知
す
る
か
、
叉
は

債
務
者

の
承
諾
あ
る
を
必
要
と
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
商
事
慣
例
類
集

の
記
載

に
從

へ
ば
、
徳
川
時
代
の
證
文
護
に
開
し
て
も
、

報
知
又
は
承
諾
な
る
行
爲
が
存
在
し
た

こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
即
ち

『
物
品
借
用
證
書

・
買
受
設
書

・
預
り
證
書

等
を
他
人
に
移

轄
す
る
こ
と
あ
り
、
此
場
合
に
於
て
は
先

の
債
主
よ
り
某

へ
譲
り
た
る
旨
を
先
方

へ
報
知
す
る
に
止
ま
る
の
習
慣
な
り
…
…
』
な
る

)

亀)

岐
阜
縣
安
八
郡
の
慣
例
,及
び
同
縣
大
垣
の
同

一
慣
例
は
、
現
行
法
上
の
通
知
に
該
當
す
る
も
の
と
な
し
得
よ
う
。
承
諾
に
就
て
は
、

⑳

堺
の
慣
例

『
…
…
古
今
負
債
主

の
承
諾
に
よ
り
、
他
人
に
債
主
権
を
移
す
事
は
あ
り
…
…
」
、

『
…
…
唯
貨
債

主
の
承
諾
を
得
、
共

働

書
面
を
添

へ
債
主
権
を
移
す
が
如
き
は
、或
は
之
あ
り
、…
…
』
な
る
宮
城
の
慣
例
、
債
権
譲
渡

の
慣
行
あ
る
や
な
る
諮
問
に
対
す
る
、

徳
川
時
代

に
於
け

る
債
権

及
び
債
務
の
移
軸

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

三
九



徳
川
時
代
に
於
け

ろ
債
権
及
び
債
務

の
移
幕

(
第

一
巷
第

一
號
)

A

四
〇

『
債
主
権
を
他
人

へ
移
転
す
る
は
便
利
な
れ
ど
も
、原
負
債
主
の
承
諾
印
あ
ら
ざ
れ
ば
裁
判
上
に
於
て
無
奴
な
る
故
に
之
を
な
さ
す
、

S

9

一

・
:
」

な
る
東
京
府
米
穀
問
屋

の
答
申
、『
借
用
證
書

の
移
転

は
負
債
主
承
諾
せ
ざ
れ
ば
其
敷

な
し
、
・:
・』
な
る
東
京
麹
町
区
の
答
申

『
證
書
等
に
裏
書
を
爲
し
債
主
模
を
他
人
に
移
転
す
る
の
慣
行
あ
る
を
聞
か
す
、
若
し
行
は
ん
と
欲
す
る
と
き
は
負
債
主
承
諾
の
添

働

書
を
付
す
、
:
・
・』
な
る
愛
知
縣
知
多
郡
の
慣
行
、

『
證
書
に
裏
書
を
爲
し
債
主
樺
を
他
人
に
移
す
の
例
な

し
と
難
ど
も
、
負
債
主

⑨

の
承
諾
を
得
て
其
模
を
他
人
に
移
す
こ
と
あ
り
、
:
:
』
な
る
岐
阜
縣
武
儀
郡
の
慣
例
、

『
他
人
よ
り
差
入
た
る
證
書

へ
裏
書
を
な

す
事
な
し
、
若
し
然
る
と
き
は
負
債
主
よ
り
承
諾
の
諮
書
を
相
添

へ
他
人

へ
移
転
す
る
事
有
り
』
な
る
岐
阜
縣
可
見
郡
御
嵩
村
の
慣

働
例
な
ど
を
以
て
見
る
時
、
尤
も
之
等
諸
文
を
法
律
的
に
読
む

こ
と
に
は
少
な
か
ら
ざ
る
危
険

が
豫
想
せ
ら
れ

る
が
、
そ
の
普
通
の
意

味
に
通
譲
す
る
時
、
當
時
の
證
文
譲
に
關
し
て
行
は
れ
た
承
諾
は
、
譲
渡
契
約
成
立
の
要
件
と
し
て
の
、
債
務
者
の
意
思
表
示
で
あ

っ
た
も
の
～
如
く
で
、
現
時

の
承
諾
と
そ
の
性
質
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。
只

一
例
前
記
東
京
府
米
穀
問
屋
の
答
申
は
、

債
務
者
の
承
諾
な
き
場
合
は
、
實
際
法
上
の
譲
渡
契
約
は
有
敷
で
あ
る
が
、
裁
判
上
は
そ
の
譲
受
け
た
権
利

の
實
現
を
な
し
難
い
の

意
味

に
も
、
解
せ
ら
れ
る
か
と
思
ふ
が
、
果
し
て
然
り
と
す
れ
ば
現
行
法
上
の
承
諾
が
、
第
三
者

へ
の
対
抗

要
件
た
る
に
止
ま
る
の

と
、
相
似
た
る
も

の
が
あ
る
と
云

へ
よ
う
。
し
か
し
乍
ら
當
時
の
此
種

の
承
諾
の
慣
行
は
、
い
つ
れ
に
せ
よ
少
く
と
も
幕
府
法
上
は

尚
ほ

軍
な
る
慣
、習
に
止
ま
り
、
法
律
的
意
義
を
有
す
る
も
の
で
な
く
、
法
律
上
は
前
記
の
如
く

『
借
申
者
不
存
候
と
も

』
有
効
で
、



承
諾
の
有
無
は
問
ふ
所
で
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
尤
も
此
原
則
に
対
し

、
前
記
東
京
府
米
穀
問
屋
の
答
申
は
、

『
裁
判
上
云
々
』

の

僻
句
よ
り
し
て
、
幕
府
法
上
全
く
別
個
の
原
則
が
存
在
し
た
こ
と
を
、
示
す
も

の
と
も
云
ひ
得
る
で
あ
ら
う
が
、
此
記
述
は
元
來
法

律
的
な
も
の
で
な
い
が
故
に
、
今
は
右
の
如
く
在
來
の
規
定
が
、
幕
府
法
の
根
本
原
則
な
り
と
・
な
し
て
置
か
ね
ば
な
ら

ぬ
。

日
本
財
政
経
済

史
料
第

六
巻

八
八
八
頁
。

註
φ
所
引

天
明
八
年

の
書

付
。
聞
廓
叢
書
(
日
本
経
済

大
典

二
五
巷
)
巻
十
、

七
七

四
頁
所
牧
他
よ
リ
頁
掛
帳
面
證
文

等
譲
請
濟
方
願

出
候
飾
之
事

に
、

『
是
は
内

々
に
金

子
な
出

し
買
請

候
金
公
事

に
て
も
、

表
向
貸
金

の
代
り
費
掛

け
帳
面
、
或
に
證
文

譲
請
候
由
申

立

、
濟
方
願
出
候
瑚
に
、
前

々
よ
り
譲
渡
し
候
も

の
被
二
召
出

一、

若
當
人
不
快

に
て
候

は

ゾ
、
名
代
な

以
御
糺
し
被

・
成
、
申

口
符

合
致

し
候
得
ば
差
紙
出
候
得

こ
も
.
近
頃
に
御
取
計

方
改
候
儀
ご
相
聞
、

天
明
元
丑
年
頃
上
州
吾
妻

郡
中
條
町
清
左

衛
門

よ
り
、
中

山
道
深
谷
宿

の
も
の
責
掛
桜
面
な
譲
請

,
御
奉
行
、所

へ
濟
方
願

出
候
瑚
、
清
左
衛
門
御

呼
出
候
庭

、
病

氣
の
由

に
て
不
二
罷

出

一候

に

付
、

當
人
快
氣
の
上
可
二
相
願

鱒
旨
被

二
仰
渡

一
、

訴
状
被

レ
戊
二
御
返

一
候
、

然
上
に
御
代
官

の
取

計
も
右

に
准
可

レ
然
事
』
と
あ
る

参
照
。

日
本
経
済
天

典
第

四
九
巷
五
〇
巷
所
攻
本
、
以
下
全
て
同

一
本

に
依

ろ
。

商
事
慣
例
類
集
第

一
篇

第
四
章

唄
五
四
頁
大
阪

の
答
申

、
全
上
第
二
篇

下
巻
第

四
章
五
四
三
頁
帥
奈
川
縣
橘
樹
郡

の
答
申

、

謎
鮒
所
(

引

の
條
。

商

事
慣
例

類
集
第

一
篇

第
四
章

一
五

五
頁
兵
庫

の
答

甲
、

全
上

一
五
六
頁
高
松

の
答
申

.
全

上
第

二
篇
下
谷
第

四
章
五
四
二
頁
干
葉

徳
川
時
代
に
於
け

る
債
樒

及
び
債
務

の
移
輔

(
第

一
管
第

一
號
)

A

四

一



徳
川
時
代

に
於
け
る
債
懐
及
び
債
務

の
移
転

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

四
二

縣
安
房
郡
平
郡
朝
夷
郡
長
狡
郡
の
答
申
、
全

上
五
四

五
頁
静
岡
縣

の
答

甲
、

全
上
五
四
六
頁
岐
阜
縣
厚
見
郡

各
務
郡
方
縣
郡
大
野
郡

池
田
郡

の
答
申
、
全
上
五
四
八
頁

全
上
武
儀
郡
上
有
知
村

の
答
申
、

全
上
五
四

一
頁
東
京
下
谷
区
の
答
申
。

全

上
書
第
二

篇

下

巻

第

四
章
五
四
〇
頁
東
京
府
麹
町
区
京
橋

匿
荏
涼
郡
の
答
申
塾
全
上
五
四
三
頁
紳
奈
川
縣
北
多
摩
郡
及
び
勧
業

課

の
答
申

,
全

上
五
四

五
頁
愛
知
縣
丹
羽
郡
葉
栗
郡
の
答
申
、
全

上
五
四
六
頁
静
岡
縣
賀
茂
郡
那
賀
郡

の
答
申
。
尚
ほ

公
私
文
書

式

な
列
記
ぜ
ろ
見
馴
艸
な

る
古
寓
本
に

『
乍
恐
御
訴
訟
何

々
出
入
…
…
願
人
何
兵
衛

…
…
但
詮

女

二
者
何
兵
衙

ミ
在
之
候
共
同
人
取
代

銀

と
・し
て
訴
訟
在
之
候
所
返
濟
銀
之
内
、譲
取
候

二
付
私
5
奉
願

上
候

但
證
文

二
者
何

ご
在
之

候

へ
共

同
人
實
子
私

へ
養
子
貰
請
候

二
付
右
養
育
料
被
譲

候

二
付
乍
恐
私
〃
奉
願
上
候
』
と
あ
る
所

か
ら
見
て
、
、譲
渡
設
文
面

の
債
権
者
名
義
変
更

に

、
何
等
法
律

上
必

要

と
せ
ら
ろ

紮
所
で
な

か
つ
れ
の
で
あ
ろ
o

目
安
秘
書
四
謎
わ
所

引

の
條
次
段
。

(

商
事
慣
例
類
集
第

二
篇

下
巻
第
四
章
五
四
六
頁
。

全
上
五
四
七
頁
。

全
上
第

U
篇

第
四
章

一
五
六
頁
o

全
上

一
五
七
頁
。

全
上
第
二
篇

下
巻
第

四
章
五
三
九
頁
o

全

上
五
四
〇
頁
、
一久
五
四

一
頁
脚
田
区

の
艇甘
申

ム
⊥じ
O



全
上
五
四
五
頁
。

全
上
五

四
六
頁
。

全
上
五

四
八
頁
。

以
上
縷
述
せ
る
所
を

一
言
以
て
之
を
蒸
へ
ば
、
徳
川
時
代
に
於
て
は
、
法
律
行
爲
に
依
る
債
権

の
移
転
な

る
行
爲
が
、
法
律
上
何

,

等
の
拘
束
な
く
公
認
さ
れ
、
即
ち
債
権
移
転

自
由
の
原
則
が
行
は
れ
、
就
中
當
時
の
債
権
譲
渡
た
る
や
、
現
行
債
…権
譲
渡
と
殆
ん
ど

そ
の
法
律
的
性
質
を
,
等
し
う
す
る
も
の
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

然
る
に
明
治
九
年
、
消
費
貸
借
上
の
債
権

の
譲
渡
が
禁
止
せ
ら
れ
る
に
至
つ
て
、徳
川
時
代
來

の
債
権
護
渡
自
由
の
原
則
が
、
破
ら

㈹

れ
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
明
治
九
年
七
月
日
太
政
官
布
告
第
九
十
九
號
『
金
穀
等
借
用
證
書

ヲ
其
貸
主

ヨ
リ
他
人

二
譲
渡
ス
時

ハ
北
ハ借
主

二
證
書
ヲ
書
換

ヘ
シ
ム

ヘ
シ
若

シ
之
ヲ
書
換

ヘ
シ
メ
サ
ル

ニ
於

テ
ハ
貸
主
ノ
譲
渡
證
書

有
之
ト
モ
勿

ホ
譲
渡
ノ
敷

ナ
キ
モ

ノ
ト
ス
此
旨
布
告
候
事
但
相
続

人

へ
譲
渡
候

ハ
此
限

ニ
ア
ラ
ス
」
と
あ
る
も
の
是
で
あ
る
。而
し
て
此
布
告
の
内
容
の
解
羅
に
就
て
は

濁

同
禰
明
九
年
月
日
不
詳
熊
本
縣
伺
副
、

『
金
穀
等
借
用
證
書

ヲ
其
貸
主

ヨ
リ
他
人

二
譲
渡

ス
時

ハ
其
借
主

二
諮
書
ヲ
書
換

ヘ
シ
ム
ヘ

シ
若
シ
之
ヲ
書
換

ヘ
シ
メ
サ
ル
ニ
於
テ

ハ
貸
主
ノ
譲
渡
證
書

有
之
托
勿

ホ
譲
渡

ノ
数
ナ
キ
旨
本
年
.九
拾
九

ラ
以
公

布
有
之

一〇
太
政

官
布
告

徳
川
時
代

に
於
け

る
債
権

及
び
債
務

の
移
転

(
第

嚇
巻
第

一
號
)

A

四
三



徳
川
時
代
に
於
け
る
債
権
及

び
債
務
の
移
輔

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

四
四

右

ハ
金
穀
等
借
用

二
限
リ
其
他
ノ
物
品
借
用
證
書

並

二
金
穀
及
物
品
預
ケ
證
書

ヲ
他
人

三
議
渡
ス
節

ハ
證
書
改
正

二
及

ハ
サ
ル
儀

轟

有
之
然
ル

ニ
物
品
借
用
並

二
金
穀
及
物
品
預
ケ
證
書

ヲ
他
人

二
譲
渡

ス
ル
モ
其
樺
衡
均

シ
カ
ル
ヘ
キ

一二

ハ
改
正
シ
籐

ハ
改
正

二
及

ハ
サ
ル
ハ
如
何
ノ
御
趣
意

二
可
有
之
哉
疑
惑
致
シ
候
條
此
段
相
伺
候
也
指
令

借
用
證
書

ト
純
粋
ノ
預

リ
證
書

ハ
自
カ
ラ
其
ノ
性
質
ヲ
異

一一
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
素

ヨ
リ
同
覗
ス
ヘ
カ
ラ
ス
且
ツ
該
公
布
中
既

二
等
ノ
文
字
ア

レ
ハ
物
品
ノ
借
用
證
書

ハ
其
中

二
含
蓄

シ
タ
ル
義
ト
相
心
得
可

シ
但
明
治
七
年
第
二
拾
七
號
布
告

二
因
リ
貸
金
同
様
ノ
虚
分

二
蹄

ス
可
キ
預
り
證
書

ノ
分

ハ

書
換
ヲ
ナ
ス
可
キ
事
』
と
、
即
ち
本
布
告
は
金
穀
物
品
の
借
用
證
書

の
財
産
法
上
の
移
転
、
換
言
す
れ
ば
消
費
貸
借
上
の
債
樫
の
譲

渡
を
禁
止
す
る
、
而
し
て
此
種

の
法
律
上
の
目
的
の
蓬
成
は
、
只
債
権

者
の
交
替
に
依
る
更
改
を
以
て
す
る

の
外
、
之
を
許
さ
す
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
曳
に
云
ふ
金
穀
物
品

の
借
用
と
は
、
消
費
貸
借
の
み
を
意
味
す
る
に
止
ま
る
か
、
或

は
使
用
貸
借
を
も
包
含

す
る
も
の
で
あ
る
か
は
、
少
し
疑
問
の
存
す
る
所
で
あ
る
が
、
右
規
定
の
立
法
理
由
な
ど
を
憶
測
し
て
,
全
體

よ
り
之

を
考

へ
る

時
、
消
費
貸
借
だ
け
を
意
味
で
る
様
に
解
せ
ら
れ
る
の
で
、
今
姑
く
此
見
解
に
從

つ
た
繹
で
'あ
る
。
尚
ほ
此
明
治
九
年
の
布
告
が
、

債
権

譲
渡
自
由
の
原
則
を
破
る
新
し
い
制
度

の
樹
立
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
前
掲
熊
本
縣
伺
文
中
の

『
改
正
』
の
文
字
に

就

て
見

る

も
、
充
分
明
瞭
で
あ
る
の
で
あ
る
。

九
年
十

月
六
日

明
治
ヒ
年
第
廿
ヒ

號
布
告

二
依

ψ
者

法
令
全
書
(
明
治
九
年
度
)
七

三
頁
。



民
事
要
録
丁
編

九
七

六
頁
。

第

二

項

法

律

上

及

び

裁

判

上

の
移
転

口

法
律
上
當
然
に
債
権

の
移
転
す
る
典
型
的
な
類
例
は
、
相
続
法
上
の
移
醇
に
就
て
之
を
見
る
の
で
あ
る
が
、
財
産
法
上
の
も

の
と
し
て
は
、
大
髄
次
の
如
き
も
の
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

一

先
づ
第

一
に
債
権

質
流
し
の
場
合
、
之
を
見
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
中
田
博
士
の
研
究
に
依

れ
ば
、
當
時
手
附
證
文

(
を
質
入
す
る
の
慣
習
が
存
し
・
若
し
.質
流
し
に
な
つ
た
場
合
は
・
そ
の
手
附
證
文

取
得
者
は
、
手
附
交
附
者

の
権
利
を
承
櫃
す
る
も

働

の
で
あ
つ
た

の
で
あ
る
が
、
此
場
合
権
利

は
、
債
権
移
転

を
直
接

の
目
的
と
す
る
法
律
行
爲
に
依

つ
て
移
転

す
る
も
の
で
な
く
、
質

入
契
約
の
妓
果
と
し
て
、
債
権
移
転

と
云
ふ
結
果
が
発
生

す
る
の
で
あ
つ
て
、
此
種
の
債
権
移
転

を
以
て
、
尚
ほ

法
律
行
爲
に
依
る

移
転

な
り
と
解
す
る
こ
と
は
不
當
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ば
と
云
つ
て
、
此
の
如
き
債
権
移
転

は
、
裁
判
上
の
移
転

で
も
な
い
、
故
に
之

を
以
て
こ
～
に
法
律
上
の
債
権
移
転

の

一
つ
と
し
て
畢
げ
た
鐸
で
あ
る
。
債
権

を
担
保

に
供
す
る
例
は
、
手
附
諦
文
質
入
の
場
合
の

み
に
限
ら
な
い
。
即
ち
商
事
慣
例
類
集
の
記
載
す
る
所
.

『
借
用
證
書

●
買
受
證
書
等
を
有
す
る
者
其
證
書

に
裏
書
を
爲
し
、
己
れ

徳
川

時
代
に
於
け

ろ
債
権

及
び
債
務

の
移
転

(
第

一
巻

第

一
號

)

A

四
五



徳
川
時
代
に
於

け
ろ
債
権
及

び
債
務

の
移
転

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

四
六

の
債
主
椛
を
他
人
に
移
転
す
る
こ
と
あ
り
や
、
』
な
る
諮
問
に
対
す

る
、
東
京
府
酒
問
屋
の
答
申

『
無
し
、
但
證
文

を
引
當
と
な
す

曲

は
あ
り
、
:
・
・』
、
岐
阜
縣
山
縣
郡
高
富
村
の
答
申

『
爾
讃
に
裏
書
を
せ
す
し
て
多
く
は
別
紙
添
書
に
云
々
詳
細
記
載
し
抵
當
と
す

⑰

る
者
な
り
』

、
全
縣
加
茂
郡
細
目
村
の
答
申

『
決
て
裏
書
を
爲
す
等

の
事
な
し
、
借
用
證
書
等
を
假
り
に
預
け
、
金
作
等
を
す
る
事

㈹

あ
り
と
錐
ど
も
,
債
主
樺
を
他
人
に
移
転
す
る
等
の
事
な
し
』
な
ど
参
看
。
伺
ほ
徳
川
時
代
不
動
産
書
入
な

る
担
保

方
法
の

一
種
と

し
て
、
不
動
産

に
關
す
る
證
書
を
債
権

者
に
交
附
す
る
方
法
、
即
ち
前
段
の

一
例
同
機
所
謂
證
文

引
當
な
る

こ
と
が
行
は
れ
た
が
、

⑧

そ
の
中
に
質
地
證
文

の
引
當
な
る
担
保
方
法
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
更
に
大
阪
市
史

第
五
、
五
五
四
頁
に
、
次
の
如
き
證
文
引
當

證
書

文
案
が
掲
載
さ
れ
て
居
る
こ
と
に
依
り
、
家
質
證
文

引
當
な
る
も
の
を
知
り
得
る
。

引
當
證
文

之
事

合
銀
何
拾
貫
目

右
之
銀
無
擦
入
用

に
付
致
借
用
、
髄
受
取
中
庭
實
正
也
、
返
濟
之
義
者
來
何
月
限
、
元
銀
萱
貫
目
に
付
何
匁
宛
利
銀
相
添
,
元
利

無
相
違
可
致
皆
濟
候
、
右
爲
引
當

年
號
何
月
日
貸
附

一
銀
何
拾
貫
目
也



何
屋
何
某
掛
屋
敷
家
質
證
文
萱
通

右
之
通
引
當
に
相
渡
置
候
上
者
萬

一
返
銀
相
滞
候
は
穿
、
右
證
文

無
異
議
相
渡
可
申
候
、
御
勝
手
に
御
取
立
可
被
成
候
、
爲
後
日

引
當
證
文

の
而
如
件

年
號
月
日

何
屋
誰

何
屋
誰
殿

前
書
家
質
證
文

引
當
に
御
差
入
候
段
承
知
候
、
伍
而
印
形
如
件
、

質
主
何
屋
誰

之
等
は
前
記
の
手
附
證
文

質
入
或
は
そ
の
他
の
債
権
證
書

を
搭
保
に
供
す
る
場
合

同
様
、
債
椎
を
以
て
担
保

の
用
に
立

て

た

も

の

で
、
全
く
同

一
の
目
的
に
出
で
た
制
度
で
あ
る
と
云

へ
る
。
尤
も
書
入
或
は
引
當
な
る
も
の
は
、
當
時
の
担
保

法
上
質

入

と

異

な

⑩

り
、
そ
の
担
保
の
實
現
は
法
律
上
何
等
強
制
さ
る

㌧
所
が
な
く
、
法
律
上
の
効
果

に
於
て
、
両
者
の
聞
正
に
格
段

の
相
違
が
存
す
る
の

で
あ
る
。
さ
れ
ば
此
種
證
文

引
當
に
依
つ
て
、
引
當
證
文

上
の
債
権

が
移
転
す
る
と
云
ふ

こ
と
は
、
引
當
人
に
於
て
自
ら
進
ん
で
該

證
文

を
相
手
方
に
交
附
せ
ざ
る
限
り
、
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
が
故
に
、
法
律
上
の
實
敷
を
件
ふ
證
文

質
入
と
並
べ
て
、

こ
」
に
此

種
證
文

の
引
當
制
を
記
述
す
る
こ
と
は
、
そ
の
所
を
得
な
い
も
の
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。
又
前
段
商
事
慣
例
類
集
學
ぐ

徳
川
時
代

に
於
け

る
債
櫨

及
び
債
務
の
移
転

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

四
七



徳
川
時

代
に
於
け

ろ
債
権

及
び
債
務

の
移
転

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

四
八

る
所
の
、
債
権
證
書

引
當
そ
の
他
の
場
合
に
就
て
も
、
同
様
の
こ
と
が
云

へ
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
只
之
等
が
、
手
附
證
文

質
入
と

同

「
思
想
に
出
で
た
制
度
で
あ
る
と
な
す
こ
と
は
、
先
づ
以
て
誤
り
な

い
も
の
と
思
は
れ
、
叉
そ
の
法
律
上

の
實
敷
は
と
も
あ
れ
、

形
式
上
は
同

一
型
燈
を
備
ふ
る
も
の
で
あ
つ
た
と
云
ふ
こ
と
か
ら
、
敢

へ
て
こ
㌧
に
参
考
と
し
て
附
記
し
た
課

で
あ
る
。

さ
れ
ば
以
下
に
於

て
、
嚴
正
な
法
律
的
観
鐵
か
ら
、
債
権
證
書

の
引
當
な
る
法
律
関
係

の
本
質
を
窺

つ
て
見

る
と
、
此
種
證
文

の

引
當

が
、
實
際
に
債
権
担
保

の
實
を
墨
げ
て
、
引
當
債
権
證
書

が
債
権
者
に
交
附
さ
れ
、
彼
が
そ
の
證
書
面
の
債
権
を
自
ら
實
行
し

得
る
や
否
や
は
、
只
引
當
人
の
自
由
な
る
意
思
に
依
つ
て
決
せ
ら
れ
る
所
で
、
そ
の
引
當
證
書

を
交
附
す
る
と
せ
ざ
る
と
は
、
全
く

引
當
人
の
自
由
で
あ
つ
た
と
云
ふ
法
律
閣
係
で
あ
る
が
故
に
、
引
當
に
依
つ
て
生
ず
る
債
権

の
移
転
は
、
法
律

上
の
移
転

で

は

な

く
、
引
當
人
の
意
思
表
示
に
依
つ
て
の
み
生
す
る
移
転

即
ち
輩
猫
行
爲
に
依
る
債
権
移
弊
か
、
或
は
双
方
行
爲

に
依
る
移
転

か
、
い

つ
れ
に
せ
よ
法
律
行
爲
に
基
づ
く
債
権

の
移
転

で
あ
る
と
、
解
せ
ら
れ
る
様
に
思
ふ
の
で
あ
る
。

前
掲
徳
川
時
代
の
文
學

に
見
え
た
る
私
法
手
附
の
條
。

第

二
篇
下
巷
第
四
章

五

三
九
頁
、
引
當
は
次
段
参
照
∩

全
上
五
四
八
頁
。

全
上
o



前
褐
徳
川
時

代
ノ
不
動
産
搭
保
法
四

二
頁
以
下
。
尚
ほ
前
段
家
質
に
就

て
に
、
同
上
論
文
及
び
前
掲
徳
川
時
代
の
文
學

に
見
え
れ
る

'

私
法
家
質

の
條
参
照
。

全
上
三
七
頁

以
下
。

二

商
事
慣
例
類
集
第
三
篇
下
巻
第
五
章

一
〇
五
二
頁

『
第
二
條
代
理
人
本
人
の
爲
め
に
爲
す
取
引
に
付
て
は
其
相
手
方
に
対
す

(
る
構
利
義
務
は
代
理
人
本
人
の
内
敦
れ
か
直
接
に
之
を
有
す
る
や
』
な
る
諮
問
に
対
し

、『
本
人
よ
り
委
託
を
受
し
以
上
は
代
理
人
に

之
を
有
す
」
な
る
東
京
府
己
卯
組
紙
問
屋
の
答
申
が
あ
る
が
、
之
は
當
時
の
間
接
代
理
の
法
律
関
係

を
示
す
も
の
で
あ
る
。
次

い
で

更
に
全
上

「
〇
八
七
頁

『
第
五
條
代
理
の
委
任
は
本
人
又
は
代
理
人
の
死
亡
に
因
て
自
ら
終
る
も
の
な
り
や
』
な
る
諮
問
に
答

へ
て
、

同
じ
く
己
卯
組
紙
問
屋
は

『
本
人
死
亡
す
れ
ば
遺
族
を
以
負
担

爲
致
候
事
、代
理
人
死
亡
す
れ
ば
本
人
其
事
を
負
担

す
」
と
な
し
て
居

る
が
、
以
上
二
個
の
諮
問
ど
答
申
を
総
合
し
て
考
察
す
る
と
、
こ
ゝ
に

叉
法
律
上
の
債
権
移
転

の

一
例
を
、
見

る
こ
と
が
出
來
る
と

思
は
れ
る
。
蓋
し
そ
れ
は
、
右
に
云
ふ
代
理
人
本
人
問
の
法
律
関
係

は
聞
接
代
理
と
見
る
べ
き
も
の
で
、
代
理
人
な
る
も
の
と
第
三

者
と
の
間
の
債
権
関
係

に
於
け
る
、
債
権
者
は
代
理
人
で
あ
る
が
、
若
し
代
理
人
の
死
亡
に
依
り
て
、
本
人

『
其
事
を
負
担

す
』
、

即
ち
本
人
が
契
約
當
事
者
と
し
て
代
理
人
に
代
る
の
制
度
で
あ
つ
た
と
な
す
は
,
代
理
人
の
死
亡
に
依
り
法
律

上
當
然
に
、
そ
の
債

徳
川
時
代
に
於
け

る
債
権

及
び
債
務

の
移
転

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

四
九



徳
川
時
代

に
於
け
る
債
梅
及
び
債
務
の
移
転

(
第

一
巻
第

一
號

)

A

五
Q

権
が
本
人
に
移
転

す
の
謂
で
あ
る
と
、
解
し
得
ら
る
ゝ

と
思
ふ
が
故
で
あ
る
。
尚
ほ
全
上
書

一
〇
五
四
頁
所
出

の
、
前
掲
全
上

一
〇

五
二
頁
第
二
條
の
諮
問
に
樹
す
る
答
申
,

『
正
當
の
代
理
人
を
以
て
爲
し
た
る
取
引
に
付
て
の
権
利
義
務
は
代

理
を
解
く
の
手
續
を

爲
さ
穿
る
間
は
代
理
人
に
屡
す

』
、並
び
に
前
掲
全
上

一
〇
八
七
頁
第
五
條
に
対
す

る
全
上

一
〇
八
八
頁
所
幽

の
答
申
、
『
代
理

人
又
は
本
人
死
亡
す
と
難
ど
も
代
理
人
に
於
て
既
に
爲
し
た
る
契
約
は
本
人
叉
は
相
続

人
之
を
履
行
ぜ
ざ
を
得
す
」

参
照
。

●

動

徳
川
時
代
先
づ
原
則
と
し
て
、
張
力
な
支
配
樺
を
有
す
る
所
謂
永
小
作
、
及
び
永
小
作

に
准
ぜ
ら
れ
た
永
年
季
の
名
田
小
作

(
名
田
小
作
と
は
質
地
小
作
に
対
照

せ
る
名
目
で
、
土
地
所
有
者
が
自
ら
賃
貸
す
る
場
合
を
云
ふ
、
永
小
作
叉
名
田
小
作

の
一
つ
)

は
、
物
礎
で
あ

つ
た
と
解
す
べ
き
で
あ
る
が
、ー
然
る
時
は
此
種
小
作
は
物
権
た
る
の
故
を
以
て
、
當
然
第
三
者
に
対
抗

し
得
た
の
で

あ
る
。
故
に
永
小
作
権

永
年
季
名
田
小
作
権
を
設
定
せ
る
土
地
の
所
有
者

が
変
更
し
た
場
合

に
於
て
も
、
此
種
小
作
樺
は
當
然
存
続

恥

す
る
の
で
あ
る
が
咲
此
際
小
作
料
債
権

は
、
叉
新
た
な
る
契
約
を
侯
た
す
當
然
に
、
當
該
土
地
の
新
所
有
者

に
、
奮
所
有
者
よ
り
移

縛
す
る
も
の
で
あ
つ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

尚
ほ

無
年
季
或
は
短
期

の
名
田
小
作
は
、
概
し
て
第
三
者
に
対
抗

し
得
ざ
る
も
の
で
、
債
権

の
性
質
を
有
す

る
も
の
で
あ
る
が
,

地
方
接

つ
て
は
物
樺
の
性
馨

有
す
る
も
の
も
存
在
し
た
の
で
あ
%

更
隻

民
轟

録
丁
編
九
・
七
頁
晶

明
十
年
五
月
十
八

四
谷
匿

牛
込
匿

日
地
理
局
長

ヨ
リ
照
會
に
、
『
地
所

ヲ
他
人

二
貸

シ
敷
金
ヲ
預
リ
置
ハ .満
期

二
至

リ
返

F還

ス

ヘ
キ
約

四
谷
区

半
込
区

モ
ノ
其
期
限
中
事
故
ア
リ

テ
其
地
法
律

上

ニ
テ



㎜
雑
出買
ト

ナ

ル
坪
註
ハ数

金

禽
地
主

ヨ
リ
返
辮

ス
ル
ト
カ
叉

ハ
土
地

ノ
所
有
者

二
附
帯
概
績

ス
〃
ト
カ
借
主
、

ト
別
段
ノ
契
約

ア

ル
昏

ハ
論

チ
挨

タ

ス
ト
難

泥
是
等

ノ
契
約

ア
ラ
サ

〃
ト
キ

ハ
奮

地

主

ノ

一
身

二
止

リ
候

哉

叉

、

ハ
土
地

二
附
帯
セ
ル
義
務
ト
ナ
リ
テ
新
地
主

二
及

ヒ
可
申
哉
右
人
樺
物
樺
ノ
区
別
御
省
御
庭
分
上

一
定
ノ
例

規
モ
有
之
候

ハ
・
承
知

致
慶

此
段
及
御
問
合
候
也
-
良
法
課
長
ヨ
リ
回
答
韓

請

地
所
敷
金
云
云
ノ
儀
二
付
御
照
會
ノ
趣
詳
細
了
承
然
ル
ニ
該
件

ハ
固

ヨ
リ
成
文
ノ
法
律
之

レ
ナ
キ
上
ハ
裁
判
上

一
定

ノ
例
規

ト
申

ス
ハ
無
之
儀
ト
存
候
得
共
其
事
理
ヲ
推
究
ス
ル

ニ
地
所
借
受
ノ
敷
金

ハ

別
段
ノ
物
約
ア
ル
ヲ
除

ク
ノ
外
該
地
所

二
附
從

シ
テ
新
地
主

二
移
り
候
事
當
然
ト
思
考
仕
候
何
ト
ナ
レ
ハ
地
所

ハ
贈
費
ト
ナ
ル
ト
難

沁

地
所
貸
借
ノ
契
約

ハ
之
力
爲
メ

ニ
破
滅

ス
ル
ノ
道
理
ナ
ク
該
地
所

二
附
從

シ
タ
ル
貸
主
ノ
義
務

ハ
當
然
新
地
主
ノ
負
担

ス
ヘ
キ
者

ナ
レ
ハ
ナ
リ
然

ル
時
ハ
右
敷
金

ハ
地
所
貸
借

ノ
満
期

二
至
リ
新
地
主
ヨ
リ
借
主

二
返
還

ス
ヘ
キ
儀
ト
存
候
此
段
及
御
回
答
候
也
…
』

と
、
即
ち
少
く
と
も
明
治
初
年
代
に
は
、
普
通
の
短
期

の
借
地
椹
を
目
し
て
、
物
櫻
た
る
性
質
を
有
す
る
も

の
と
す
る
法
律
概
念
が

あ

っ
た
事
實
か
ら
、
又
民
法
施
行
前
後
迄
我

「
般
慣
行

の
借
地
樺
に
就
て
は
、
物
椹
た
る
性
質
を
有
す
る
か
、
或
は
債
権
た
る
性
質

を
有
す
る
か
、
そ
の
区
別
極
め
て
不
明
瞭
な
も
の
が
多
か
つ
た
た
め
に
、明
治
三
十
三
年
三
月
二
十
七
日
法
律

第
七
十
二
號
を
以
て
、

『
第

一
條
本
法
施
行
前
他
人
ノ
土
地

二
於

テ
工
作
物
叉

ハ
竹
木
ヲ
所
有

ス
ル
爲
共
ノ
土
地
ヲ
使
用

ス
ル
者

ハ
地
上
樺
者
ト
推
定

ス
』

と
規
定
し
、

剛
慮
物
樺
な
り
と
の
推
定
を
な
す
に
至
つ
た
。
抑
々
之
は
當
時
の
借
地
権
が
物
椹
た
る
要
素
を
、
よ
り
多
分
に
包
含
し

て
居
た
と
云
ふ
事
實
を
物
語
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
如
き
事
情
か
ら
逆
推
し
て
、
徳
川
時
代
に
も
物
構
た
る
此
種
の
借
地
樺
が
、
存

徳
川
時
代

に
於
け

ろ
債
権
及

び
債
務
の
移
幕

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

五

一



臨偲
川
時
代
に
於
け

る
債
懐
及
び
債
務

の
移
紬鴨

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

五
二

左
し
た
も
の
と
推
定
し
得
ら
る
」
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
果
し
て
然
り
と
す
れ
ば
、
物
樺
関
係

た
る
此
種
土
地
貸
借
上
の
賃
貸
料
債
権

は
、
之
叉
新
規
の
契
約
に
依
ら
す
、
法
律
上
當
然

に
當
該
土
地
の
新
所
有
者
に
、
移
蒋
す
る
も

の
と
解
し
得

ら
れ
は
し
ま
い
か
。

中
田
博
士
徳

川
時
代

の
物
権
法
雑
考
法
學
協
會
雑
誌
四
七
巻

五
號

=

一頁
以
下
。
尚

ほ
全
國
民
事
慣
例
類
集

三
五
八
頁

『
屋
敷

地

チ

貸

シ
地
代

チ
得

ル
一二

季
水
入
謹
書

ヲ
取
置
キ
地
代

ハ
年

々
取

立
右

一
季
謹

交
チ
以

テ
永

代
貸
與

へ
毎

年
證
書

チ
改

メ

ス
。
且
證
書

上
永
代
貸
與

フ
ル

ノ
明

文
ナ

シ
ト
錐

モ
其
實

ハ
永
小
作

ニ
テ
地
主

二
輔
換

ア
レ
ト
モ
借
主

ノ
樺

ハ
攣
換

セ
サ
ル
事

ナ
リ
越
後
國
蒲

原

郡
』

ご
、
嚴
正
な
意
味
の
小

作
で
な
く

、
物
椹
的
屋
敷

地
永

代
賃
借
権

の
存
在
し
た
ら
し

い
例
謹
参
照
。

全
國
民
事

慣
例
類
集

三
五
八
頁
越
後
國
蒲

原
郡
の
慣
例
。

前
掲
徳
川
時
代
の
物

権
法
雑
考
全
上
。
尚
ほ
全
國
民
事
慣
例
類
集

三
五
八
頁
越
後
國
蒲
原
郡
魚
沼
郡
の
慣
例
等
塗
照
、
本
邦
小
作
慣

行

六
四
、
二
六
四
、
六
八
各
頁
。

四

『
質
取
主

ハ
質
置
主
ノ
承
諾
ヲ
得
ル
ニ
非
ザ
レ
バ
転
質

(
叉
質
)
ヲ
爲

ス
コ
ト
ヲ
得
ズ
質
置
主
ガ
承
諾

テ
與

ヘ
タ
ル
場
合

ニ
ハ

(

⑯

自
己
ガ
負

フ
所
ノ
債
務
ノ
価
額

内

二
於
テ
ハ
第
二
質
樺
者
ノ
直
接
ノ
質
入
債
務
者
ト
ナ
ル
ニ
至
ル
モ
ノ
ト
ス
』
る
當
時
の
転
質
関
係

,

に
就

て
見
る
に
、
こ
」
に
又
少
く
と
も
債
権

の
法
律
上
の
移
転

に
准
す
べ
き
関
係

が
、
件
ふ
も

の
と
考

へ
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

先
づ
當
時
の
転
質
は
、
質
置
主
を
し
て
転
質
樺
者
の
債
務
者
た
ら
し
む
る
効
果
を
、有
す
る
も
の
な
る
こ
と
が
、前
記
に
依

つ
て
明



ら
か
で
あ
る
。
次
に
然
ら
ば
此
転
質
関
係

の
効
果

と
し
て
、
質
置
主
の
転
質
樺
者
に
負
ふ
債
務
、
別
に
云
ふ
な
ら
ば
轄
質
樺
者

の
質

置
主
に
対
す

る
債
権

は
、
如
何
な
る
法
律
事
實
に
原
因
す
る
も
の
で
あ
る
か
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
が
、
差
當

り
第

哨
に
、
質
取
主

の

質
置
主
に
対
す

る
債
権

が
、
転
質
契
約
に
依
り
転
質

椹
者
に
移
転

す
る
の
で
あ
る
と
、
推
考
さ
れ
得
よ
う
。
然
る
に
前
掲
徳
川
時
代

ノ
不
動
産
担
保

法
二
〇
頁
註
25
に
引
く
通
り
、
御
定
書
の
規
定
に
、

『
叉
質
之
節
増
金
借
受
候
云
々
』
と
あ
る
如
く
,
超
過
転
質

も

(

許
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
質
取
主
の
債
権

と
転
質
構
者
の
そ
れ
と
は
、
必
す
し
も
常

に
同

一
内
容
と
は
限
ら
な

い

の

で

あ

る
。
然
る
時
は
右
の
如
き
法
律
関
係

を
以
て
、
債
権

の
移
転

な
り
と
は
、
断
定
し
得
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
寧
ろ
之
は
.
転
質
権
者

の
た
め
に
、
特
に
法
律
が
創
設
し
た
債
権

で
あ
つ
て
、
質
取
主
の
質
置
主
に
樹
す
る
債
権

と
は
全
く
無
関
係

の
も
の
で
あ
り
、
質
取

主
の
債
権

が
転
質
権
者
に
移
転

し
た
の
で
は
な
い
と
、
見
る
の
が
適
當
の
様
に
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し

か
し
乍
ら
少
く
と
も
、

轄
質
樺
者
に
対
し
質
置
主
が
債
務

の
辨
濟
を
行
つ
た
場
合
に
は
、
よ
し
質
取
主
が
転
質
樺
者
と
相
並
ん
で
、
質
置
主

の
債
権
者
で
あ

っ
た
に
し
て
も
、
そ
の
辨
濟
完
了
の
瞬
間
に
、
質
取
主
の
債
権

は
當
然
に
消
滅
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
が
故
に
、
そ
の
法
律
上
の
根

篠
は
い
つ
れ
に
せ
よ
、
實
際
に
於
て
は
尚
ほ
、
質
取
主
の
質
置
主
に
対
す

る
債
権

が
、
転
質

椹
者
に
移
転

す
る
の
と
同
様
の
結
果
に

な
る
の
で
め
る
。
転
質

に
於
け
る
此

の
如
き
関
係

は
、
法
律
上
の
債
権
移
転

に
准
す
る
も
の
と
、
解
す
べ
き

で
は
あ
る
ま
い
か
。

前

掲
徳
川
時
代

ノ
不
動
産
擢

保
法

二
〇
頁
。

徳
川

時
代
に
於
け
ろ
債

橿
及
び
債
務

の
移
転

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

五
三



徳
川
時
代
に
於
け

る
債
槽

及
び
債
務

の
移
転

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

五
四

二

裁
判
上
の
債
権
移
転

と
し
て
學
ぐ
べ
き
は
、
身
代
限

(身
鎧
限
)
庭
分
に
依
る
債
権

の
移
転
で
あ
る
Q
元
來
身
代
限
は
封
財

産
強
制
執
行
で
あ
る
が
、
此
執
行
の
目
的
と
す
る
財
産
中
に
、被
執
行
者
た
る
債
務
者
に
屡
す
る
債
権

も
算
入
さ
れ
、夫

々
債
権
者
に

交
附
さ
れ
た
か
ど
う
か
と
云
ふ
に
、
當
時

の
執
行
の
目
的
は

『
田
畑
屋
敷
家
藏
家
財
』
で
あ
り
、
又
少
く
と
も
大
坂
地
方
に
て
は
文

㈹

字
通
り
の
総
財
産
で
あ
つ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
に
止
ま
り
、
此
家
財
或
は
総
財
産
な
る
も
の
曳
中
に
は
,
債
権
も
入
る
も
の
で

あ
つ
た
か
否
か
の
決
定
を
な
す
に
足
る
様
な
、
適
確
な
吏
料
を
見
出
し
得
な
い
た
め
に
、
今
遽
か
に
債
権

叉
強
制
執
行
の
目
的
で
あ

つ
た
と
は
、
断
定
し
得
な

い
の
で
あ
る
が
、

一
慮
の
肯
定
的
推
量
を
な
し
得
る
か
と
思
は
れ
る
筋
が
あ
る
の
で
あ

る
。
蓋

し

そ

れ

は
、
封
財
産
強
制
執
行
を
呼
ぶ
に
、
尚
ほ

未
だ
身
罷
限
の
名
稻
を
以
て
し
た
明
治
初
年
の
法
源
に
、
債
権

を

以
て
張
制
執
行

の
目
的

と
な
芸

事
例
を
、
見
出
し
得
る
が
故
で
あ
る
。
同
綿

五
年
壬
申
±

月
廿
吉

奢

第
四
十
號
達

『
身
雛

中
付
請
候
誉

リ

饒
人
へ
貸
附
置
候
證
文
有
之
節
左
之
通
可
心
得
候
事
身
艦
限
申
付
候
物
件
ノ
内
負
債
者
ヨ
リ
絵
人
へ
貸
付
置
候
金
穀
ノ
證
文
有
之
片

ハ
共
設
文
ノ
本
人

へ
眞
儒
ヲ
尋
ネ
於
無
相
違

ハ
則
本
人

ヨ
リ
證
文

面
ノ
通
リ
可
受
取
旨
債
主

へ
原

文

ハ
ご
あ

る
、

に
恐

ら

く

誤

記

、
一申
渡
シ
別
紙
雛
形

二

倣
ヒ
證
文

ノ
裏

へ
裁
判
所

こ
於
テ
其
旨
趣
ヲ
記

シ
可
相
渡
事
・:
・』
と
あ
る
が
如
く
で
あ
る
。

尚
ほ

徳
川
時
代
分
散
に
依
つ
て
債
権
が
移
転
す
る
の
で
あ
る
が
、
此
分
散
な
る
も
の
は
、
競
合
せ
る
多
数
債
権

を
満
…足
せ
し
む
る

こ
と
不
可
能
な
る
債
務
者
が
、
各
債
権
者
の
同
意
を
得
て
、
自
己
の
総
財
産
(
債
権
も
)を
彼
等
に
委
附
す
る
制
度
で
、
裁
判

外
に
於



⑳

け

る
債
務
者
と
債
権
者
と
の
協
約
に
依

つ
て
、
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
分
散
に
依
る
債
権
移
転

は
、
尚
ほ
契
約
上
の
移
転

で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
契
約
上
の
移
転

の
性
質
で
あ
る
と
は
云
ふ
も
の
曳
、
分
散

の
協
約

て
ふ
包
括
的
な
契
約

の
結
果
と
し

て
移
転

す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
個
別
的
な
講
渡
契
約
に
依
る
場
合
と
は
、
少
し
く
そ
の
型
艦
を
異
に
す
る
と
云
ふ
こ
と
が
出
來
る
の

で
あ
る
。
さ
れ
ば
と
云
つ
て
、
之
を
以
て
法
律
上
の
債
権
移
転

の

一
例
と
す
る
こ
と
も
、前
記
の
如
く
包
括
的
な
協
約
の
結
果
と
は
云

へ
,
尚
低
且
つ
該
協
約
は
債
権
移
転

を
、
そ
の
目
的
の

一
つ
と
し
て
居
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
が
故
に
、
そ
の
當
を
得
た
見
解

と
な
す
こ
と
は
出
來
な
い
。
強
ひ
て
云
ふ
な
ら
ば
、
之
を
以
て
債
権
の
契
約
上
の
移
転

と
,
法
律
上
の
移
転

と

の
中
聞
に
位
す
る
も

の
と
な
し
得
よ
う
か
。そ
れ
は
兎
も
角
分
散
と
身
代
限
と
は
、
元
來
そ
の
法
律
上
の
本
質
を
異
に
す
る
も
の
＼

そ
の
外
形
並
び
に
手

㈹

績
の
類
似
か
ら
、
當
時
に
あ
つ
て
も
往
々
に
し
て
混
同
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

}
面
両
者

が
共
に
債
権

の
内
容

の
實
現
を
目

的
と
す
る
制
度
で
あ
る
と
云
ふ
、
實
質
上
の
共
通
性
に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
ら
う
か
と
思

ふ
の
で
あ
る
。
若
し
此
種

の
共

通
性
の
側
か
ら

の
み
観
察
す
る
時
は
、
分
散
と
身
代
限
と
は
同
種
の
制
度
で
あ
つ
た
と
云
ふ
こ
と
が
出
來
る
と
思
ふ
。
そ
こ
で
分
散

の
目
的
の
中
に
、
前
記
の
如
く
債
権

が
算
入
さ
れ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
身
代
限
處
分
の
目
的
の
中
に
も
同
檬
に
、
債
権

が
含
ま
れ
て

居
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
の
推
量
を
、
な
し
得
ら
れ
は
し
ま
い
か
。

こ
」
に
分
散
に
關
す
る
説
述
を
試
み
た

の
は
、
此

の
如
き
推

量
が
許
さ
る
玉
と
す
る
な
ら
ぱ
、
前
段
身
代
限
に
就
て
試
み
た
推
定
を
裏
付
け
る
に
、
幾
分
役
立
ち
は
せ
ぬ
か
と
考

へ
た
た
め
で
あ

徳

川
時
代

に
於
け
る
債
権

及
び
債
務
の
移
転

(
第

一
巻

第

一
號
)

A

五
五



徳

川
時
代
に
於
け
ろ
債

懐
及

び
債
務

の
移
輔

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

五

六

る

。

前

掲
拙
稿
國
家
學
會
雑
誌

四
三
懸
九
號
第

二
執
行
手
續

二
c

民
事
要
録

甲
編

一
〇

=
二
頁
、
尚

ほ
全
上

一
〇

二
六
頁
電
年

二
三
號
蓬
参
照
。

前
掲
増

訂
徳
川

時
代
の
文
學

に
見
え
た
る
私
法
分
散
の
條

、
八阿
ほ
大
坂
方
の
諸
事
取
扱

振
り
た
記
録

ぜ
る
御
仕
置
雑
例
抜
書
な

る
書

の
勇
騰
倒

の
部
分
散

之
畳

中
の
割
符
之
畳
な

る
條
下

に
、

『
一
倒
人
掛
銀

ハ
町
人
取

二
廻
リ
て
雑

用
銀
員

ぜ
方
澄
出
之
候

一
倒
人
諸

道
具
借
藏

二
預
置
候
藏
敷
賃
銀

ハ
員

ゼ
方
汐
出
之
』

と
見

え
ろ
、
即
ち
貸
銀
債
懐
及
び
寄
託
物
返
還
請
求
権
が

、
分
散

の
目
的

と
な

つ
れ
も
の
で
あ

ろ
こ
と

な
知
り
得

ろ
。
倒
人
が
分
散
債
務
者
な

ろ
こ
と

、
員

ぜ
方

が
債
権

者
な

る
こ
ぜ」
は
、
本
註
前
段
所
引

に
依

つ

て
明
ら

か
で
あ
ろ
が
、
就

中
員

ぜ
方

に
就
て
に
.
法
律
上
で
も
諸
御
吟
味
落
着
書
留
(
大
坂
方

の
も
の
)
な

ろ
書

の
延
享
三
寅

十

一
月

〃
同
四
卯
年
中

の
部
第
十

一
項
身
上
限

り
退

ケ
道
具

一
件
の
條
に
、

『
…

道
具
…
員

せ
方
江
不
相
渡

其
上
右
道
具
之
内
外

江
も
退

ケ

置
候
段

重
≧
不
培

二
付
…
』

と
あ
ろ
が
如
く
で

あ
ろ
。

前
註
初
め
に
引
く
所
o

第

二

節

債

務

の
移
転

日

徳
川
時
代
財
産
法
上
の
債
務
移
転

に
關
す
る
資
料
の
.
存
す
る
も
の
極
め
て
少
く
、
當
時
に
於
け
る
此
種
制
度
の

一
斑
を
究
め
る



こ
と
す
ら
、
困
難
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
態

で
あ
る
。
し
か
し
今
漸
く
捜
索
し
得
た
僅
少
の
資
料
を
以
て
考
察

す
る
時
、
當
時
尚
ほ

財
産
法
上
の
債
務
移
転

な
る
制
度
が
.
存
在
し
た
こ
と
だ
け
は
判
明
す
る
の
て
あ
る
。

こ

・
に
云
ふ
財
産
法
上
の
債
務
移
転
…は
日、
或
に
債

務
看
の
交
替

に
依
ろ
更
改
で

あ
つ
ぬ

か
も
知
れ
ぬ

が
、
此
問
題
な
決
定
す
べ
き
史
繕

を
知
ら
す

、
故

に
以
下

は
姑
く
更
改
に
あ
ら
す

て
ふ
猫
断

に
從

ふ
も
の
で
あ

ろ
。

一

先
づ
第

一
に
債
務
の
移
転
を
目
的
と
す
る
契
約
、郎
ち
債
務
引
受
に
依
る
移
転

は
、當
時
行
は
れ
た
か
否
か
と
云
ふ
に
、
此
匙

殊
に
関
係

資
料
の
欠
乏
甚
し
き
も
の
が
あ
る
が
、
全
國
民
事
慣
例
類
集
二
七
五
頁
所
出
越
後
國
頸
城
郡
地
方
の
、

『負
債
ノ
爲
メ
退

身
知
失
シ
領
外

ヨ
リ
組
合
並

二
親
類

へ
負
債
ノ
爲
メ
退
身

シ
タ
ル
二
付
後
事
取
計
ヲ
依
頼

ス
ル
書
面
ヲ
邊

ル
事
ア
リ
・

此
時

ハ
組
合

艮
親
類

ヨ
リ
右
書
面
ヲ
以
テ
債
主

へ
示
談
申
入
債
主

二
於
テ
承
知
ス
ル
ト
キ

ハ
属
ヲ
爲

サ
ス
。
債
主
不
承
知
ノ
ト
キ

ハ
初
メ
テ
退
身
屈

ヲ
ナ
ス
。
・
:
・」
な
る
慣
例
は
、
當
時
価

務
引
受
制
が
存
在
し
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
、
な
し
得
な
い
だ
ら

う
か
。
両
ほ
同
様
の

慣
行
ば
、
徳
川
禁
令
考
後
聚
第
二
峡
四
五
二
頁
所
牧
天
保
+
亥
年
五
月
諸
家
々
來

二
而
借
金
銀
有
之
も
の
國
元
江
差
遣
愼
中
金
主
訴

出

二
付
取
計
方
相
談
書

の
條
下
の
返
答
文
、

『御
書
面
之
通
在
所
勝
手
愼
被
仰
付
候

ハ
御
答
筋

二
可
有
之
候
間
自
分

一
己
之
借
財

二

付
當
人
呼
出
候

ハ
不
相
當

二
可
有
之
候
聞
以
後
吟
味
之
不
及
沙
汰
旨
申
渡
候
方
可
然
尤
連
印
又

ハ
證
人
或

ハ
跡
引
受
候
も
の
有
之
候

分

ハ
御
懸
合
之
通
取
計
候
方
と
存
候
』
に
依

つ
て
も
窺
ひ
知
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
扱
て
之
等
は
姑
く
惜

い
て
、
少
く
と
も

徳
川
時

代
に
於
け
ろ
債
懐
及

び
債
務
の
移
転

(
第

一
谷
第

一
號
)

A

五
七



徳
川
時
代
に
於
け

る
債
椛
及
び
債
務

の
移
輔

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

五

八

無
審
或
は
頼
母
子
に
關
聯
し
て
.
債
務
受
引
が
行
は
れ
た
こ
と
だ
け
は
明
ら
か
で
あ
る
。

契
約
上
の
債
務
移
転

制
は
、
既
に
早
く
中
世
室
町
時
代
、
少
く
と
も
頼
母
子
に
關
聯
し
て
行
は
れ
た
も

の
ら
し

い
の
で
あ
る
。
即

⑨

ち
そ
れ
は
中
田
博
士
が
頼
母
子
ノ
起
源
な
る
論
文
に
於
て
、
頼
母
子
の

『
自
己
ノ
取
足
ヲ
寺
院

二
寄
進

シ
テ
:

:
已

二
當
籔
シ
タ
ル

勤

後
ノ
分
線

ハ
寺
家
支
饗

ベ
キ
モ
・
占

契
約
せ
る
享
徳
元
年
の
實
例
と
、

籟

母
子
懸
米
ノ
元
本
五
石
ヲ
寺
家

二
寄
導

・…

其
五
石

ハ
毎
年
別

二
利
殖

シ
其
利
米
二
石
ヲ
以
テ
懸
米

二
充
ツ
ル
者

ト
シ
叉
満
會
ノ
後

ハ
永
ク
・
.
・
.寺
社

二
施

入
ス
ベ
シ
ト
ノ
主
趣

二
似

タ
』
る
文
明
十
二
年
の
實
例
と
を
示
さ
れ
て
居
る
が
、
之
等
は
夫

々
債
務
舞
濟
の
負
担
附
の
購
與
契
約
と
見
て
、
差
支
な
か
ら

う
と
考

へ
る
か
ら
で
あ
る
。
尚
ほ

中
世
本
鏡
返
(
買
戻
附
責
買
)契
約
に
於
て
、

『
本

銭

返

緋

義
務

ハ
特
約

ニ
ョ
リ
萱
主

二
代
テ
第

働

三
者
之
ヲ
負

フ
コ
ト
ヲ
得
」

べ
き
慣
例
が
存
す
る
か
、
こ
は
叉
以
て
参
看
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
此
滑
革
に
徴
す
る
時
は
、
或
は
徳
川

時
代
に
於
て
も
、

一
般
に
和
當
焚
達
し
た
債
務
引
受
制
が
存
在
し
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
の
推
測
を
、
な
し
得
ら
る
曳
様

に
思
ふ

が
、
現
在
と
し
て
は
他
は
知
ら
す
、
只
少
く
と
も
無
審
(頼
母
子
)
に
關
聯
し
て
行
は
る
・
、
債
務
引
受
制

の
存

在
を
實
詮
す
る
史
料

だ
け
は
、
之
を
求
め
得
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
庄
屋
な
ど
村
吏

の
許
に
備
附

せ
ら
れ
た
ら
し
い
、
而
し
て
登
記
簿

の
如
き
性
質
を

有

つ
た
も
の
ら
し
い
、
村
民

の
各
種
の
契
約
證
書

の
控
書
で
あ
る
所
の
、
奥
印
帳
な
る
も
の
に
牧
載
す
る
次
の
如
き
實
例
で
あ
る
。



差

上

申

一
札

之

事

字
油

田

二
而
中
丁
組

上
田
五
畝
戴
拾
歩

字

山
の
紳

二
而

同
組

下
田
三
畝
歩

入
口
米
試
俵
三
斗

入
口
米
五
俵

右
は
本
家
彦
太
郎
儀
貴
寺
様
修
造
講
無
壼
人
数
二
和
加
申
候
庭

去
〃
年
本
園
相
中
リ
講
金
式
拾
爾
也
髄
預
り
申
候
處
實
正
也
然
〃

所
彦
太
郎
義
其
後
會
日
之
掛
合
和
滞
申
候

二
付
私
御
招
被
遊
委
細
被
仰
渡
之
節
承
知
之
上
御
挨
拶
申
上
彦
太
郎
方
江
茂
承
可
申
聞

候
所
近
年
不
如
意
之
彦
太
郎
故
叉
ヒ
掛
合
和
滞
中
候
二
付
無
撰
御
上
表
被
仰
候
段
私
共
被
召
出
候
被

仰
渡
之
趣
奉
畏
候
故
右
之

地
所
私
共
江
引
請
無
書
中
掛
合
差
禺
候
様
二
御
座
候
所
私
共
義
も
近
年
無
人
二
相
成
出
作
思
様
二
成
か
ね
候
二
付
達
而
御
願
申
上
候

右
試
ヶ
所
之
地
面
貴
寺
様
江
御
頼
申
上
此
度
地
面
相
渡
申
候
通
少
茂
相
違
無
御
座
候
然
上
は
無
霊
満
尾
迄
萱
ク
年
三
二
會
ツ
・
之

講
金
貴
寺
標
〃
御
掛
合
被
下
候
様
二
御
願
申
上
候
尤
無
審
漏
尾
二
相
成
候
節
右
之
地
所
御
齢
シ
被
下
候
様
被
仰
下
候
ハ
・
所
仕
合

奉
存
候
依
而
村
役
人
奥
印
相
添
差
上
申
候
爲
後
日
之
表
循
而
如
件

寛
政
六
年
寅
極
月

徳
川
時

代
に
於
け
ろ
債

儒
及

び
債
務

の
移
転

(
第

一
巷
第

一
號
)

A

五
九



徳
川
時
代

に
於
け

ろ
債
権
及
び
債
務
の
移
転

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

六
〇

田

地

世

話

人

宮

本

嘉

兵

衛

口

唖

ム月

ル
7

同

名

惣

兵

衛

無

量

院

様

惣

檀

中

方

前
書
之
通
我
等
持
高
之
内
貴
寺
様
江
和
渡
差
上
候
所
相
違
無
御
座
候
依
之
來
ル
卯
年
♂
御
年
貢
諸
役
等
御
所
持
之
内
は
貴
寺
様
御

方
二
而
御
上
納
可
被
下
候
以
上

宮

本

彦

太

郎

即
ち
本
證
書

の
内
容
は
,
元
來
の
無
審
講
掛
金
義
務
者
が
出
金
不
能
に
な
つ
た
の
で
、
彼
の
分
家

の
某
が
、
彼
の
田
地
の
牧
盆
椹
を
、

自
ら
行
使
す
る
こ
と
を
條
件
と
し
て
、
彼
の
掛
金
義
務
を
代

つ
て
員
ふ
こ
と
に
な
つ
た
が
、
之
も
事
實
不
可
能
な
の
で
、
更
に
分
家

某
が
該
田
地
の
牧
釜
椹
を
、
講
元
た
る
寺
院
に
移
転
す
る
こ
と
を
以
て
、
共
に
掛
金
義
務
を
寺
院
に
移
転

し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
以

上
の
法
律
関
係

に
は
、
掛
金
債
務
が
元
來

の
債
務
者
よ
り
そ
の
分
家
某

に
、
分
家
某
よ
り
寺
院
に
と
二
段

の
債
務
移
転

が
見
受
け
ら



,

れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
移
転

た
る
や
、
當
事
者
の
契
約

に
出
で
た
も
の
で
あ
る
の
で
あ
る
。
尚
ほ
大
審
院
民
事
判
決
録
第
二
.

百
九
十
五
號
頼
母
子
講
掛
金
催
促

一
件
上
告
ノ
判
文
明

治
十
七
年

二
月
廿
六
日
上
告
ノ

明
治
十
七
年
五
月
廿
七
日
申
渡

・
な
ど
に
依

つ
て
窺

ひ
知
ら
れ
る
様

に
、
明

治

初

年
に
於

て
も
持
圏
の
譲
渡
を
、
適
法
と
な
せ
し
こ
と
参
照
。

之
を
要
す
る
に
、
多
く
の
實
例
を
知
ら
す
、
そ
の
詳
細
を
究

め
得
な
い
が
、
少
く
と
も
債
務
引
受
な
る
法
律
関
係

が
、
徳
川
時
代

に
も
存
在
し
た
こ
と
だ
け
は
、
疑
ひ
の
な
い
事
實
と
云
ふ
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

國
家
學
會
雑
誌
十
七
巻

二
二
號
。

全
上
四
六
頁
。

全

上
四
七
頁
。

中
田
博
士

日
本
古
法

二
於

ケ
ル
道
奪
担
保

ノ
沿
革
法
學
協
會
雑
誌

三
八
谷

=

一號

=
二
頁
。

二

第
二
に
法
律
上
の
債
務
移
転

は
、
前
記
債
権

移
棘
日と
同
様
に
、
そ
の
典
型
的
な
類
例
と
し
て
は
、
相
続

法
上
の
債
務
承
縫
あ

醐

る

の
み

で

あ

る

。

し

か
し

財

産

法

上

に

て
も

、

次

の
如

き
場

合

に

は

債

務

が

移
弊

す

る

の

で
あ

る

。

83

前
掲
中

田
博

士
法
制
史
論
集

六
二
二
頁
、
全
上
増

訂
徳
川
時

代
の
文
學

に
見
え
六

ろ
私
法
相
続

の
條
等
参
照
。
尚
ほ

そ
の
詳
細

は
債

(

楢
相
続

と
共

に
、
後
日

別
偶
の
研
究

に
於

て
述

べ
ろ
豫
定
で
あ
ろ
o

徳
川
時
代
に
於
け

ろ
債
権
.及

び
債
務
の
移
転

.
(
第

一
谷
第

一
號
)

A

六

一



徳
川
時
代

に
於
け
る
債
梅
及
び
債
務
の
移
転

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

六
二

一

少
く
と
も
大
坂
方
に
於
て
は
、
先
に
述
べ
た
債
権
者
債
務
者
間
の
分
散
協
約

に
基
づ
き
.
分
散
債
務
者
の
財
産
を
處
分
す
る

(
時
、
そ
の
目
的
物
に
し
て

一
定
の
倉
庫
に
寄
託
さ
れ
て
あ
つ
た
場
合

に
は
、
そ
の
寄
託
契
約
上
の

一
債
務
た

る
藏
敷
料
債
務
は
、
分

散
債
権

者
が
之
に
代
當
す
べ
き
制
度
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
註
77
に
掲
出
せ
る
如
く

『
倒
人
諸
道
具
借
藏

二
預
置
候
藏
敷
賃
銀

ハ
員

(

せ
方
汐
出
之
』

べ
き
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

二

少
く
と
も
律
令
要
略
の
時
代
即
ち
享
寛
前
後
か
ら
安
永
七
年
中
葉
頃
迄
は
、
町
方
に
於
け
る
借
地
人
借
家
人
の
負
担

に
屡
す

(
る
金
公
事
債
務
が
、
裁
判
所
に
繋
属
し
て
居
る
時
に
當
り
、
そ
の
地
主
家
主
に
し
て
土
地
又
は
家
屋

の
明
渡

(地
立
店
立
)
を
裁
判

上

有
数
に
請
求
し
得
る
た
め
に
は
、
此
金
公
事
債
務
を
彼
等
自
ら

『
引
受
』
け
る
こ
と
を
要
し
た
の
で
あ
る
が
、
此
場
合
の
『
引
受
』

は
尚
ほ

、
債
務
に
代
當
す
る
の
意
味
で
あ
つ
た
と
、
解
し
て
差
支
な
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
Q
此

の
如
き
制
度

は
、
律
令
要
略
の
地
立

店
請
店
立
引
取
人
の
條

に
、『
一
店
立
之
家
主
願
出
無
擦
課
有
之
候

ハ
は
店
立
中
付
ル
但
若
店

ノ
者

二
出
入
有

之
候

ハ
は
幽
入
は
家
主

引
受
』
と
あ
り
、
叉
安
永
七
戌
年
八
月
六
日
町
方
之
も
の
借
金
銀
出
入
地
立
店
立
願
出
候

一
件
相
談
書
に
、

『
御
相
談
書
牧
野
大
隅

守
都
而
町
方
地
借
店
借
之
も
の
共
借
金
銀
出
入
有
之
候
得
ハ
地
立
店
立
願
出
候
而
も
右
金
子
出
入
家
主
引
受
不
申
候
得

ハ
地
立
店

立

不
枳
成
仕
來
候
庭
右
之
通

二
而
ハ
地
主
家
主
甚
難
儀
致
し
候
趣
相
聞
殊
不
将
成
も
の
ハ
地
立
店
立
家
立
よ
り
可
願
出
趣
候
得

ハ
金
子

出
入
態
態
持
候
様
成
も
の
も
有
之
哉

二
も
風
聞
致
候
間
以
來
外
公
事
合
吟
味
筋
之
も
の
ハ
格
別
金
子
出
入
之
分
者
家
主
引
受

一一不
及



地
立
店
立
定
法
之
通
申
渡
様
致
し
可
然
哉
右
之
趣
及
御
相
談
候
戌
八
月
六
日
下
〃
札
御
書
面
之
通
以
來
取
斗
可
然
存
候
戌
八
月
十
八

粉

日
曲
淵
甲
斐
守
』
と
あ
る
に
依
つ
て
知
り
得
る
。
省
ほ
地
借
店
借
は
勿
論
借
地
借
家
で
あ
る
咲

徳
川
禁
令
考
後
聚
第

二
朕
四

一
二
頁
。

前
揚
増

訂
徳

川
時
代

の
文
學
に
見

え
れ
る
私
法
地
借
店
借

の
條
o

信

前

節

第

二
項

旧
の
に
に
述
べ
た
如
く
、
當
時
の
転
質
関
係

に
於

て
は
、
少
く
と
も
質
取
主
の
質
置
主

に
対
す

る
債
権

が
,

転
質

樺
者
に
移
転

し
た
の
と
同
様
の
結
果
が
稜
生
す
る
の
で
あ
る
が
、
質
取
主
が
質
置
主
に
対
し

て
負
ふ
所
の
・
質
物
返
還
義
務

に

就
て
も
亦
、
同
様

の
現
象
を
見
る
も
の
と
考

へ
る

の
で
あ
る
。
即
ち
質
置
主
が
そ
の
債
.務
を
転
質
権
者
に
対
し

て
履
行
し
た
時
は
・

鯨
日質
椹
者
は
質
置
宅
に
対
し
、
質
物
を
返
還
す
べ
き
義
務
を
負
ふ
に
至
る
も
の
と
、
推
定
し
得
ら
る
、
が
故
に
、
こ
」
に
又
少
や
と

も
質
取
主
の
質
置
主
に
対
す

る
質
物
返
還
義
務
が
、
転
質

模
者
に
移
転
す
る
と
同

一
の
結
果
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

個

徳
川
時
代
小
作
地
を
転
貸

し
た
場
合

に
は
,
當
該
小
作
が
、
債
権

の
性
質
を
有
す
る
無
年
季
或
は
短
期

の
名
田
小
作
の
如
き

も
の
で
あ
つ
て
も
、
物
構
た
る
永
小
作
或
は
之
に
准
ぜ
ら
れ
る
永
年
季

の
名
田
小
作
で
あ
つ
て
も
、
い
つ
れ
に
し
て
も
小
作
料
は
、

原
則
と
し
て
地
主
に
対
し
直
接
に
、
韓
借
人
よ
り
支
払

ふ
べ
き
慣
例
で
あ
つ
た
が
、
此
場
合

の
韓
借
人
の
小
作
料
支
払

義
務
は
・
輻

徳
川
時
代

に
於
け

ろ
債
樽

及
び
債
務

の
移
転

(
第
二

巻

第

一
號

)

A

山ハ
三



徳
川
時
代

に
於
け

ろ
債
権
及
び
債
務
の
移
転

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

六
四

貸
人
の
地
主
に
対
し

て
負

へ
る
義
務
が
、
移
転
し
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
。
徳
川
時
代
土
地
転
貸

に
あ
つ
て
も
亦
、地

主

と
転
貸

人
、
転
貸

人
と
轄
借
人
と
の
法
律
関
係

、
更
に
轄
借
人
と
地
主
と
の
関
係
と
、
三
面
的
嗣
係

が
生
す
る
も
の
で

あ
る
が
故
に
、
転
貸

に
依

つ
て
地
主
と
縣
貸
人
と
の
法
律
関
係

は
、
消
滅
す
る
も
の
で
な
い
。
故
に
輻
貸
人

の
小
作
料
支
払

義
務
は
、
転
貸

後
に
於
て
も

尚
ほ
存
続

す
る
の
で
あ
る
。
然
る
時
は
先
に
轄
質
に
就
て
考

へ
た
と
同
様
に
、
弊
借
人
の
地
主
に
対
す

る
小
作
料
支
払

義
務
ぽ
、
韓

貸
人
の
義
務
が
移
転

し
た
も
の
で
は
な
く
、
法
律
が
特
に
韓
借
人
に
宛
て
」
設
定
し
た
義
務
で
あ
る
と
、
見
る

べ
き
で
あ
ら
う
。
し

か
し
乍
ら
、
若
し
醇
借
人
が
小
作
料
を
支
緋
し
た
場
合
に
は
、
転
貸

人
の
義
務
は
當
然
に
浩
滅
す
る
も

の
で
あ
ら
う
か
ら
、
少
く
と

絢

も
そ
の
支
緋

の
瞬
聞
に
於

て
は
、
債
務
移
転

と
同

一
の
結
果
を
発
生

す
る
も

の
と
云
ひ
得
る
の
で
あ
る
。

全
國
民
事
慣
例
類
集

三
五

一
頁
伊
賀

國
阿
拝
郡
、
全
上
三
五
七
頁
越
中
國
射
水
郡
、
全
上
三
五
八
頁
越
後
國
蒲

原
郡
、

全
上

三
六

一

頁
紀

伊
國

名
草
郡
、
全

上
海
部
郡
な
ざ
の
諸
慣
例
参

照
。
但

・し
全
上
三
五
九
頁
伯
老
目
國
會
見

郡
慣
例
に
、

少
し
く
そ

の
趣

な
異
に
す

う
も

の
、
如
く
で
あ
ろ
。
紛
ほ
前
掲
徳
川
時
代
の
物
懐
法
雑
考
法
學
協
會
雑
誌

四
七
春
五
號

一
二
頁
以
下
参
照
。

五

前
節
第
二
項

一
の
二
に
於
て
、
徳
川
時
代
物
椹
た
る
土
地
賃
借
禮
が
存
在
し
た
と
、
推
定
し
得
ら
る
べ
き
こ
と

を

述

べ
た

(

(

が
、
此
種
の
貸
借
権

は
物
椹
た
る
の
性
質
か
ら
、
地
主
の
変
更

に
係
ら
す
存
続

す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
場
合
、
若
し
奮
地
主



に
し
て
敷
金
を
預
つ
て
居
た
場
合

は
、
そ
の
数
金
返
還
義
務
は
當
然
に
、
新
地
主
に
移
転
す
る
も
の
で
あ
つ
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。

こ
は
前
節
第
二
項

幽
の
¢
所
引
明
治
初
年
の
文
よ
り
逆
推
し
た
見
解
で
あ
る
が
、
之
又

一
の
債
務
移
転

な
り
と
云
ふ
べ
き

で

あ
ら

う
o休

徳
川
時
代
の
奉
公
契
約
(雇
傭
契
約
)に
於
け
る
講
人
(
保
証
人
)
の
家
主
五
人
組
店
請
人
人
宿
な
ど
は
、

講
人
が
そ
の
保
証
義

助

務
を
履
行
せ
ざ
る
場
合
に
は
、
講
人
の
義
務
の
中
の
或
も
の
を
、
負
担

せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
が

、
之
叉
前
段
同
様

一
の
債
務
移
弊

乏
見
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。

拙
稿
徳
川
時
代
に
於
け
る
雇
傭
法
の
研
究
國
家
學
會
雑
誌
四
一
巻
九
號
第
二
款
法
律
上
の
櫓
保
。

㏄

或
る
特
殊
の
場
合
に
は
、
雇
人
の
債
務
が
法
律
上
當
然
に
、
そ
の
雇
傭
者
に
移
転

す
る
の
で
あ
る
。
中
田
陣
士
珍
藏
の
公
事

御
裁
許
御
留
書

の
異
本
と
思
は

れ

る
、
法
文
學
部
藏

す

る
所
の
公
事
録
な
る
古
爲
本
無
請
人
欠
落
之
下
人
費

掛
主
人
辨
濟

の
條
下

に
、

【、貞
享
五
辰
八
月
十
四
日
増
上
寺
片
町
五
郎
右
衛
門
方
汐
麻
布
三
聞
屋
町
孫
左
衛
門
方

へ
紙
費
懸
金
拾
五

爾
飴
有
候

庭

不

相

濟

旨
訴
之
孫
左
衛
門
者
下
人
市
兵
衛
買
掛
リ
候
由
雌
申
之
市
兵
衛
誌
人
相
果
候
以
後
請
歌
不
仕
替
其
上
市
兵
衛
致
欠
落
候
得

ハ
下
人
市

兵
衛
難
爲
買
掛
孫
左
衛
門
可
相
濟
之
旨
手
形
申
付

ル
』
と
あ
る
が
如
く
で
あ
る
。

徳
川
時

代
に
於
け
ろ
債
櫻

及
び
債
務

の
移
転

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

六
五



徳

川
時

代
に
於
け
ろ
債
権
及

び
債
務
の
移
転

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

六
六

紛

徳
川
時
代
特
許
営
業

椹
の
費
買
が
行
は
れ
た
が
・
そ
の
際
該
営
業

構
に
附
随
し
て
、
浩
極
財
産
即
ち
借
金
が

一
緒
に
移
転

す

(
る
例
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
此
種
の
法
律
関
係

に
し
て
、
若
し
當
事
者
の
契
約
に
依

つ
て
初
め
て
畿
生
す

る
も
の
と
す
れ
ば
、
こ

は
正
に
債
務
引
受
で
あ
る
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
が
、
現
在
知
り
得
る
所
は
、
-法
律
の
規
定
に
依
つ
て
営
業
権

と
共
に
、
債
務
が
移
転

す
る
場
合
の
み
で
あ
る
c

徳
川
時
代
旗
本
御
家
人
等

の
た
め
に
、
彼
等

の
俸
禄
役
料
な
ど

の
受
領
又
は
そ
れ
の
売
却
、或
は
彼
等
の
た

め
に
そ
の
他

の
金
融
を

な
す
を
業
と
し
た
札
差
な
る
も
の
が
存
在
し
た
が
、
彼
等
は
同
業
組
合
を
組
織
し
、
享
保
九
年
幕
府

の
特
許
を
以
て
專
業
椹
を
獲
得

す
る
に
至
つ
た

の
で
あ
る
。
此
種
の
專
業
樺
は
所
謂

『株
」
で
あ
つ
て
、
札
差
株
は
當
時
費
買
さ
る
玉
に
至

つ
た

の
で
あ
る
。
然
る

に
寛
政
年
代
に
及
び
、
彼
等
の
資
金
窮
乏
を
來
し
た
た
め
に
、
幕
府
は
札
差
組
合
に
対
し
資
金

の
貸
付
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
札
差

組
合
は
所
謂
拝
借
を
な
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
拝
借
債
務
は
各
株
樺
者
の
分
憺
す
る
所
と
な
つ
た
の
で
、
若
し
或
札
差
株
を
譲
受

け
る
萎

る
時
は
・
此
拝
借
分
憺
の
霧

を
當
然
に
負
担
す
べ
き
旨
を
・
彼
等
の
鶴

法
境

定
し
て
居
る
の
で
あ
軸
・
爾
暴

粉

要

集
コド
三

六

二
頁

所

掛

札

差

株

式

譲

請

請

合
證
文

之

事

に

、
『

一
:

:
誰

札

差
株

式

,
・
:

・譲

受

・
:

・御

下
ゲ

金

返

納

之

儀

は

無

・
滞

上

納

仕

べ
く

候

、

・
:

・請

合

人

・
:
加

判

人

・
:

・當

人

:

:
惣
仲
間

中

』
と

あ

る
参

照

。

尚
ほ

特

許
営
業

は
札

差

に
限

ら
す

、

且

つ
幕

府

の
み

の
制
度

で

は

な

い

の
で

あ

る

が

、

阿

波

藩

に
於

け

る
酒

造

株
移
転

の
際

に
も



亦
、
債
務
移
転

の
件
ふ
こ
と
が
あ
つ
た
こ
と
を
、
推
知
し
得
る
様
に
思
ふ
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
阿
波
藩
民
政
史

料
(大
正
五
年
版
)
曜

五
九
五
頁
所
牧
造
酒
株
御
下
札
質
物
に
入
借
用
申

一
札
之
事
に
、

『
一
造
酒
株
御
下
札
:
:
つ
よ
:
:
右
私
所
持
之
造
酒
株
御
下
札
.

此
度
其
方

へ
質
物
に
入
:
:
金
子
髄
に
受
取
・
:
右

酒
株
に
付
拝
借
他
借
少
し
茂
無
之
・
:
・付
酒
屋
裁
判

人
奥
書
申
請
相
渡
申
候
…

,,.相
滞
申
候
は
ζ
右
質
入
之
御
下
札
無
異
儀
相
渡
可
申
候

・:
・弘
化
四
未
年
十

「
月
吹
田
茂
右
衛
門
印
大
阪
屋

か
ね
と
の
:
:
』
と
、

拝
借
他
借
無
き

こ
と
を
担
保

し
て
居
る
が
、
之
は
反
面
に
於
て
拝
借
他
借
が
あ
る
場
合

は
、
株
を
譲
受
け
た
新
営
業

者
之
を
引
受
く

る
の
制
を
物
語
る
も

の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
、
思
考
す
る
が
故
で
あ
る
。
尤
も
此
種

の
法
律
関
係

が
、
法
律

の
規
定
に
依
り
當
然
磯

生
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
或
は
當
事
者
の
契
約
に
基
づ
く
も
の
で
あ
つ
た
か
の
瓢
は
、
全
く
不
明
で
あ
る
。
さ
れ
ば
實
は
此
古
文
書

の
内
容
の
正
當
な
る
理
解
は
、
全
て
後
B
の
研
究
に
侯
た
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
故
に
、
現
在
と
し
て
は

一
個
の
参
考
資
料
と

し
て
、
掲
示
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
他
に
参
考
資
料
と
し
て
、
も

一
つ
掲
げ
て
置
き
た

い
の
は
、
博
多
織
株
の

譲
渡

に
當

り
、
株
と
共
に
債
務
の
移
転
す
る
こ
と
な
き
旨
を
特
記
せ
る
次
の
古
文
書
で
あ
る
。
博
多
織
物
史

(
明
治
廿
九
年
刊
)
三

一
頁
所
牧

『
家
名
費
渡
證
文

事
拙
者
儀
依
仕
組

二
:
:
拙
者
身
退
家
名
貴
殿

ヱ
相
譲
博
多
織
機
並
御
扶
持
其
外
共
代
々
之
通
貴
殿

ヱ
被
仰
付
被

爲
下
候
様
御
町
御
役
所
:
:
ヱ
奉
願
上
頼
之
通
貴
殿

工
被
仰
付
候
依
之
右
譲
渡
爲
代
金
:
:
髄

二
請
取
候
所
實

正
也
:
:
勿
論
家
宅

材
等
不
相
譲
家
名
費
渡
候
事
故
拙
者
材
用
筋

一
切
御
構

二
不
及
縦
令
家
名
付
候
借
財
等
有
之
他
所

ヨ
リ
及
御
引
合
候
共
右
之
課
ヲ
以

徳

川
時
代
に
於

け
ろ
債
樒

及
び
債
務

の
移
輔

(
第

一
谷
第

一
號
)

A

六
七



徳
川
時
代
に
於
け
ろ
債
権

及
び
債
務
の
移
輔
…

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

六
八

テ
御
答
可
被
成
候
柳
御
面
倒
之
儀
カ
ヶ
申
間
敷
候
:
・
.嘉
永
六
年
丑
十
二
月
:
:
』
。

前
掲
日
本
纏
濟
史
研
究
札
差
の
條
。

未
刊
随
筆
百
種
第
七
巻
所
牧
。

圧

最
後
に
、
文
政
五
午
年
三
月
歌
舞
妓
役
者
共
江
掛
金
銀
出
入
取
計
方
大
坂
町
奉
行
よ
り
問
合
井
答
書
に
、

醐.
一
右
借
入
銀
濟

(
方
可
掛
伜
無
之
其
役
者
名
前
を
藝
弟
子
和
名
乗
候
而
芝
居
被
抱
給
金
を
取
候
者
杯
江
掛
り
候
出
入
爲
請
方
此
儀
相
綾
人
二
無
之
候
共

名
前
請
縫
候
も
の
を
枳
手
取
出
入
及
ひ
候
節
は
相
手
方
師
匠
之
名
前
を
名
乗
候
共
人
別
改
之
上
養
子

二
相
成
候
儀
二
者
無
之
菩
提
所

等
も
違
ひ
且
師
匠
之
家
族
杯
引
請
候
儀
も
無
之
課
相
分
り
全
ク
名
前
を
譲
請
候
而
己
之
儀

二
候

ハ
・
濟
方
申
付
候
筋

ニ
ハ
有
之
間
敷

候
併
師
匠
之
名
前
を
名
乗
候
故
格
別
家
業
に
相
成
候
者
ハ
其
始
末

二
寄
事
實
之
利
解
申
聞
讐
方
勘
辮
之
上
封
談
爲
致
候
檬
取
計
候
心

得

二
有
之
候
.

,

・拙

者

共

O
筒
井
伊
賀
守

榊
原
主
計
頭

取
計
之
心
得
者
書
面
之
通
有
之
候
以
上
』
と
あ
る
が
、
此
史
料
に
就

て
少
し
く
考

察

を

試

み

て
置

き

た

い
。

先
づ
本
文
に
依

つ
て
、
當
時
に
於
て
も
相
続

に
依
ら
す
、
只
軍
に
師
匠
で
あ
り
弟
子
で
あ
る
と
云
ふ
関
係

か
ら
、
弟
子
が
師
匠

の

役
督
名
前
を
譲
受
け
て
名
乗
る
慣
習
が
存
し
た
こ
と
を
知
り
得
る
が
、
此
の
如
き
場
合
に
於

て
弟
子
は
、
少
く
と
も
師
匠
の
役
者
名



承
縫
を
原
因
と
し
て
は
、
法
律
上
當
然
に
師
匠
の
債
務
に
代
當
す
る
責
任
を
有
す
る
が
如
き
こ
と
の
な
か
つ
た
こ
と
は
、
叉
右
の
文

に
依
つ
て
明
瞭
で
あ
る
。
し
か
し
若
し
役
者
名
承
縫
の
結
果
、

『
格
別
家
業

二
相
成
候
」
郎
ち
相
當
の
牧
釜
を
見
る
様

な

場

合

に

は
,

『
事
實

の
利
解
申
聞
讐
方
勘
聯
之
上
封
談
爲
致
候
様
取
計
候
』
.
換
言
す
れ
ば
師
匠
の
債
権
者
と
當
該
師
匠
の
役
者
名
承
縫
の

弟
子
と
の
談
合
に
依
り
、
師
匠
の
債
務
に
就

て
何
等
か
事
實
的
解
決
を
途
げ
る
様
、
此
種
債
権

の
出
訴
を
受
け
た
裁
判
所
は
、
右

の

債
権

者
及
び
弟
子
に
申
聞
か
す
慣
例
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
此
の
如
き
裁
判
所
の
態
度
は
、
役
者
名
前
譲
受

の
弟
子
は
、
そ
の
師
匠

の
負
債
に
代
當
す
る
道
義
的
責
任
を
、
負
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
思
想
が
、
少
く
と
も
當
時
の
法
曹
の
心
裡
に
存
在
し
た
こ
と

を
、
示
す
も
の
と
云
ふ
こ
と
が
出
來
よ
う
。
尤
も
此
の
如
き
思
想
は
、
只
単
に

思
想
と
し
て
止
ま
り
、
法
規

の
上
に
顯
現
す
る
に
は

至
ら
な
か
つ
た
も
の
」
如
く
で
あ
る
が
、
法
律
上
の
債
務
移
転

に
類
似
の
慣
行
と
し
て
、
或
は
叉
少
く
と
も
債
務
移
転

制
研
究
の
参

考
と
し
て
、
本
節
に
於
て
併

せ
考
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

徳
川
禁
令
考
後
聚
第

二
峡
四

三
二
頁
∩

結

論

以
上
二
節
を
以
て
、
徳
川
時
代
に
於
け
る
債
権
並
び
に
債
務
の
財
産
法
上
の
移
転

に
關
す
る
法
制
を
、
先

づ

一
通
り
述
べ
て
見
た

徳
川
時
代

に
於
け

る
債
権

及
び
債
務

の
移
輔

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

六
九



徳

川
時
代

に
於
け

ろ
債
権
及
び
債
務
の
移
輔

(
第

一
谷
第

一
號
)

A

七
〇

の
で
あ
る
が
、
そ
の
聞
種
々
の
疑
問
の
解
決
し
得
ざ
る
も
の
が
あ
り
、
更
に
尚
ほ
脱
漏
す
る
所
な
き
を
保
し
難
い
の
で
あ
る
。
し
か
・

し
乍
ら
そ
の
大
綱
に
至
つ
て
は
、
大
膿
に
於
て
之
を
悉
く
し
得
た
も
の
と
信
す
る
も
の
で
あ
る
Q

依
つ
て
今
こ
㌧
に
、
本
稿
結
論
と
し
て
、
以
上
の
如
き
債
権
債
務
の
移
噂
制
を
通
し
て
、
當
時
の
債
権

債
務

の
本
質
を
、
窺

つ
て

置
き
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

先
づ
以
上
二
節
に
亘
る
論
證
を
以
て
、
第

一
に
徳
川
時
代
債
権

譲
渡
は
、
よ
し
そ
の
訴
権

の
発
生
に
は
多
く
の
條
件
が
必
要
と
さ

れ
た
と
は
云

へ
、
明
ら
か
に
法
律
上
許
容
さ
れ
、

一
般
に
普
及
も
し
て
居
た
こ
と
を
知
り
得
ら
れ
る
。
第
二

に
債
務
引
受
は
、
関
係

資
料
の
見
る
べ
き
も
の
僅
少
な
る
た
め
、
此
種
制
度

の

一
斑
を
窺
ふ
こ
と
も
困
難
で
あ
る
が
、

一
二
の
資
料

は
債
務
引
受
制
の
存
在

を
立
證

し
て
居
る
次
第
で
、
當
時
の
経
済
生
活
が
未
だ
實
際
に
債
務
引
受
の
必
要
を
感
ぜ
す
、
從
つ
て

一
般

に
普
及
す
る
に
は
至
ら

な
か
つ
た
の
で
あ
ら
う
が
、
少
く
と
も
債
務
引
受
な
る
法
理
の
存
在
し
た
こ
と
だ
け
は
、
確
か
な
の
で
あ
る
。
第
三
に
は
法
律
上
並
・

び
に
裁
判
上
、
又
債
権

及
び
債
務
が
移
転

す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
、
知
り
得
る
の
で
あ
る
。
之
を
要
す
る
に
徳
川
時

代

に
於

て

は
、
債
権

債
務
の
法
律
上
裁
判
上
或
は
契
約
上
の
移
転
が
行
は
れ
、
相
當
発
達

し
た
法
制
と
し
て
、
構
成
さ
れ
て
居
た

の
で
あ
る
Q

元
來
法
學
上
謂
ふ
所
の
債
権
債
務
関
係

な
る
も
の
は
、
特
定
人
問
の
請
求
と
給
附
と
を
内
容
と
す
る
、
人
的
関
係

で
あ
る
の
で
あ

る
G
然
る
に
債
権
或
は
債
務
の
移
転
な
る
法
律
関
係

は
、
そ
の
特
定
人
即
ち
債
権
者
又
は
債
務
者

の
交
替
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
が



故

に
、
若
し
債
権

債
務
の
移
転
が
許
さ
る
ゝ
場

合
に
は
、
此
特
定
人
な
る
も
の
Σ
債
権
債
務
関
係

に
於
け
る
地
位
は
、
絶
対

的
な
も

の
で
は
な

い
の
で
あ
る
。
徳
川
時
代
債
権

債
務
の
移
転
が
行
は
れ
た
と
云
ふ
こ
と
は
、
右
の
如
き
理
由
か
ら
し
て
、
當
時

の
債
権
或

は
債
務
は
、
尚
ほ

人
的
関
係

で
あ
つ
た
と
は
云

へ
、
そ
の
特
定
當
事
者
に
膠
著
す
る
も

の
で
な
い
と
云
ふ
法
理
の
存
在

せ

る

こ

と

を
、
示
す
も
の
と
云
ふ
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
Q

債
権

債
務
移
転

の
各
場
合
の
中
に
就
て
、
債
権

の
譲
渡
並
び
に
債
務
の
引
受
即
ち
契
約
上
の
移
転
制
は
、
概
し
て
各
國
近
代
法
上

の
も
の
で
、
古
代
法
の
多
く
は
之
を
許
容
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
就
中
羅
馬
法
が
此
種
の
制
度
を
許
容
せ
ざ
る
は
、
周
く
知
ら
る
ゝ

通
り
,
債
権

債
務
関
係
O
b
l
i
g
a
t
i
o
と
は

一
の
法
鎖
で
あ
り
、
解
き
得
ざ
る
紐
帯
で
あ
り
、
関
係
常
事
者

た
る
特
定
人
を
羅
束
す

る
も
の
で
あ
り
、
特
定
人
そ
の
も
の
玉
人
格
が
、
債
権
関
係
存
続

の
要
件
で
あ
る
と
な
す
法
理
に
、
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

(
I
n
.

I
I
I
,
 
1
3
,
 
p
r
.
:
 
O
b
l
i
g
a
t
i
o
 
e
s
t
 
i
u
r
i
s
 
v
i
n
c
u
l
u
m
,
 
q
u
o
 
n
e
c
e
s
s
i
t
a
t
e
 
a
d
s
t
r
i
n
g
i
m
u
r
 
a
l
i
c
u
i
u
s
 
s
o
l
v
e
n
d
a
e
 
r
e
i
 
s
e
c
u
n
d
u
m

n
o
s
t
r
a
e
 
c
i
v
i
t
a
t
i
s
 
i
u
r
i
s
,
 
�
 
�
 
V
g
l
.
 
D
.
 
X
L
I
V
.
 
7
,
 
3
.
 
P
a
u
j
u
s
-

)・

徳
川
時
代
法
律
行
爲
上
の
債
権
債
務

の
移
転

が
、
法
律
上
有

奴
に
行
は
れ
た

こ
と
は
、
よ
し
そ
れ
が
意
識
的
で
な
く
暗
鰍
の
裡

に
於

て
野
は
あ
る
と
云
へ
、
正
に
之
と
正
反
対

の
債
模
理
論
が
兎

も
角
も
、
存
在
し
て
居
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
、
な
し
得
る
で
あ
ら
う
。

徳
川
時
代
の
債
権
法
上
、
債
権
関
係

は
i
u
r
i
s
 
v
i
n
c
u
l
u
m

(
法
鎖

)に
あ
ら
す
、
特
定
當
事
者
に
膠
著
す
る
も
の
に
あ
ら
す
と
云

徳
川
時
代
に
於
け
る
債
権

及
び
債
務

の
移
転

(
第

一
巻
第

一
號

)

A

七

一



徳
川
時
代

に
於
け

ろ
債
権

及
び
債
務

の
移
転
…

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

七

二

ふ
観
念
は
、
債
権

債
務
の
移
弊
の
場
合
に
の
み
現
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
各
種
の
行
爲
に
就

て
、
之
を
見
る
こ
と
が
出
來

る
の
で
あ

る
。
例

へ
ば
そ
の
第

一
は
、
所
謂
領
主
地
頭
借
及
び
地
頭
裏
判
借
金
の
場
合

で
あ
る
。
此
両
者

は
、
既
に
別
稿

に
於
て
そ
の
大
龍
を

論
證

し
た
通
り
に
,
そ
の
担
保

方
法
と
し
て
、
前
者
が
村
方
よ
り
領
主
又
は
地
頭
に
差
出
す
べ
き
何

ヶ
年
分

か
の
年
貢
を
引
當
と
す

る
に
対
し
、
後
者
に
あ
つ
て
は
村
方
の
田
畠
を
質
入
す
る
か
若
し
く
は
書
入
れ
る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
相
違

が
あ
る
に
止
ま
り
、
共

に
領
本
又
は
地
頭
の
負
憺
に
屡
す
る
借
金
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
に
於
て
は
、
全
く
同

一
の
も
の
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
此
種

借
金
契
約

の
當
事
者
は
、
金
主
と
村
方
(
百
姓
)
で
あ
っ
て
、
領
主
地
頭
自
ら
が
契
約
當
事
者
と
し
て
、
立
つ
も
の
で
は
な
か
つ
た
の

で
あ
る
。
此
こ
と
は
領
主
地
頭
借
冷
二

に
郷
印
證
文

に
依
る
借
金
と
稻
し
た
こ
と
、
叉
領
主
地
頭
自
身
若
し
く
は
そ
の
役
人
の
裏
印

叉
は
奥
印
を
當
該
借
金
證
書

に
添
加
す
る
か
、
或
は
別
に
彼
等

の
添
證
文

が
作
成
さ
れ
て
居
る
こ
と
を
、
領
主
地
頭
借
叉
は
地
頭
裏

朝
借
金
の
成
立
要
件
と
な
し
、
若
し
之
等

の
要
件
を
欠
く
場
合
に
は
、
百
姓
借
叉
は
村
方
借
金
即
ち
村
方
が
債
務
者
た
る
法
律
関
係

と
し
て
、
そ
の
ま

」
存
続
す
る
も

の
で
あ
つ
た
こ
と
な
ど
に
依

つ
て
、看
取
す
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
之
を
要
す
る
に
地
頭
裏

判
借
金
及
び
領
主
地
頭
借
な
る
も

の
は
、
村
方
自
身
が
自
己
の
名
に
於
て
債
権
者
と
法
律
行
爲
を
な
し
、そ
の
法
律
行
爲

の
結
果
か
、

其
後
の

一
定
要
件

の
且
ハ備
に
從

つ
て
、
領
主
地
頭
に
及
び
、
彼
等
が
債
務
者
に
な
る
と
云
ふ
、
特
殊
な
法
律
関
係

で
あ

る

の

で

あ

Obる
。
扱
て
此
の
如
き
法
律
関
係

の
性
質
は
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
と
云
ふ
に
、
今
遽
か
に
之
が
断
定
は
な
し
得
な
い
が
、
そ



の
間
に
或
種
の
代
理
関
係

を
認
め
る
こ
と
が
出
來
は
し
ま
い
か
。
し
か
し
法
律
行
爲
の
効
果

が
、
先
づ
行
爲
者
自
身
に
及
ぶ
も
の
と

見
る
べ
き
で
な
い
が
故
に
、
右
の
法
律
関
係

を
聞
接
代
理
関
係

と
解
す
べ
き
で
は
な
い
、
又
債
務
も
共
に
第

三
者
(領
主
地
頭
)
に
及

ぶ
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
第

三
者
の
た
め
に
す
る
契
約
と
も
云
ひ
得
な
い
と
思
ふ
。
そ
こ
で
行
爲
者
自
身
の
名
に
於
て
な
す
行
爲
の

効
果

が
全
部
、
一
定
要
件
の
具
備
を
條
件
と
す
る
と
は
云
へ
、第
三
者
に
蹄
属
す
る
と
云
ふ
此
種
の
関
係

は
、

法
律
上
本
來

の
代
理
と

見
て
、或
は
少
く
と
も
代
理
に
類
す
る
も
の
と
解
し
て
、先
づ
差
支
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
元
來
代
理
な
る
法
律
関
係

は
,

坤ξ
凶ω

<
言
。包
⊆
8

の
債
権
理
論
を
有

つ
羅
馬
法
は
、
之
を
認
め
な
か
つ
た
の
で
あ
る
が
、
徳
川
時
代
に
於
け
る
右

の
如
き
法
律
関
係

は
、

叉
債
権
債
務
を
以
て
人
に
膠
著
す
る
も

の
に
あ
ら
す
と
す
る
,債
櫃
理
論

の

一
適
用
に
外
な
ら
な
い
と
考

へ
る

の
で
あ
る
。
尚
ほ
徳
川

時
代
代
理
関
係
は
、殊
に
商
業
界
に
於
て
相
當
の
発
達
を
遽
げ
て
居
た
も
の
」
如
く
で
あ
る
。即
ち
商
事
慣
例
類
集
第
三
篇
下
巻
第
五

章

一
〇
四
三
頁
乃
至

一
一
〇
三
頁
の
記
載
に
從

へ
ば
、地
方
に
よ
り
取
引
社
會
の
異
な
る
に
よ
り
必
す
し
も

一
様
で
は
な

い
が
.代
理

或
は
代
理
に
類
す
る
慣
行
が
、各
地
に
行
は
れ
た
こ
と
が
充
分
明
瞭
で
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
第
二
は
、奉
公
契
約
即
ち

雇
傭
契
約
の

場
合
で
あ
る
。當
時
の
奉
公
契
約
に
於
け
る
契
約
當
睡
者
の

一
方
は
、最
も
普
通
に
そ
の
労
務
供
給
債
務
者
た
る
奉
公
人
で
は
な
く
、

働

そ
の
保
證
人
た
る
父
兄
そ
の
他
で
あ
る
か
の
如
く
見
え
る
の
で
あ
る
。
此
種

の
行
爲
の
法
律
上
の
性
質
に
就

て
は
、之
を
明
確
に
概
念

的

に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ら
う
が
、少
く
と
も
奉
公
人
と
そ
の
保
証

人
と
の
間
に
は
、代
理
に
似
た
る
関
係
を
見
る
事
が
出
來

徳

川
時

代
に
於
け
る
債
権

及
び
債
務
の
移
輔

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

七

三



徳
川
時
代
に
於
け
る
債
橿

及
び
債
務

の
穣
輔

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

七
四

る
と
思
は
れ
る
。第
三
に
は
、次
の
如
き
二
つ
の
慣
行
が
存
在
し
た

こ
と
で
あ
る
。
尤
も
そ
れ
等
は
、明
ら
か
に
そ
の
裁
判
上
の
保
護
を

拒
否
さ
れ
,或
は
行
爲
そ
れ
自
躰
が
禁
止
さ
れ
て
居
た
の
で
あ
る
が
、敢

へ
て
此
種
の
慣
行
を

こ
、
に
採
り
上
げ
て
考
察
す
る
の
は
、

之
等
は
叉
當
時
の
債
権

の
本
質
が

甘
募

く
甘
。乱
c
§

に
あ
ら
す
と
云
ふ
法
理
の
、
一
爽
現
と
見
る
こ
と
が
出
來
よ
う
と
思
ふ
か
ら

励

で
あ
る
。
そ
の

一
は
公
事
方
禦

芝

、コ

宛
所
無
之
婁

-
右
同
断
取。
欝

と
見
え
る
・
所
謂

『
宛
所
無
之
證
文

』
に
依
る
契

約

の
償
、行
で
あ
る
。
宛
所
即
ち
債
模
者
名
義
を
記
入
確
定
せ
ざ
る
契
約

の
行
は
れ
た

こ
と
が
、
之
を
以
て
窺
ひ
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
二
は
同
じ
く
御
定
書
に
、

『
一
・
:
・白
紙
手
形

二
而
質
地
借
金
等
取
や
り
仕
候
も
の
不
将

二
付
濟
方
之
不

及
沙
汰
讐
方
井
證
人

.

共
過
料
可
申
付
事
』
と
云
ふ
、
所
謂
白
紙
證
文

に
依
る
契
約
の
行
は
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
白
紙
證
文

な
る
も
の
は
、
御
仕
置
裁
許
記

に
牧
め
た
る
享
保
律
改
正
規
矩
の
第
十
八
項
に
、

『
自
紙
手
形
と
い
ふ

ハ
金
高
之
奥

二
借
主
證
人

之
姓
名
を
記
所
江
印
形
斗
す

へ
置

交
言
は

「
字
も
不
書
金
主

へ
渡
置
金
子
返
濟
難
澁
之
節
金
主
方
二
而
仕
勝
手
如
何
様
に
も
文
言
相
認
掛
入

二
可
取
繕
弛
め
巧
候
物

也

右
白
紙
手
形

二
而
借
金
之
諜
明
白
と
申
者
於
有
之
者
其
澄
丈

ハ
破
リ
捨
濟
方
ハ
不
申
付
金
主
不
将

二
付
證
文

之
金
高
出
さ
せ
公
儀
江

取
上
之
」
と
あ
る
如
く
、
證
書

面
に
金
高
と
債
務
者
名
義

の
み
を
記
入
せ
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
つ
て
、
右

の
『
宛

所

無

之

設

文

「
と
異
な
り
、
契
約
文
言
も
全
く
白
紙
で
あ
つ
た
も
の
で
あ
る
所
か
ら
、
此
種
の
行
爲
を
無
数
と
し
、
の
み
な
ら
す
所
罰
に
迄
出
で

た
も
の
で
あ
ら
う
が
、
そ
れ
は
兎
も
角
債
権

者
名
義
を
證
書

面
に
記
入
し
な
い
と
云
ふ
瓢
に
於
て
は
、
全
く
同

「
で
あ

る

の

で

あ



る
。
之
を
要
す
る
に
、
以
上
の
二
つ
の
慣
行
は
、
契
約

の
相
手
方
が
前
以
て
特
定
せ
ざ
る
契
約
関
係

の
設
定

で
あ
つ
て
、
到
底
債
権

関
係

言
憎凶ω
三
コ
。
三
⊆
ヨ

法
理
下
に
於

て
は
、
考

へ
得
な
い
も
の
で
あ
ら
う
o

之
を
以
て
見
る
時
、
徳
川
時
代
債
権

債
務
は
人
に
膠
著
す
る
も
の
に
あ
ら
す
、
解
き
得
ざ
る
法
鎖
に
あ
ら
す
と
云
ふ
法

律
観
念

は
、
そ
の
移
転

の
場
合

に
就
て
の
み
な
ら
す
、
當
時
の
債
権
法
全
般
に
通
す
る
、

一
般
的
観
念
で
あ
つ
た
と
云
ふ
も
、
大
過
な
き
も

の
と
な
す
こ
と
が
出
來
よ
う
o

扱
て
此
の
如
き
當
時
の
債
権
関
係

の
本
質
は
、
語
を
換

へ
て
云
ふ
な
ら
ば
、
特
定
人
間

の
人
的
関
係

に
出

で
た
る
債
権

或
は
債
務

が
、

一
の
積
極
的
財
或
は
消
極
的
財
と
し
て
の
取
扱
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
當
時
既

に
、
債
権

或
は
債
務
を

以
て

一
個
の
財
物
と
見
る
が
如
き
思
想
が
、
意
識
的
に
把
握
さ
れ
て
居
た
か
ど
う
か
、
此
鮎
を
少
し
く
穿
難
し
て
見
て
、
本
稿
の
結

尾
と
し
よ
う
と
思
ふ
。
東
京
文
科
大
學
刊
親
俊
日
記
三
の
四
九
枚
裏
天
文
十

一
年
九
月
十
七
日
の
條
に

口,
一
同
撮
州
富
田
森
二
郎
左

衛
門
伸
鋳
事
彼
母
儀
號
稗
賄
及
催
促
云
≧
森
二
郎
左
衛
門
定
借
書
宛
所
可
在
之
候
口
歌
迄
申
事
不
足
信
用
如

此
申
遣
候
事
」
と
見
え

る
が
、
こ
は
少
く
と
も
中
世
末
債
権

を
以
て
財
と
見
た
る
思
想
の
明
瞭
な
る
徴
誰
で
あ
る
の
で
あ
る
。
徳
川
時
代
に
就
て
は
、
今
此

の
如
く
端
的
な
る
明
誰
を
見
出
し
得
な
い
が
、
右
中
世
の
傳
統
を
以
て
す
る
時
、
徳
州
時
代
に
も
此
種
の
思
想

が
存
在

し

た

こ
と

を
、
肯
定
し
得
は
し
ま
い
か
。
尚
ほ

徳
川
刑
法
上
の
没
牧
刑
即
ち
闘
所
は
.
原
則
と
し
て
現
實
的
財
産
を
渡
牧
す
る
の
み
で
な
く
、

徳
川
時

代
に
於

け
ろ
債
権
及
び
債
務

の
移
転

(
第

一
巷
第

一
號
)

A

七

五



徳
川
時
代

に
於
げ
ろ
債
権
及
び
債
務
の
移
転

(
第

一
巻
第

一
號

)

A

七

六

庭
刑
者
の
有
す
る
金
銭
債
権

を
も
亦
・
裏
失
せ
し
め
る
も
の
で
あ
つ
た
が
、
公
事
方
御
定
書

以
前
に
於
て
は
、
虚
刑
者
の
債
権

は
奉

行
所
に
移
蒋
し
、
奉
行
所
之
を
取
立
て
る
の
制
で
あ
つ
た
の
で
あ
徹
。
此
の
如
き
御
定
書
以
前
の
債
権
湊
牧
、
即
ち
債
権

が
そ
の
ま

」
財
物
と
同
じ
く
國
家
に
婦
属
す
る
制
度
は
、
債
権

を
以
て
一
の
財
物
と
見
る
思
想
に
、出
で
た
も
の
で
は
な

か
つ
た
ら
う
か
。
次
に

債
務
に
就
て
見
る
に
、
既
に
中
田
博
士
が
中
世
及
び
徳
川
時
代
の
道
者
(
旦
那
)
を
宿
泊
せ
し
め
叉
は
案
内
す
る

こ
と
の
特
樺
、
所
謂
御

師
職
或
は
先
達
職
叉
は
旦
那
職
な
る
も
の
を
以
て
、そ
れ
が

一
定
の
土
地
に
根
基
し
永
久
的
牧
釜
の
源
泉
た
る

こ
と
よ
り
、不
動
産
物

椹
に
准
す
る
も
の
と
な
し
、
博
士
の
所
謂
准
不
動
産
物
樺

の

一
つ
に
算
入
し
て
居
ら
れ
る
、
更
に
し
か
し
尚
ほ

旦
那
職
樺
者
の
道
者

に
対
す

る
関
係

に
は
、
債
権
関
係

が
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
断
さ
れ
、
而
し
て
此
の
如
き
旦
那
職
関
係

に
於

て
、
少
く
と

も
中
世
旦
那
職
を

『
有

ス
ル
モ
ノ
ガ
、
自
己
ト
特
約

シ
タ
ル
道
者
ノ
債
務
ヲ
(
自
己

二
封

ス
ル
)直
チ

ニ
道
者

ソ
ノ
モ
ノ
ト
見
倣

シ
、

蓮
瀞
ヲ
知
伽

ス
ト
云
ヒ
、
自
己
ノ
肺
簿

ナ
リ
ト
稻
シ
タ
ル
.
幾
多
ノ
實
例

ス
ラ
存

ス
ル
ナ
リ
、
是

レ
皆
ナ

一
ノ
恒
久
的
義
務
ヲ
、

一

㈲

ノ
無
躰
物
ト
見
徹

ス
コ
ノ
同

一
思
想
ノ
・:
・形
式

二
外
ナ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
、』
と
の
見
解
を
博
士
は
有
つ
て
居
ら
れ
る
。
此
の
如
く
債
務

を
以
て
物
と
観
念
す
る
思
想
が
、
意
識
的
に
現
は
さ
れ
て
居
る
例
誰
を
、
徳
川
時
代
の
史
料
に
就

て
尋
ね
當

て
る

こ
と
は
、
之
叉
今

は
な
し
得
な
い
が
、
前
記
債
権

同
様
中
世
來
の
傳
統
を
以
て
見
る
時
、
徳
川
時
代
に
於
て
も
債
務
を
以
て
物
と
す
る
思
想
が
、
存
在

し
た

の
で
は
な
か
ら
う
か
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
尚
ほ
此
點

に
就

て
、
裡
言
集
覧
(村
田
了
阿
編
)中
三
五
六
頁
に

『
O
借
金
を
質



に
お
く

』
、
叉
諺
語
大
僻
典
(藤
井
乙
男
編
著
)
五

一
四
頁
に
も
、

『
【借
金
ヲ
質
ニ
置

ク
】
質
物
と
す
べ
き
物
す
ら
無
き
を
い
ふ
。
』

と
あ
る
参
看
。
此
種
の
狸
言
は
、
當
時
の
文
藝
的
述
作
の
中
に
も
散
見
す
る
が
、
債
務
を
以
て
物
と
見
る
思
想

の
片
鱗

で
あ
る
と
、

解
す
る
こ
と
は
出
來
な
か
ら
う
か
。

前
描
徳
川
時
代
の
特
別
民
事
訴

訟
法
國
家
學
會
雑
誌

四
二
巷

一
一
號
第

一
節
第
九
第

十
。

前
掲

笹
川
時
代

に
於
け
ろ
雇
傭
法

の
研
究
國
家
學
會
雑
誌
四

一
谷

七
號

乃
至
十
號
所

出
各
奉

公
人
請
状
参
照
。

註
向
所
引
借
金
銀
取
捌
之
事
o

全
上
六

一
二
頁
倍

金
井
白
紙
手
形

二
而

金
銀
貸
借

い
れ
し
候
も
の
御
仕
置
之
事
。
今
日
と

異
り
此

手
形
と
は

契
約
謹
書
の
謂
に
外
な

ら
ぬ
。

高
柳
眞

三
氏
徳
川
時
代
欠
落
考
法
學
協
會
雑
誌

四
八
巷
七
號

=
二
〇
頁

以
下
。

中

田
博
土
王
朝
時

代
ノ
庄

園

三
關

ス
ル
研
究
國
家
學
會
維
誌

二
〇
巻

三
號

一
六
頁
以
下
、

前
褐
徳
川
時
代

の
物

懐
法
雑
考
法
學
協
會

雑
誌
四
七
巻
六
號
五

三
頁

以
下
。

徳
川
時
代

に
於
げ
ろ
債
樽
及

び
債
務
の
移
輔

(
第

一
巻
第

一
號
)

A

七
七

,


